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自然保護センタ千野外施設周辺のハチ類

浅田真一
ネ・税 真 史

中

Fauna of species of Hymenoptera

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Shinichi ASADAⅢ  and Masashi ENJUⅢ

lまじめ に

神奈川のハチ類については、 111種 の記録が報告されている (粟飯原 1991、 浅田

1990、 桃 1990、 大場  1981、 長瀬  1987、 浜日 1983、 浜日 1993)。

しかし、種レベルでの記載があまり整理されておらず、十分な調査は進んでいない。自然

保護センター周辺でも同様にハチ類についての資料は乏しいため、同地域について、種レ

ベルでの目録作成を行うとともに、現時点でのハチ類の標本を整理する事を目的として調

査を行った。

なお、本調査にあたり、種の同定及び資料の提供を頂いた長瀬博彦氏、多岐にわたって

ご配慮を頂いた自然保護センターに深く御礼申し上げます。

調 査 方 法

自然保護センター野外施設および周辺地域において、ハチ類の採集調査を行った。採集

調査期間は1993年 4月 ～ 12月 である。また、野外施設に設置してある、竹筒について

の調査を行った (写真 1)。 緑化見本国内に設置してある竹筒のうち、切り口に蓋がけさ

れているものを引き抜き、室内で飼育を行った。竹筒の引き抜きは、同じ長さの竹筒を用意

し、必要な竹筒の部分と入れ換える方法をとった。

その他、採集調査期間後のデータを加えまとめた。

調 査 結 果

位)緑 化見本国内の竹筒の調査

野外施設では、竹筒で少なくとも6種 のノ、チが発生していた。 6種 の中ではオオハキリ

バチがもっとも頻繁に見られた。なお、オオカバフドロバチについては、営巣途中で見ら

れなくなってしまったため、写真記録のみである (写真 2)。

・ギングチバチの仲間

93 Apr.7,2♂,2♀ .,浅田真
一 (羽化 :93 Apr.29).

*東 丹沢昆虫研究会 Higashitanzawa l,sect Research Club



1本の筒から4頭 が羽化した。 ドロで蓋されており、筒内は竹のクズが詰まっていた。

繭は9個入っていたが内4個 からのみ成虫が見られた。 4月 7日繭内の踊の成長段階は、

日に茶色がつく程度であった。

・ミカ ドジガバチ 灯θP′″腕初印力′′″″?″″′″″s (Kohl,1901)

93 Apr.7,2♀(羽化 :93 Jun.12,93 Jun.17).,浅田真―.

2本 の竹筒から、各 1頭づつ羽化した。筒の底を土で塗り堅め、幼虫の部屋のために3

all弱の空間を作り、再び土 ・小石を筒内に5 clllほど詰めてォガクズ状の蓋掛けをする特徴

がある。

・フタスジスズバチ Dな ●θで,″sル βοtt C″S  P e r e z , 1 9 0 5

?3 Apr.7,3♀ (羽化 :93 May 7)。,浅田真
一.

1本 から3頭 が羽化した。 3頭 の羽化後の動きだしには12時 間程度の差が見られた。

93 May 4,1♂ (羽化 :93 May ll),1♀ (93 May 14),浅 田真一.

1本 から2頭 が羽化した。

93 Jun.13,3♂ (羽化 :93 Jun.26),2♀ (羽化 :93 Jun。28).,浅 田真一.

1本 の竹筒からフタスジスズバチが4頭 及びセイポウが 3頭 羽化した。筒内は葉で部屋

が作られており、蓋も葉を重ねて作られていた。間の入口に♂が入っており、♀との羽化

のずれは2日 程度であった。筒内での羽化後、動き出すまでには約 2日 であった。

・ムツバセイボウ Cカリs↓sル sc′″ra″αル″e Smith,1874

93 Jun.13,3♀ (羽化 :93 Jun.27).,浅田真一.

フタスジスズバチの巣に寄生 していた (写真 3)。 葉で仕切られた8つ の部屋のうち、

筒の入□から2、 3、 4番 目の部屋でセイボウが繭を作っていた。繭色は赤く、その部屋

にはフタスジスズバチの踊はなかった。緑化見本国内の竹筒からの採集例のみで、野外で

の個体は見られなかった。県内でも採集例がほぼ同時期にある。

・オオハキリバチ C力が,cοガθtta sc″,r″″″′S(Smith,1853)

93 Apr.7,2♂ (出房 :93 Jun.15)り浅田真一.

1本 の筒から2頭 が羽化した。 4月 24日 には踊であり、 5月 17日 に目が茶色になっ

ていることを確認した。婦は6月 5日 に動き出していたが 6月 10日 に羽化していた。出

房までは5日 を要していた。

93 May 4,8♂  (】岡化 :93 Jun。20,23,24,25,26,29),

2♀ (羽化 :93 Jul.4),浅田真一.

3本 の筒から合計 10頭 が羽化 した。 5月 4日 の時点で前婦であり、 4月 に採集した個

体よりも全般的に成長が遅れていた。羽化から出房にはおおよそ 5日 程度を要 していた。

漆喰のように細かい ドロで蓋がけされされており、筒内の各部屋はヤニで仕切られてい

た (写真 4)。



12)採 集調査

採集 したハチは、未同定種を含めて252頭 、14科 。22属 であり、うち45種 を同定し

た。野鳥の森、林業試験場は場周辺、緑化見本国で多くのハチが見られ、湿生植物園では、

低木の開花期以外は、個体数が少なかった。

見つけどりによる採集方法であったことから、訪花中のハチが多かった。特に、アプラ

ナ科の仲間、ヤブガラシ、ヒマワリ、見本国の樹木の花に多く集まっていた。花に無関係

に採集されたグループはハバチ、ヒメバチ、コマユバチの仲間で、特にハバチは野鳥の森

内での個体数が多かった。

なお、未同定のグループが多いことから、科 ・属についての調査結果をまとめる。

・ハバチ科 Tenthredinidae

23個 体を採集したが同定には至っていない。一部 8月 にも採集記録があるものの、大

多数の個体が4～ 5月 に、緑化見本園と湿性植物園の間の昆虫の森内といった暗い場所で

採集されている。

・ミフシハバチ科 Argidae

ル リチュウレンジバチが見られた他、 7月 に採集された2種類の未同定種がいる。ハバ

チ科同様林内で見られている。

・コマユバチ科 BracOnidae

5月 にはサムライコマユバチ亜科、 8月 にはコマユバチ亜科と思われるグループが見ら

れている。訪花個体は見られず、林内で多く観察された。

・ヒメバチ科 Ichneumonidae

33個 体が採集されたが、ムラサキウスアメバチ以外は未同定である。年間を通じて見

られるグループであるが、種別にみると発生時期はlヵ月に満たないようである。訪花個

体はほとんど見られず、 5月 の林内、草地に多くの個体が見られた。

アメバチ ど″,cοs″′′″SSフ・

6月 にだけ記録された。本属には本州産で 14種 が記載されており(平鳴 ・他 1989)、

同定には至らなかった。

ヒメバチ rc力れで″P220″w.

6月 、 9月 に記録されている。本属には本州産で 16種 が記載されており (平嶋 ・他

198 9 )、 同定には至らなかった。

ヒメバチ A初 うすッブ。Ppa s″.

8月 に記録され、県内他地域においても、夏期に記録されている。本属には本州産で4

種が記載されており (平鳴 ・他 1989)、 同定には至らなかった。



・アシブトコバチ科 Chalcididae

林試ほ場周辺のヤブガラシで 8月下旬に見られた。キアシブトコバチに類似した形態で

あるが同定に至らなかった。

・アリガタバチ科 Bethylidae

緑化見本国周辺の草地でのスイービングで6月 13日 に2頭が採集された。

・ツチバチ Scoliidae

ヒメハラナガツチバチ、アカスジツチバチ、キオビツチバチ、キンケハラナガツチバチ

の4種 が見られた。科としては6月 下旬から9月 までの記録があり、8月 に多く見られた。

キンケハラナガツチバチがもっとも普通に見られ、緑化見本国、竹の見本国でよくみられた。

アカスジツチバチ、キオビツチバチは、緑化見本園に隣接した草地で見られた。

・ベッコウバチ科 Pompilidae

モンベッコウ、オオモンクロベッコウ、ムカシベッコウバチ亜科が見られた。 6月 にム

カシベッコウが見られた他は、いずれも8月以降に見られている。林内のような暗い場所

から比較的明るい場所といった広い範囲で見られる。      ヽ

・ドロバチ科 Eumenidae

5月 から9月 下旬まで見られた。 ミカドトックリバチが多く、特に緑化見本国周辺に多

く観察された。そのほか、チビドロバチ、ハムシドロバチ、スズバチなどが見られた。

・スズメバチ科 VesPidae

9種 が記録され、うちキイロスズメバチ、キボシアシナガバチ、セグロアシナガバチ、

ムモンホソアシナガバチ、 トウヨウホソアシナガバチの 5種 の営巣が見られた。 5月上旬

から11月 まで見られる。

・アナバチ科 Sphecidae

ミカ ドジガバチ、クロアナバチ、コクロアナバチ、、アルマンアナバチ、ルリジガバチ、

ツチスガリ、ツチスガリ、ジガバチモ ドキ、ジガバチ、ハヤバチ、ギングチバチの仲間が

見られた。ジガバチモ ドキ以外の仲間は明るい場所で見られた。クロアナバチの仲間は、

林試ほ場周辺の竹筒附近を飛来している個体が多く、ツチスガリ、ハヤバチ、ジガバチの

仲間はヤブガラシヘの訪花個体がほとんどであった。

ジガバチモ ドキ T?βοり′ο″sp.

アナバチ科の中では比較的暗い場所で6月 に見られた。また、緑化見本国の竹筒周辺で

見られたことから、竹筒に依存している可能性がある。本属には本州産で 22種 が記載さ

れており (平唱 ・他 1989)、 同定には至らなかった。



ギングチバチ

4月 に採集した竹筒から羽化 した個体であり、室内条件下での羽化日は、4月 29日 であ

る。野外での個体は観察できなかった。

・コハナバチ科 H』 たいdae

5月 から9月 にかけて見られるが、最も多い時期は5～ 6月 であった。また、比較的明

るい場所でよく見られ、記録したはとんどの個体が訪花中であった。

ア トジマヨハナバチ rfα,c′″ssみ

5月 及び8月 に発生が見られ、特に5月 の訪花個体が多く観察された。本館周辺、緑化

見本国、林試ほ場周辺といった明るい場所での訪花活動をしている個体が多い。本属には

本州産で 5種 が記載されており (平唱 ・他 1989)、 同定には至らなかった。

コハナバチ と″sjοg′θss″れ ギβ・

6月 及び9月 に発生が見られる。本館周辺、緑化見本国、林試ほ場周辺といった明るい

場所での訪花活動をしている個体が多い。緑化見本国のフジ棚脇の地表が明るい場所で、

営巣が見られた。本属には本州産で26種 が記載されており (平嶋 ・他 1989)、 同定

には至らなかった。

ハラアカハナバチ 5″ cCつたS SP.

5月 4日 1頭 のみの採集記録であるため、発生の傾向はわからない。県内ではエサキハ

ラアカハナバチの記録があるが本属には本州産で 45種 が記載されており (平嶋 ・他

1989)、 同定には至らなかった。

・ヒメハナバチ科 Andrenidae

ヒメハナバチ A″か。■αッ.

4月 から6月 中旬の間に発生が見られた。コハナバチの仲間と同様に土中に営巣するが、

営巣場所は確認できなかった。 5月 の採集個体が多く、フジヘの訪花が日立った。いずれ

の時期も本館周辺、見本国、谷戸と明るい場所で採集されている。本属には本州産で 73

種が記載されており (平鳴 ・他 1989)同 定には至らなかった。

・ハキリバチ科 Megachitidae

オオハキリバチ、ヤノトガリハナバチ、バラハキリバチモ ドキを含めて 17頭 が採集され

た。竹筒の飼育個体を除けば概ね夏期に発生が見られる。

・コシブトハナバチ科 AnthophoHdae

クマバチ、ニッポンLゲ ナガハナバチ、シロスジヨシブトハナバチ、ツヤハナバチが確

認されている。いずれも訪花中の個体を採集しており、比較的明るい場所でよく見られた。



・ミツバチ科 Apidae

ニホンミツバチ、コマルハナバチ、 トラマルハナバチの 3種 が記録された。夏前に巣を

解散してしまうコマルハナバチ以外は年間を通じて見られる。いずれも、訪花個体が目立

つため、季節ごとに訪花植物が変わる様子が観察される。

131 自然保護センター野外施設周辺のハチ類

ミフシハバチ科 Argidae

ルリチュウレンジ Aァg夕 s,れ,,s (VoHcnhOven,1860)

93 May 4,2♂.,浅田真一.

ツツジを食事にしていることから、施設内で生息していると考えられる。

ヒメバチ科 Ichneumonidae

ムラサキウスアメバチ D,cryο″or″sP″rP″ァ″SCで″S(Smith,1874)

93 Aug.29,1♀.,浅田真一.

林試ほ場周辺の明るい場所の地表表附近を飛んでいた。

セイボウ科 Chrysididae

オオセイボウ ざ′′rb″海 cノα″″ァ″″ βαC"C″″ Linscnmaler,1951

93 Aug。29,1♂ t,浅田真一.

緑化見本国の木本の花へ訪花していた。県内でもほぼ同時期にタデ科の草本植物への訪

花が観察されている。スズバチに寄生することがわかっており、同地域でスズバチも採集

されていることから、発生していると思われる。

ムツバセイボウ Cカ リs,sル sc′″rαどαPれ″2 Smith,1874

93 Jun.13,3♀.,浅田真一.

緑化見本国内の竹筒からの採集例のみで、野外での個体は見られなかった。県内でも採

集例がほぼ同時期にある。

ツチバチ科 Scohidae

ヒメハラナガツチバチ c″″Psο″をrjで″α″″″″ど″α α″″ガarα (Fabricius,1793)

93 Jul.9,1♀.,浅田真一。

キンケハラナガツチバチと同じ場所で記録されたが、個体数は少ない。

アカスジツチバチ C″″れοscθ"″初でra″θs。れαルsCrr2″r″ (Smith,1873)

93 Jun.27,1♀.,浅田真一.93 Jul.9,1♀.,浅田真一.

キオビツチバチ Scοr′α oc″ぁ′2(Matsumura,1911)

93 Jul.9,3♀.,浅田真一。 93 Sep.26,1♀.,浅田真一.



キンケハラナガツチバチ ca″ Pso″ヶjs″ 'S″arたα Smith,1855

93 Jul.9,3♂,2♀ .,浅田真一.93 Aug.29,1♂ ,1♀ .,浅田真一.

93 Sep.25,1♂.,税.93 Sep.26,2♀ ,1♂ .,浅田真一.

竹見本国及び緑化見本国周辺で、最も普通に見られるツチバチで、訪花個体も多く観察

された。

ベッコウバチ科 Pompilidae

モンベッコウ 3arοzο″2′′″s ttα鍛'ル0″S(Smith,1873)

93 Aug.29,lex.,浅田真一.

昆虫の森内で採集された。昆虫の森では巣の中央部にいるジョロウグモの仲間に飛び乗り、

くわえていく様子が観察された。なお、他地域では、明るい場所でも見られている。

オオモンクロベッコウ A″oPr′″s sα″″アル″Sis(Pallas,1771)

93 Aug。15,2♀.)浅田真一.

県内では丘陵地で普通に見られるベッコウバチであり、林縁から林内を飛来している。

ドロバチ科 Eumenidae

スズバチ Orを″れを″2s″2cο″″″s(Smith,1852)

93 Jul.9,1♀.,浅田真一。 93 Sep.26,1♀.,浅田真一.

フタスジスズバチ Dお co2′れsブ″βθ″'C″s Perez,1905

93 Apr.7,3♀.,浅田真一.93 May 4,1♂ ,1♀ .,浅田真一.

93 Jun.13,3♂,2♀ .,浅田真一.

竹筒には比較的多くの個体が見られたが、野外では観察できなかった。他地域では夏期

の発生が見られている。

オオカバフドロバチ Or″″c,sr″θccr″sか で″sで力 かで″sc″,(Saussure,1857)

93 Jun.13,1♀ (写真 2)

竹筒に営巣している様子を観察した目撃記録のみで採集記録はない。なお、その巣は完

成に至らなかった。

ミカ ドトックチバチ ど″れで″でs れたα″O Cameron,1904

93 Jun.27,1♂.,浅田真一.93 Aug。15,1♀.,浅田真一.

93 Aug.29,1♀.,浅田真一.93 Aug.29,1♀.,浅田真一*

(*サ ムライトックリバチ ご″れで″gs sα″″″り  (SChuithess,1908)

県内でも普通に見られる。なお、サムライ トックリバチと思われる個体が記録されたが、

ミカ ドトックリバチとして整理した。

カタグロチビロドバチ Sr2′2θ初 ケ″SCん″2″s,ss′所′"初″s

Yamane et Cusenteitner,1982



93 May 4,1♂.,浅田真一.93 Aug.15,1♂.,浅田真一.

93 Aug.29,1♀.,浅田真一.

主に8月 に見られた。他地域でも夏期に見られることが多い。訪花個体も多い。

サイジョウハムシドロバチ 妙 れ″θ?れ S″″′c′θ″″ar″s(Cameron,1911)

93 May 4,1♂,2♀.,浅回真一,93 Jun。27,1♀.,浅田真一.

5月 4日 には、緑化見本国横に積まれたワラの茎内での営巣を確認した(写真 5)。また、

梅雨明けに訪花個体を採集している。

スズメバチ科 VesPldae

オオスズメバチ ,イタsPα″α″″αガ″′α′aPο″'Cα Ra d o s z k o w s k i , 1 8 5 7

93 Nov。21,1♀ .,浅田真一.

キイロスズメバチの巣を攻撃した個体のみを記録した。広葉緑地で樹液もでていたが、

通常のオオスズメバチの活動期には記録できなかった。

キイロスズメバチ yでッ″s,7Z2r′'″″メ″″れ7r2,a Cameron,1903

93 Aug.15,1♀.,浅田真一.93 Sep.25,1♀.,税 真 史._

研修棟2階 の軒下に営巣していたが、11月 21日 にはオオスズメバチの攻撃を受ていた。

この時点ですでに巣内には数頭のオオスズメバチが侵入していた。 12月 19日 に回収し

たところ、巣房内は全て抜き取 られていた(写真 6)。巣内よリカメムシを 1頭採集 した。

クロスズメバチ 降 sP″わ rr″″た?sた 所s,,(Cameron,1903)

93 Jun.13,1♀.,浅田真一。(目撃記録)

ツツジヘの訪花個体を目撃したのみで、採集記録はない。

フタモンアシナガバチ Pθ′,srでscれ″2″sなα″r夕″″2r:s Perez,1905

93 Sep.26,1♀,,浅田真一.

キボシアシナガバチ P。′,sresれα″″″ァj″″s sauSsure,1853

93 Jun.13,1♀.,浅田真一.93 Jun.27,1♀.,浅田真一.

93 Aug.15,1♂.,浅田真一.93 Aug.29,1♂.,浅田真―.

林試ほ場に隣接した植込に営巣していた。 8月 29日 に、ヒメスズメバチの採何行動と

思われる跡を確認した (写真 7)。 9月 には巣が崩れ解散していた。なお、緑化見本国に

ある木の柱では巣材集めが観察された。

コアシナガバチ Pοtts′夕ss″2′姥″,Saussure,1862

93 Aug。15,1♀.,浅田真一.

セグロアシナガバチ Pο,s,2sル″所g22ル″″をaC Dalla Torre,1904

93 May 4,1♀.,浅田真‐ (写真記録 写 真 8).



林試ほ場内に積んであるワラで営巣していた。

ムモンホソアシナガバチ P″ァαクοりうどαれ力ca′″沈ca(Saussureす1854)

93 Aug.15,2♀.,浅田真一。 93 Sep.25,1♀.,検 真 史.

緑化見本園内のキンモクセイで営巣していた。

トウヨウホソアシナガバチ Par2Pοゥう筋 ツ″″′α (Fabricius,1787)

94 Dec.10。,川村優子 (巣)

林試シラカシ樹木国内の落ち葉の中から廃巣を採集した。

アナバチ科 Sphecidae

ミカ ドジガバチ rr″′切 q力jどα″?″ガ″″s(Kohl,1901)

93 Apr,7,2♀.,浅田真一.

緑化見本園の竹筒内で見られた他では、湿性植物園の木道上で観察された。

サ トジ女ル チヾ A″″η力:′a sab″どosa″fββο″'Ca Tsuneki,1967

93 Aug.15,2♀。,浅田真
一.93 Aug.29,1♀ .,浅田真一.、

林試ほ場周辺のヤブガラシヘの訪花個体が 8月 中下旬に見られた。県内でも広く分布し

ている。

クロアナバチ 母力α α″g●″rar″s rr閉。s″s Kohl,1890

93 Aug.29,2♀.,浅田真一,

林試は場のクリの樹上を飛んでいる個体が多く観察された。

アルマンアナバチ rsοtt。″′筋 力αァ秘α″沈 (Perez,1905)

93 Aug。15,1♀.,浅田真一.

日向薬師、厚木市荻野付近での営巣が確認されており (粟飯原私信)、 七沢でも繁殖し

ている可能性が高い。

コクロアナバチ rsο″θ″r′α″jg冴′α (F.Smith,1856)

93 Aug.15,2♀.,浅田真一.

県内で広くみられる。林試ほ場の施設脇にある竹竿周辺を飛ぶ様子が観察された。

ルリジガバチ Cれ″ゥう′。″ブα″ο″'C″加 (Gribodo,1883)

93 Aug.15,1♀.,浅田真一.

県内で広く見られ、ヤブガラシヘの訪花個体が多く観察された。

アカアシツチスガリ Cヶ ccガsαわqルSCど″r″ (Rossi,1790)

93 Aug。15,1♀.,浅田真一.
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ナミツチスガリ Cヶ ccr′s,ο″,ルagα力0″rル″g″Kohl,1880

93 Jun.27,1♂,,浅田真一。 93 Aug.29,2♀.,浅田真一.

ヤブガランヘの訪花個体が多く、 6～ 8月 に記録された。

オオハヤバチ  挽推れメrcs s,″?″s,s sj″を″StS Fo Smith,1856

93 Aug,15,1♂.,浅田真一,93 Aug.29,2♂ .,浅田真一.

林試ほ場周辺のヤブガラシヘの訪花個体が見られた。県内でも普通に見られる。

ハキリバチ科 Mesachilidae

オオハキリバチ C力ar,cθガ。″a sc″夕,″,α体  (Smith,1853)

93 Apr.7,2♀.,浅田真一.93 May 4,8♂ .2♀.,浅田真一.

竹筒周辺を飛ぶ様子が夏期に観察された。県内でも普通に見られる。

ヤノトガリタヽナバチ Cο冴,のりsメ″″ο″:s Matsumura,1912

93 Aug.15,3♂.1♀.,浅田真一.

8月上旬からハギが咲く時期までに普通に見られる。明るい場所での訪花活動が観察され

た。

バラハキリバチモ ドキ 〃 宅″c力j′夕rs″″″g夕″s,s Cockerell,1924

93 AuB。29,1♀ .,浅田真一.

緑化見本国での訪花個体が見られた。県内でも夏期に普通に見られる。

コシブトハナバチ科 Anthophoridae

クマバチと 文ケ′。CθP″ apPを″″,c″′ara c,,c″″ッο′α″s Smith,1873

93 May 4,1♀.,浅田真一.

フジヘの訪花の他、夏期にも見られる。

ニッポンヒゲナガハナバチ T夕rr2わ″′″巧″ο″卸S'S Perez,1911

93 May 4,2♂,2♀ .,浅田真
一.

県内での記録同様 5月 のみに見られた。

シロスジヨシブトハナバチ A″ 2g′ど′α?″″冴″砕sc'ara villers,1789

93 Aug.15,1♀.,浅田真一.

昆虫の森の湿った場所でヒガンバナ科の花の周辺を飛んでいた。

ヤマ トツヤハナバチ Cヶ ″れ″ブα″。″jCa Cockerell,1911

93 Aug.15,2♀.,浅田真一.93 Sep.26,1♀ .,浅田真一.

県内では5月 ～ 10月 頃まで見られる種類がいるが、本調査では、 8～ 9月 だけにしか

確認できなかった。林試ほ場周辺のヤブガラシ、及び緑化見本国の草本植込周辺での訪花

活動が見られるた。



察考

ミツパチ科 Apidae

コマタレタヽナバチ βο″う″s ″ァ″c″s ar″2″s Smith,1879

93 May 4,2♀.93 Jun.13,1♂.,浅田真一

緑化見本国及び湿性植物園で見られた。木本植物への訪花が多く見られ、 6月 13日 に

は雄が多く観察された。

トラマルハナバチ βθ″う″sカ レ?″S″S″ルCな″s Smith,1869

93 May 4,1♀,浅田真一.93 Jun.13,1♀.,浅田真一.

93 Sep.25,2♀ .,椀  真史.

緑化見本国、湿性植物園で 5～ 9月 を通じて見られた。緑化見本国ではアベリアヘ、湿

性植物園ではツリフネソウヘの訪花が多く観察された。

ニホンミツバチ Aガ s cc,α″αブα″ο″'Ca Radoszkowskl,1887

93 Apr.7,1♀.,浅田真一.

年間を通 じて見 られた。主な訪花木本植物は、カエデ、ツツジ、サツキ、フジ、サクラ、

エンジュ、カクレミノであり、その他アプラナ科への訪花もみられた。

今回同定した種のなかで、今までの報告に記載のなかった種は9種 あげられるが、いず

れも未発表データとして記録があり (浅田 1995)、 県内でみられていないのはアカ

アシツチスガリの 1種 のみであった。また、 トウヨウホソアシナガバチについては、県内

でも厚木市飯山で古巣の採集記録があり (浜日 1993)、 七沢においてもムモンホソ

アシナガバチに比べ少ないものの生息している可能性が高い。今回採集された巣は、完全

な形で残っていたことから、 1994年 産の巣であることが推測されるが、巣が十分に伸

びていないことから営巣途中で廃巣になっていることが考えられた。

緑化見本園の竹筒では6種 が確認され、周辺を飛んでいたジガバチモドキなどを考える

と人為的に設置してあるものでも、営巣場所としての依存度は高いと考えられた。なお、

ミカ ドジガバチ、フタスジスズバチ、オオハキリバチについては、採集した4・ 5。 6月

にそれぞれ羽化、出房がみられている。これは、野外から室内へ移行したことによる温度

変化により、成長に差が生じ羽化日が早まったものと考えられる。

なお、今回記録されなかった種の中でも、ヒメススメバチについては、 1972年 、

1974年 に玉川、日向川での採集記録がある。今回キボシアシナガバチの巣にその採餌

行動の跡が確認されており、県内でも普通に見られることから、生息している可能性は高い。

3月下旬～ 4月 初旬にかけて、同市上荻野、七沢広沢寺付近でヒメハナバチ、ツツハナ

バチの仲間が確認されている。調査期間を延ばすことなど、今後の調査が重要であると考

えられる。

また、以前当地区で記録され今回の調査では確認できなかった種として、ルリモンハナ

バチがあげられる。当地区では、20年 程前に記録があり(細田 1974 Aug.7,2ex.)、

他にも二浦半島 (大場 1981)、 江ノ島 (近藤 1994)の 記録がある。しかし、現
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在では海外沿いの県東南部で生息 しているようであり、今後の調査を続ける必要がある。

採集した個体には、多くの未同定種が含まれることから、十分な結論は得られなかった。

今後採集した標本を整理する必要があるが、特定地域のデータの基礎資料としてまとめた。

摘   要

・252個 体のハチを採集し、 45種 を同定した。

・施設周辺での社会性ハチ類の営巣が確認できた種は、キイロスズメバチ、セグロアシナ

ガバチ、キボシアシナガバチ、ムモンホソアシナガバチであった。また、 トウヨウホ

ソアシナガバチについては、巣のみを採集している。
・緑化見本園の竹筒では、少なくとも6種 のハチが発生しており、周辺を飛んでいたジガ

バチモ ドキなどを考えると人為的に設置してあるものでも、営巣場所としての依存度

は高いと考えられた。
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神奈川県立自然保護センター報告第 12号

自然保護センター野外施設の水質と微小水生生物について

森谷清子
来・中田 勝

キ

On the Water Quality and the A?″α,c Cο腕初″″サゥ

in the Kanagawa Prefeltural Nature Conservation Center

Kiyoko MoRIYAttand Masaru NAKADA*

は じ め に

自然保護センター野外施設は、厚木市七沢に位置し、沢水を水源とした谷戸田を利用 ・

整備した自然観察のための施設である。

この湿地には数多くの水生生物が生息しているが、自然的 。人為的要因により年々その

生物相が変化してきている。

今回は、ホタル生息状況総合調査の一環として、この湿地内に生息する微小水生生物と

それを取り巻く水質環境について調査したので報告する。   ｀

なお、調査全般にわたりご協力いただいた自然保護センターの川村優子、野口光昭、

増子忠治の諸氏に厚くお礼申し上げる。

調査時期 ・調査項目。調査地点

調査時期は、1992年 夏季(8月 24日 )、1998年 冬季(1月 23日 )、1993年 春季(5

月 29日 )、 1993年 秋季 (11月 1日 )、 の4回 である。調査項目は、水質 (流水域及

び止水域)、 付着生物 (流水域及び止水域)、 浮遊生物 (止水域)で ある。調査地点は、

採水地点が流水域5地点と止水域4地点、付着生物採取地点が流水域6地点と止水域1地点、

浮遊生物採取地点が止水域 4地 点である (図1)。

調 査 方 法

採水は、各調査時期に1回ずつ行った。各調査地点において、それぞれ 2ク のポリビン

に採水 し、それらを実験室に持ち帰り、5項 目(pH,COD,BOD,T‐N,T,P)の水質分析を

行 った。 PHは ガラス電極法で、 CODは JIS K0102, 17の 方法で、 BODは JlS

K0102, 21の 方法で、T‐Nは 紫外線吸光光度法で、T―Pは ペルキソニ硫酸カリウム分

解法でそれぞれ測定を行った。

付着生物及び浮遊生物の採取は、各調査時期に1回ずつ行った。付着生物は、調査 1か

月前に石を水底に沈めておき、 1か月後の調査日にその石の表面に付着したものを2つ の

ポリビンに分けて採取した。

1つ のポリビンは、生きた状態で観察するため何も入れず、他の 1つ は、産藻類を見る

ためホルマリンで固定して実験室に持ち帰った。実験室ではポリビン1内の生物を生きた

まま検鏡し種類を同定した。

*神 奈川県水生生物研究会  Kanagawa Hydrobiology Research Croup



16

ポリビン2は あらかじめ硫 ・硝酸で分解し、それを過酸化水素で漂白した上で検鏡し、

種類を同定した。浮遊生物は、調査日にプランクトンネット(定性用)を長竹の先に固定し、

調査地点の表層を撫でるような方法で3～ 4回 移動して採取した。これらを付着生物のと

きと同様に2つ のポリビンに分取し同様な方法で検鏡し同定した。

調査結果と考察

位)水  質

水質分析の結果は表 1～ 表 4に 示すとおりであった。

pHは 、各季節共にほぼ中性付近で、流水域に比べて止水域の方が若干高い値であったが、

富栄養化した河川や池などでよく見られるアルカリ側に傾く現象(中田 1971、 1979)

は、今回見られなかった。COD及 びBODは 、冬季は低いが他の季節は比較的高かった。ま

た、流水域に比べて止水域の方が高い値を示していた。これは、止水域では濁り (灰白色

の無機質の細かい粒子で放置してもなかなか沈降しない)が強いため生じたものと考えられ

る。T―N及 びT‐Pは 、各季節共また流水域 ・止水域共に比較的高い値であった。通常、春

季や秋季には付着藻類や浮遊藻類が増加し、窒素やリンが不足する現象がしばしば見られ

る (坂本 1980、 岡田ほか 1980)が 、今回の調査ではこれらの種類の大量出現は

見られず、水底堆積物の溶出が比較的大きかったためと推定される、(小山 1975)。

12)付 着生物と浮遊生物

付着生物の出現状況は表 5～ 表 8に 示すとおりであった。また、浮遊生物の出現状況は

表 9～ 表 12に 示すとおりであった。

夏季(8月 )の付着生物 :全体的に石の表面に付着した生物の種類と個体数は少なかった。

たたら沢では、st。3を 除けば付着量は少なくほとんどが土砂で藻類は少なくA″∝うαや

Mttαわあ が見られる程度であった。水路では、st.6で藍藻のOscjJraめriaが多かった。

st.Bでは、比較的珪藻が多かった。

夏季 (8月 )の 浮遊生物 :止水域の浮遊生物は、石の表面の付着生物と比較すると個体数

が 比 較 的 多 く 、 珪 藻 で は cノr O晩 ″ α t t C冴 ″g iら脇 所C″わ q〃 r ,ィル α比 脇 所C″筋 g″
‐

採rjαが多く、緑藻ではど“8'Cれαが多く見られた。原生動物ではArcc肋 吻Jgarisが出現

していた。

冬季 (1月 )の 付着生物 :夏季と比較するとはるかに多くの付着量が見られた。その大半

が 睦 藻 で あ っ た 。 ま 。3で は 、 A説 ″α″筋容 筋″α οわra P  C Oれp比例 御物  α c″閉れα勉れ

脱放 んどα Ziss,αち Mrzs統筋 JizcarれSy■eara″′″が多く、水路でも同じような出現傾

向であった。st.Bでは、夏季に出現していたの拘晩″αれetZこれg材が数多く出現していた。

そ の 他 に, p j統卸 協 Sθr t t  C針 仰侮 ″c t tα C r e燿'な どが 多 か った。

冬季 (1月)の 浮遊生物 :止水域の浮遊生物も個体数が多く、その大半が珪藻であった。

付着藻類と同様q輝岱どg″αれをrzi″g′どが4地点で数多く出現していた。その他にCθ純‐

ル ο廃材 α αC C″初′″α↓嶋 H a佐 ″わ け れ 名 肘αt t c″ル s P . , M r Z S 筋サα οうど塔 αな ど が 見 られ

た。

春季 (5月 )の 付着生物 :珪藻類の種類 ・個体数が比較的多かった。特に、珪藻の

〃冴密ルα昭″筋″sがほとんどの地点で見られた。また、止水域のst.Bでは、原生動物の
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陶rricctt sP.をはじめ多くの原生動物が見られるなど、流水域とは異なる生物相が見

られた。

春季 (5月 )の浮遊生物 :珪藻のMcros″α И ttαぬ 財冴岱肋 Jra″∽が多く出現 していた。

個体数は少ないが3種類のど昭た,αや甲殻類の』岱所れらの cJ9PSなどの後生動物が見られ

た。

秋季 (11月 )の 付着生物 :瑳藻の個体数は全体的に少なかった。日当たりの悪い場所で

は返レ′挽C″筋 Sοrtt C御ヮんθれで開α挽 た,な どが、日当たりの良い場所ではA胡″α″筋2s

わたc∽筋物が数多く出現していた。

秋季 (11月 )の 浮遊生物 :瑳藻は非常に少なく、かわりに、緑藻のど昭姥″ やC力筋″ナ

あ秘切αsが数多く出現していた。

以上の結果から、付着生物と浮遊生物について次の 3つ の視点が考察される。

位)通 常、浮遊生物 (止水域の生物)は 付着生物 (流水域の生物)と 大きく異なっている

と言われている (福島 1972)が 、自然保護センター野外施設内の水域では大きな違

いは見られず、主として、流水域傾向の生物相で占められていることがわかった。これは、

センター野外施設内の池 (止水域)が たたら沢の沢水を水源としていて、かなり短期間

に池水が入れ替わることが原因であると考えられる。     ,

12)今 回の調査では、日当たりの良し・悪しで生物、特に珪藻の種類 ・量が異なっていた6

日当たりの良い場所ではA訪 れα″協cs ra円竹θゎ筋 (冬季出現)を はじめ多くの珪藻が出

現していたが、日当たりの悪い場所では珪藻の種類 ・量も少なかった。樹木が生い茂り

日照の悪い源流域での調査例(横浜市氷取沢)では紅藻のC力αれrra″sどra w.(ベ ニイ トモ)

などが出現すると報告されている(福島 1984)が 、予想に反 して、今回の調査では

まったく出現していない。瑳藻も神奈川県の源流域で通常見られる種類が多かった。

(3)春 季 (5月 )の 浮遊生物の中に甲殻類の,οM筋 ら の CrOPsが少数であるが出現 して

いたことから、沈水性水草のオオカナダモ及びコカナダモの付着物を調べたところ、多

くの珪藻に混じってかなりの数の輪虫類 ・甲殻類が観察された。かって、自然保護セン

ター野外施設では、ミズカマキリ、タイコウチ、トンボのヤゴなどが豊かに生息してお

り(斉藤ほか 1987)、 湿地の池ではマツモ、オオカナダモ、コカナダモが繁茂 してい

た。しかし、今回の調査では、これら水生昆虫、水草はほとんど見られず、そのことが

輪虫類 ・甲殻類の種類と数に大きな影響を与えているものと推定される。

お わ りに

今回の調査では、総合的にみて、源水域の水域環境は良く保全されているように思える。

しかしながら、水質的に富栄養段階と思える場所や、ど曙姥′:α、陶rricc肋などの富栄養生

物が出現した場所が 1部 に存在していたことは、今後、条件次第で水域環境が急速に悪化

することも考えられる。

通常、自然的及び人工的要因によって、流水が止められたり、水位が低下したりする場合、

水域生物は大きな影響を受け、著しい場合にはある種の生物が大量に発生する。そこに生

活系雑排水等が流入した場合はその状況がさらに加速される。一方、これとは逆に、大雨

による大量の水の流入のようにその水域環境が一時的に回復する場合もある。
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したがって、自然保護センター野外施設の水域環境を、今後、一定条件で保全するため

には次の諸点を留意する必要がある。

(ll 現在の野外施設の水収支を定期的に正確に調査する。

12)そ の結果に基づき適正な水コントロールを行う。そのため、季節を通して一定量の水

を確保するための井戸を設置する。さらに、水を効率よく循環するため大型ポンプを活

用する。水位を一定にするため、水底の堆積物を凌深する (この行為は水界のバランス

を著しく破壊するので最小限に留めること)。

(3)野 外施設内の植栽計画にマツモ、コカナダモ等の沈水性水草やシャジクモ等の大型藻

類を加えること。これらの水生植物は水界のより微少な生物相の生産をうながす媒体と

なりうる。

14)野 外施設に生活系雑排水 ・肥料等を直に流入させないこと。
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st.A

す決
0

(流水域 :沢、水路)

st.1 た たら沢上流 (合流後)… …………………・水質十付着生物

st,2 た たら沢中流 (,亀類観察舎下)・・…………・水質十付着生物

st,3 た たら沢下流 (たたら橋)… ………………・水質十付着生物

st.4 ホ タルの里上流 (山側)・・…………………・水質十付着生物

st.5 ホ タルの里水路………………………………水質+付 着生物

st.6 第一アサザ池上流水路………………………付着生物

(止水域 :池)

st.A 水 蓮の池 ・…………………………………・・水質十浮遊生物

st.B 水 鳥の池 (Nd l) … ………………………水質+付 着生物+浮 遊生物

st.C 水 鳥の池 (Na 2) … ………………………水質十浮遊生物

st,D 第 ニアサザ池 ・……………………………“水質十浮遊生物

図 1 調 査地点と調査項目
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野外施設たたら沢における歴史調査
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Notes on the History of Tatarasawa Stream Area

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Centr

Kenii JINBO率 ,Junko NIsHIJIMAネ ,Yukari MAEDAⅢ

Daigo AIMoToⅢ ,Kengo SAKAMOTOtt and Reiko KosHHsHI求

は じめ に

本調査は神奈川県立自然保護センター (以後自然保護センター)の 委託を受けて七沢

生物調査会が行った。自然保護センター野外施設には、斜面雑木林と谷戸の湿地からなる

自然観察国と台地上の緑化見本国がある (図1)。 自然観察国の湿地となっている谷戸の

低地は、以前はたたら沢の水を活用し、水田が作られていた。

ふりかえってみれば、このような谷戸では昔から自然の持つ回復力を保全しながら、

雑木林や水田や畑として活用していた。それは、人々の生活と密接に連携した、いわゆる

「里山の自然」で、この環境こそ、多種の動植物の生存を保証していたものである。したがっ

て、当時の農林業等における谷戸の自然の維持管理の在り方を明らかにし、そこに生息

していた生物種を知ることは、今後の自然観察園等の維持管理の在り方を決定する材料が

数多く提供できるものと考え、本調査が実施された。

本文に先立ち、アンケー ト調査に際して、森星正司 ・増田正直 ・天野英治 ・神崎常雄 ・

守屋之康 ・細野元明 ・森野市松 ・細野昭正 ・萩山太一 ・播磨武良 ・井上泰一各氏には貴重

な情報をいただいた。また、自然保護センター職員の方々にも多大なご協力をいただいた。

これらの方々に感謝します。

調査地の概要

調査地である自然保護センター野外施設は、丹沢山塊の東側山麓である神奈川県厚木市

七沢地区及び伊勢原市日向地区に位置する面積約 13 haの範囲である。本調査地は標高約

80～ 110mと 起伏に富んだ地形で、谷戸の西側から東側方向にたたら沢が流れている。

沢沿いには休耕回等を利用した湿地や池が存在している。谷戸をとりまく斜面林の構成樹

種はクヌギ、ヨナラ、イヌシデ、ミズキ、エノキ等で、この中にスギ、ヒノキの植林地がパッ

チ状に存在している (図2)。

調 査 方 法

調査期間は1993年 7月 から
'94年
9月 である。調査方法は調査対象とした地域内に

おいて農業を行っていた元地権者及び現在同地区付近で農業を行っている方々に聞き取りを

行った。

*七 沢生物調査会 Nanasawa Blological Society
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調査項目は当時の水日、山林管理及び野生動物の被害、活用等についてである。また、

当時使用した農具等の写真の記録や同地域の山林、水田等の環境が記録されている写真等

資料も収集した。

なお、本文でいう当時とは、調査地内の水田耕作等に農業用機械が導入され二般的な使

用が開始されるまでの間、すなわち1920年 代から1960年 を示す。

調 査 結 果

1.た たら沢における水田耕作の概要

本調査地における水田耕作の状況は、すでに1960年 代後半には休耕田、耕作放棄地

域が存在 し、概ねのところ地番杭Y-17(図 1)よ り上流部での水田耕作は行われて

いなかった。これは、地番杭 Y-17(図 1)よ り上流に位置する水田 (上の日)と そ

れより下流に位置した水田(下の日)との環境に大きな差があったことが、一つの要因と

なっていた。すなわち、上の日は「ドブッタ」、「フカンボ」と称され、腰や胸まで潜っ

たという 「深田」であった。一方、下の田はたたら沢に堰を作り、水田に水を流し入れな

ければならない「乾田」であった。このため耕運機等の農業用機械の使用は下の日に限られ、

上の口では暗渠排水のないものはすべて手作業であった。調査地におけるこのような水田

環境の差はその耕作作業能率にも大きな影響を与え、上の国が早くから休耕田、放棄田となっ

た要因の一つであった。次に水田耕作の工程について述べる。

位)荒 越こし

荒越こしは水回の土壌中に越冬する生物等を掘り起こし寒気にさらす作業であり、その

駆除を目的としている。同地域での作業は2月 から5月 上旬に実施され、水田環境により

4本 歯のコウノウ鍬、牛、馬にスキを引かせて行った。 しかし、水田中の水が退くことの

ない深日ではモウソウダケや丸太を投入しそれらを足場として行った。

なお、乾田及び暗渠排水がなされた水田では、1960年 以降耕連機が導入されていった。

物)代 かき

代かきとは、植付けた苗の根付と発育を促進する目的から、植付け前 1週 間位からその

直前に水田中の上を混ぜる作業である。作業は手作業で牛、馬に「代かき」、「レイキ」、「籠

車輪」などの道具を引かせて行った (写真 1、 2、 3)。 代かき前後には水田への肥料の

投入が行われた。戦前は過リン酸石灰等、戦後は水稲用に配合された化成肥料が使用された

が、樹木の枝、葉も同様に使用された。また、コクサギを投入し腐ってきたら引き上げる「刈

敷」作業が行われ、これにはヨクサギ以外の樹木は使用されなかった。

荒越こしと同様に1960年 以降は耕運機が導入されている。

13)植  付

苗の植付は、 5月 中旬から6月 下旬に実施された。苗は塩水選によって選択された種を

苗代に播き、 50日 目に達したものを使用し手作業によって植付られた。植付本数は3～

6本 であるが、その年の気候状況やワラを採るなどの目的により異なった。なお、苗代は

すべて水田苗が使用され、 50日 に達した苗の大きさは約 40 clBである (写真4)。

14)草  刈

水田管理における草刈りの実施は日照効率を高める等の目的で行われる。これは水日の

水温を上昇させて植付後の苗の成育を促進させるためのもので、草刈はその収穫量にも
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大きく影響を与える。

当調査地での畦の草刈は水田に苗の植付が開始される前の 5月 から収穫時となる11月

まで行われた。刈り取り周期は約 1か 月から1か 月半であった。一方、用水路及びたたら

沢沿いの草刈の開始は畦刈りと同時期であり、最終は7月 であった。刈り取った草は家畜

の飼料や田畑の堆肥として利用するか、その場に放置した。また、常に水田中に水がある

日では、その中に投入した。

15)水 日の中干し

中干しとは水田中の水を抜くことでその地温を上昇させ、稲の実付を促進させる目的で行

う。湿田、深田では実施されず、乾田及び暗渠排水がなされた水田に限られて実施され、

その時期は8月 中旬から下旬であった。

16)収  穫

収穫のための稲刈りは10月 下旬か 11月 上旬に実施された。深口では刈り採った稲を

畦まで運搬するための道具が使用され、この運搬具は 「フネ」と呼ばれていた (図3)。

フネは樹木の枝等を利用して作られ、形状がソリに似た道具である。なお、調査地域とそ

れ以外の地域で収穫量の比較を行った場合、面積当たりの収穫量は後者が多かった。

(7)稲 の品種

当地では日本晴、千本旭、新撰、愛国、旭、クサブエ、アキニシキ、満月種が栽培され

ていた。新撰、愛国は昭和初期に最も多く栽培されていた品種であり、日本晴、アキニシ

キは戦後、 1970年 代以降に栽培されていた品種である。

2.野 生動物の生息状況と食書状況

生息情報が得られた動物を表 1に示す。自然保護センター野外施設及び自然観察国内等

における野生動物調査は魚類 (林ほか 1993)・ 晴乳類(神保ほか 1993)な どがあ

る。これと比較して今回得られた動物種の種類は極めて少ない。これは面接による聞きと

りで得られた動物種の多くが日常的に地域住民の生活に密接にかかわっていた種のみが注

目されていたことによるものと推定される。次に野生動物の種別による食害とその発生状

況を述べる。

(1)イ ノシシ

イノンシが調査地域内で確認されるようになったのは 1960年 代後半であり、 1970

年頃になると耕作地の被害は拡大していった。有刺鉄線による耕作地への侵入防止や爆竹、

鉄砲での威嚇で対応したがその効果は認められなかった。なお本種による農地への被害は、

収穫前の稲が食されることが主なものであり、場所によっては水田の半分がその被害を受

けた年もあった。

(2)シ カ

シカが調査地域内で確認されるようになったのは1970年 代から1980年 代である。

本種が当地域内で繁殖に出現 し目撃されるようになったのは1980年 代後半からのこと

である。

(3)ス ズメ

スズメによる食害は収穫前後の稲であり、その被害が最も多かったのは 1970年 頃で

あった。本種の水田への侵入防止は防鳥ネットにより行った。
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3.食 用としての野生動物の利用

地域内で捕獲された野生動物が商品としての取引きの対象とはならなかったが、雲白源

の一つとして利用されていた。以下に食用とされた動物種について述べる。

(1)ウ ナギ ・ドジョウ

ウナギの捕獲はモジリ (図4)と 流し針による方法であった。モジリは水回に入口を向

けて仕掛け、流し針はそれぞれ離れた位置に1か 所 1本 が仕掛けられた。いずれの方法も
一晩置いて翌朝回収された。モジリの中にはタニシ、ミミズ等を入れ、流し針にはミミズを

使った。 10本 程仕掛けた流し針には一晩に2～ 3匹 のウナギが得られたも同様な捕獲数

は 1960年 代まであった。また、 ド ジョウの捕獲にはモジリの使用と共に ドジョウブチ

が使用された (図5)。

(2)カ エル

カエルはアズマヒキガエルが捕獲され食用となった。特にその産卵期が捕獲時期となっ

ていた。

(3)タ ニシ

調査地内の水田の一部では 1941年 頃までタニシの養殖が農協の指導のもと行われて

いた。養殖されたタニシは地元の旅館に売却 していた。 しかし、 1941年 に発生した玉

川大水害で被害を受け、養殖池のタニシは全滅 し、その後同地での養殖はされていない。な

お、参考までに記 しておくと、 1941年 7月 に発生 した大水害での被害状況は、玉川地

区で耕地 30 ha、家屋 20余 戸が流失し、 8名 の尊い人命が失われている。

(4)イ ナゴ

イナゴ類は夏を過ぎて、用水路付近等の草地で捕らえた。

(5)ヘ  ビ

ヘビはシマヘビ、マムシが捕獲の対象となっていた。

(6)モ ズクガニ

モズクガニは金網でザル状のわなを作り、 ミミズ、カエル等の肉を入れ水中に沈めて捕

獲した。捕獲が容易な場所では手づかみにした。

4.山 林管理の概要

調査地の山林にはクヌギ、ヨナラを主とした雑木林の中にスギ、ヒノキの植林地が存在し、

その植生は現在とほぼ同様であった。雑木林は自家用消費に当てられた農用林であった。

林の伐採周期は 15年 から20年 で、伐採は12月 から3月 に行われ、下草刈、落葉かき

も定期的に実施された。山林の伐採は一定範囲内のほぼ全ての樹木が対象となり、その場

で玉切りされた樹木はソリで運び出された(写真 5)。玉切りされた木は炭焼きの材料、

薪、シイタケ栽培用の母太木として利用された。林内で収集された落葉は堆肥化させて水田、

畑へ投入された。一方、水田への日照条件を良好にする目的から、水田に隣接した林の林

縁部が 2～ 3間 (約3.6～5.4m)の 範囲で伐採及び剪定された。なお、調査地における

同様な山林管理は1960年 代後半より実施されていない。

5.風 水害等自然災客と対応

接近する台風等による、大雨に対する対策は特に行なっていない。 5～ 6年 に一回程の
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周期で、一部水国内へ土砂が流れ込む被害はあったようだが、大量の土砂の流入による谷

戸全体の環境を変えるようなものではなかった。また、水国内に流入した土砂は、他の水

田に運び肥料とすることもあった。

ま と  め

① た たら沢沿いにおける水田環境は上の回が湿田、下の回が乾田であった。上の日では

ウナギ、ドジョウが生息し、当時蛋白源として利用されておりその個体数は少なくなかっ

たものと考えられる。しかし、自然保護センター野外施設魚類生息調査(林はか 199

3)で はウナギの生息は確認されていないことから、かつては、人間が関わりつつも生

物を育む環境がうまく成立していたといえよう。

② 水 田耕作における維持管理作業上注目されるのは、草刈期間とその処理方法である。

水田の畦付近には定期的な耕起、施肥、浸水、乾燥、草刈管理に耐える適応植物が生

育する。畦の草刈の最終日は10月 から11月 で、同時期に刈り採られた多くの草本類は、

栄養体は残るが種子をつけることはない。また、用水路の草刈は7月 が最終月でイネ科

等の草本類の成育は7月 以降も活発であり10月 頃の成長点は70～ 80側 に達する。

このような環境はイナゴ類等の生息環境であり、植物種子を主食とし越冬に飛来するカ

シラダカなどの鳥類の釘場となっていたと推定される。また、植物の刈り取った後の処

理について、水田に投入されているものがあった。投入された草は水量、日照、水温等

の条件が整った環境下ではタニシ、カワニナ等の淡水性巻貝類の食物となっていたと推

察される。それと更にカワニナ等を食物としているゲンジボタル等の生息を保証するこ

とにもなっていたと考えられる。常に一定の水量を保っていた上の日がそれらの条件を

充たしていたと推定される。このことを裏付ける情報として元地権者の播磨武良氏は、

上の日で相当数のホタルを当時確認しその状況は他の地権者からも得られている。

③ 台 風などを想定した特別な対策は、個人及び地域レベルで実施された状況は認められな

かった。しかしながら、水田内への土砂の流入は5～ 6年 周期で発生していた事実は、

各地権者からの回答で明らかとなっている。しかし、その量は人力により運搬可能な状

況であり、谷戸全体を変えるような規模でなかったことはすでに述べてきた。さらに、

流出した土砂でたたら沢が天丼川となる状況を防止するため、水田水口よりたたら沢の

川底位置を常に低く保つための水抜き作業や山林管理における立ち枯れ、樹木の撤去、

風倒木の除去及び定期的な伐採管理、といった当時行なわれていた農業活動がその被害

を最小限に留める効果があったものと考えられる。

現在の谷戸環境全体をみた場合、たたら沢沿いには、風倒木、立枯れ等が各所にみら

れるとともに、流出した土砂で川底と畦の高さが同じくらいとなっている場所が少なくな

い。また、斜面上部に生育する樹高 10m程 に成長した樹木の重み等により、いつ崩壊

してもおかしくないような不安定な場所がいたるところで認められる。このように崩壊

した土砂や、くずれ落ちた樹木の影響により天丼川化した、たたら沢をさらに塞き止め、

行き場所を失った土砂や泥水が谷戸全体を流れ下ることが想定される。

これらの状況を防止する対策の一つとして、たたら沢の天丼川化する原因となる土砂

の除去及び災害時に沢の水流を塞き止めるような障害物の撤去、沢沿いの崖崩れの原因

となる斜面樹木の定期的な伐採、剪定など、状況に応じて実施する必要がある。
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これまで述べてきたように、本調査地における水田耕作及び山林管理等の活動は同地

域の動植物に貴重な生息域を提供し不安定ながらも地域の生態系を成立させていたとい

える。このような環境は 1960年 代までは、人里にごく普通に存在していた。

人間活動によって手を加えられた自然は人工的で乾燥しているとイメージされやすいが、

本調査で明らかとなったように、節度ある人間の関わり方は原生の自然とは異なるが、

人と自然とが一体となって成立する安定した生態系を形成することを改めて指摘したい。

また、当時の環境を具体的に表現できるようなモデル区域の新設も提案したい。
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図 4 ウ ナギ用モジリ田 3 フ  ネ

写真 1 代  か  き
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写真2 レ  イ  キ

写真 3 徳  車  輸
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写真4 田  植  え

写真5 ソ リによる材の運び出し
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○哺乳類
ニホンザル

ノウサギ

ニホンリス

ムササビ

キツネ

イタチ

アナグマ

ハクビシン

イノシシ

シ カ

○鳥 類

コサギ

フクロウ科の一種

キ ジ

ヤマ ドリ

キジバ ト

カッコウ

スズメ

ムク ドリ
ハシブ トガラス

○両性 ・爬虫類

アズマヒキガエル

ニホンアマガエル

シマヘビ

アオダイショウ

ヤマカガシ

ニホンマムシ

○魚類および水棲動物

ドジョウ

ホ トケ ドジョウ

ウナギ

アプラハヤ

サワガニ

モクズガニ

マルタニシ

ヌマエビ科の一種

○昆虫類
ヘイケボタル

ゲンジボタル

トンボ類

表 1 生 息確秘情報が得られた動物穫
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神奈川県立自然保護センター野外施設におけるホタル総合調査

野口光昭
*

Investigation of Fireflies in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Mituaki NocuCHIキ

目的と経緯

本調査は、自然保護センター野外施設の環境を把握しその特性を明らかにし、今後の野

外施設の運営に資するためにホタル総合調査として 1992年 から1994年 に渡って行っ

た調査である。

このたび当初より予定していた3か年が経過し、ある程度の方向性が示されたと思われ

るので、ここにその結果を報告する。

自然保護センター野外施設の管理運営の経過ならびに運営指針の重要性と方向性につい

ては報告 (川村 ・森尻 1993)さ れているが、同時に野外施設における生物調査の必

要性も、今後の維持運営方法を具体的に決定していく上では重要であると考えられていた。

過去にも様々な調査は実施されているものの、生物間どうしの業がりを促える視点や野外

施設全体を一つの生態系として促える視点は稀薄であった。

1991年 9月 19日 、台風 18号 の影響により自然保護センター野外施設は8箇 所の崩

壊により大きなダメージ (図1、写真 1、 2)を 受けた。これを機に自然保護センターが

主催する事業の中で大きな位置を占めていたホタル観察会を中断し、ゲンジボタルと,c′θra

cルc筋物、ヘイケボタルと,cjοわ わ″"isの幼虫 (図2)上 陸、成虫発生状況、その他の環

境など普遍的特質をおさえ、自然保護センター野外施設の特性を把握するため、従来より

考えられていた本調査を実施するに至った。

本調査はホタルのみが生息できる環境を保全することを主眼におくのではなく、 「ホタ

ルも生息できる」環境を整えることを主眼においた調査である。

ゲンジボタルは川や小川、用水路、せせらぎなどの水辺に生息し、①年間を通して安定

した流れがあること、②合成洗剤やし尿などの汚水が流入しない、③水辺に土があり、

草や木が生えている、④泥水が流れない、⑤多くの生物が生息する、といった条件を満た

すような環境を好み、ヘイケボタルは森や林に近い流れの緩やかな水田や用水路に多く、

畦道がコンクリートで固められてなく農薬散布の少ない所に生息することは知られている

ことである。こういった環境はいわゆる 「人里」であることが多く、生物の多様性にも

富んでいる。

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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このような自然環境は自然保護センター野外施設の環境と類似しており、またホタルが

生息するということは多くの生物が生息する上で好適であり、人間にとっても安定した環

境である。これは自然保護センター野外施設の現在および今後の運営方向のあり方とも一

致することから、本調査の名称で実施したものである。

調 査 概 要

本調査の一環として実施した調査は①淡水魚調査(林ほか 1993)、②カワニナ調査(北

原、阿部 1993)、 ③ホタル調査 (野口 1993、 1994、 1995)、 ④水質と微小

水生生物調査(森谷 。中国 1995)、 ⑤たたら沢における歴史調査(神保ほか 1995)

の 5項 目であり、各調査結果からの特性は次のようであった。

位)淡 水魚調査

5科 14種 (6亜 種を含む)が 生息しており、自然保護センター開設以前より生息して

いたと思われるのは、アプラハヤ測物洵物sわ 即,ゥsた,s″筋ああ″ヶ′、 ド ジョウMis8“閉な

α″g″′′"cα″れ加塔、ホトケドジョウとてルα CοS物筋 劾 を0が,、トウヨシノボリR力れοgοうど″s sP.

ORの 4種 で、他の 10種 が移入種とされている。また、捕食被害が懸念される外来魚のブ

ルーギルと?οれな 初″c″効ど″sと魚類ではないが外来生物のアメリカザ リガニPrθcαみ

うα″″scあrtiiの2種 が確認されている。

12)カ ワニナ調査

流水域 (たたら沢)全 体に大きさの異なったカヮニナが多く生息していた。その環境は

植物の根や木杭などのある岸辺や腐食の多いきめの細かい土、または砂質の土壌が堆積し

ている水底に多く、流速は遅い所であった。逆に流速が速い流れの中央部、特に礫や小石

が多い水底には少なかった。止水域については、大面積(水鳥の池など)の部分には少なく、

タニシの生息が多かった。小面積で存在する止水域では、高い密度での確認があった。また、

ホタルの里南側にある支流において、一部のポイントでカワニナの稚貝 (1～ 2 Hlll)が多

数確認されている。

13)ホ タル調査

ゲンジボタル幼虫の上陸は 1992年 が 34匹 、 1998・ 1994年 とも13匹 であり、ヘ

イケボタルに関しては1992～ 1994年 を通 し確認されなっかた。ゲンジボタル成虫の

発生は1992年 が 405匹 、 1998年 175匹 、 1994年 645匹 であったとヘイケボタル

は 1992年 115匹 、1993年 110匹 、1994年 332匹 という結果であった。また、気温

は7.5～27.0度、水温11.0～25.0度、地温11.0～24.0度の範囲であった。

なお、この調査は単にホタルの個体数調査に終わらせないためにも、他の環境との関連

を検討しながら継続的に調査をしていかなければならない。

14)水 質と微小水生生物調査

自然保護センター野外施設内の水域は主として、流水域傾向の生物相で占められていた。

日当たりの良し悪しで生物、特に珪藻の種類 ・量が異なっていた。自然保護センター野外

施設の湿地は、豊かな生物相を生産する潜在的能力をもった神奈川県でも数少ないフィー

ル ドの一つと考えられる。

15)た たら沢における歴史調査

自然保護センター開設以前のたたら沢は、人間社会の生活文化とそれによって形成され
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た環境に巧みに適応してきた動植物とがバランスのとれた一つの生態系として成り立って

いたといえる。それが人間社会の生活形態の変化とともに管理状況にも変化が生じ、また、

自然保護センター開設により野外施設の整備 ・維持管理にともない植生、水系等の生態系

にも変化が生じた。

(6)そ の他

本調査の一環ではないが自然保護センター野外施設の特性について、自然保護センター

報告に報告されている一部を次に紹介しておく。

① 野 外施設の水生昆虫相を豊かなものにするためとして、昆虫専用のエリアを一部でも

確保すること。従来の環境であった谷戸の湿地という環境を常に維持し管理を行う。水

生植物の豊富な比較的浅い池を同時に整備する。湿地は定期的な維持管理をし、背の低

い草によって湿地を維持していく (高桑ほか 1993)。

② 現 在、野外施設は散策路が整備され絶えず人が歩いてインパクトを与えているため、

植物社会学の見地から野外施設における今後の管理運営についての提案がされている(大

野ほか  1 9 9 4 )。

③ 野 外施設の環境は変化に富んでおり、それぞれの自然環境が極めて良好な状態に保た

れている。そのため多種のクモが生息を可能にしている (新海ほか 1994)。

④ 野 外施設の設置目的にかなったかたちで利用してもらうために、体系的な情報提供の

必要性が報告されている (川村 1994)。

総合的特性

自然保護センター開設以前ないしは開設直後の環境が自然保護センター野外施設の環境

として、その方向性からしても一番望ましい状態であったのではないかと推察される。こ

のことは本調査の一環として行った5項 目の調査結果による特性や先に述べた事例からも

明らかである。

このことから、本来の自然保護センター野外施設の姿は多種多様な生き物が生息するに

適した環境であり、豊かな生物相を作りだす潜在的能力を十分に持ったフィール ドである

といえる。

野外施設の運営と維持管理の方向性

自然保護センター野外施設は、それ自体が 「自然保護についての野外展示」であり、同

時に設置目的を達成するために実施する事業展開の場、すなわち 「県民が自然保護を理解

し実践するための学習の場」であると位置づけられており、そのための条件として、①様

々な自然が観察できるよう、多様な立地が保全されている。②自然の仕組みを学習できるよ

う、生態系として安定している。③自然との関わり方を学習できるよう、体験の場が確保

されている。④自然保護を実験できる場であること、とされているが、残念ながら自然保

護センター開設以来 10数 年の間には、当初主眼とされていた 「自然への配慮」のしかた

も変わり、野外施設の自然に多少なりとも影響を与えてしまったことは、以前より指摘(富

田 ・三澤 1990、 七沢生物調査会 1992、 神保ほか 1993、 高桑ほか 1993)

されていることである。

本調査の一環である魚類調査 (林ほか 1993)お よび川村 ・森尻 (1993)の 報告
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にもあるように、自然保護センターの野外施設には沢山の移入生物がいる。その中にはア

メリカザリガニやブルーギルがおり両種とも小魚や水生植物などを食す雑食性であることか

ら、多くの水生生物が両種の捕食被害にあったと推察される。アメリカザリガニにおいては、

畦などに穴を掘ってしまい、野外施設の維持管理上重要な問題とされている水の管理にも

多大な影響を及ぼしていると考えられる。その結果水生植物および水生昆虫類特にトンボ

類 (モートンイ トトンボ筋0代鋭αgrわれsc!cれわた、キイトトンボCcr'αダ″″材をあ″″財れ等)

の激減という形になって現れたと思われる。

また、自然現象(台風など)による野外施設の動植物へのダメージも少なからず影響はあっ

たと思われるが、自然の中で生き続けてきた生き物たちは、我々人間が考えている以上に

したたかであり、このような一過性の自然現象による影響には一時的にダメージを受けても、

また元の状態に回復しようとする力があるのではないかと考える。それより維持管理上継

続的に関わりをもつ人間側に問題があるのではないか。

たとえば、 1991年 9月 の台風 18号 の影響とホタルの発生状況 ・来館者数 (図3)を

例にとってみても、台風の発生はホタル成虫発生 (自然保護センター野外施設の場合、ゲ

ンジボタルが6月 中旬から7月中旬、ヘイケボタルが6月下旬から7月下旬)時以後であり、

それ以前の 1990年 からすでに成虫の発生数は減少している。

これは、年間来館者数の約 2割 にもおよぶ人間を 1986年 より実施したホタル観察会の

ため野外施設に導入したことや、もともと自然保護センター野外施設にはそれはどの数が

自然発生 していなかった(古内 1991)こ とからも、野外施設のキャパシティーを越え「シ

ンボルとなる生き物を見せる」という視点からホタルの幼虫および成虫を放流 (川村 ・森

尻 1993)し たことなどもその一因をなしているのではないかと思われる。たしかに

ヘイケボタルのように水田などの止水域を生息域とするホタルにとって、台風により池や

湿地に流入した土砂の影響を受け1～ 2年の間は発生数が減少したかもしれないが、現在で

は、わずかながら増加の傾向 (野口 1995)に あるのも現状である。

このようなことから、自然保護センター野外施設の環境に変化をきたしはじめたのは、

自然環境の変化による影響よりも、意図していないとはいえ、人為的圧力による影響の変

化のほうが大きかったと言わざるを得ないだろう。

最後に、大場 (1980)は 著書 「ゲンジボタルの生活」の中で、ホタルの生息環境とし

て環境悪化が進み、ゲンジボタルの生息する周囲の人家数が次第に増加し、人間の排出す

る有機物は、もはやカワニナ他による分解浄化能力をはるかに上回る量になってしまい、

加えて農薬や洗剤が流入しはじめ、生息地の汚染が進み、ホタル幼虫の生存環境は致命的

な打撃を受けてきたと記している。このことは、自然保護センター野外施設の場合、ホタ

ルだけではなく他の動植物においても同様であり、野外施設をとりまく自然環境の把握に

留意しなければならないという点を筆者は記しておきたい。

今後、野外施設を維持管理および運営していくうえで、本調査の結果から気付いたこと

をいくつか明記して、野外施設の運営を今まで以上のものにしていきたい。

○ 動 植物の生息状況や水質、水量、周囲の環境など、総合的な生態系を常に把握 (定期

的に調査する)し ていく必要がある。

① 動 植物は、各地域によつて固有な存在であり、また生活様式も異なってくるので、他
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所からの移入は神奈川県内であっても野外施設には移入しない。

○ 野 外施設の観察等において、現在のように自由に出入りさせるのではなく、動線を定

期的に変更し、自然への圧力をできるだけ少なくする。

① 野 外施設の自然度を維持するため、年間利用者数の確保にこだわるのではなく、変化

に富んだ生物相を生産する機能を確保することに重点をおき、年間あるいは月間利用者

数をある程度限定する。

○ ホ タル観察会は、見学会的に実施するのではなく、自然保護を理解し実践するための

学習の場であることを十分理解させるような形で野外施設を利用させ、1日メニューの「自

然観察会」として実施し、 1日 当り50人 程度を対象として実施する。

① 緩 衝区域および保全区域において 5年 ないし10年 のサイクルを決め、大きくなった

木を伐採したり観察区域にかかる枝の刈り払いを行い、災害防止などに努める。

① 野 外施設の維持管理で使用する材料はできるだけ現地にある自然の物を使い、県民参

加を募るなどの方法でこまめに手作業で修理していく。このことによって、自然環境を

維持することの大切さや、一度失われてしまった自然を取り戻すのに、限りない時間と

労力がかかることなどを知ってもらう。

調査を行うにあたり横須賀市博物館学芸員、大場信義氏には多大なるご指導を賜ったので、

この場を借りて厚くお礼申し上げる。

また、ご協力を頂いたたくさんの方々にも厚くお礼申し上げる。
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写真 1 阻 7崩 壊地

写真2 阻 8崩 壊地



44

Nd 7崩壊地

ゲンジボタル

図 1 崩 壊箇所位置図
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神奈川県立自然保護センター報告第 12号

神奈ナ|1県におけるリス類 (ムササビ・ニホンリス ・タイワンリス)

の生息状況について 13)

紙谷嘉朗
キ・野口光昭

中

Distribution of 3 species of Squirrel in Kanagawa Prefecture(3)

Yosirou KAMIYA*and Mituaki NocucH【
キ

は じめ に

県立自然保護センターでは、神奈川県の自然環境を知る上でも、また県民に自然保護思

想の普及啓発を図るための基礎資料として、1984年 以降 5年 毎に生息調査を実施してい

る (塩沢ほか 1985、 古内ほか 1990)。 今回第二回の調査を行ったので、その結

果を報告する。

調 査 方 法

この調査は、 1994年 6月 から9月 にかけてアンケート調査方式により行った。調査の

対象は神奈川県在住の自然観察指導員、自然公園指導員、自然環境保全指導員、鳥獣保護

員、野鳥の会神奈川支部会員、愛鳥モデル校、および県機関職員等で、474名 にアンケー

ト調査票 (図1)を 送付 して、過去 5か年のムササビ姥″″ris惚姥″cοgを4メs・ニホンリス

Sc,″r″s ris・タィヮンリスCα″ぃc,″脇s ca″ど宅が 協aルa角御sなの確認状況を回答してもらっ

た。回答は、該当する記号を○で囲む選択式と記述式を併用した。

回収した調査票は調査対象の種類および市町村 (区)別 に集計し、メッシュ単位で生息

分布図を作成した。メッシュ図は神奈川県の10万分の1の地形図を東西約1.43 1gB、南北約1.15

血に区分したもので、メッシュの数は神奈川県全体で1,660個(以後総メッシュ数と呼ぶ)

である。

なお、 1985年 の調査を第一回調査、 1990年 の調査を第二回調査、第二回調査を今

回と呼ぶことにする。市町村 (区)の 位置図を図 2に示す。

45

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prlfectural Nature Conservation Center
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1 .ム ササビ(1)象豊季雪説増走る者ぞ甲培雫奮‖1景内てと芝芝貞を確認しましたか。

ア.確 認できた イ.確 認できない ウ.わ からない

図 1調 査 票

足柄上地区

津久井地区

図2 神 奈川県の市町村 (区)別 配置

横須賀三浦地区
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調 査 結 果

調査の標本数は474個 (人)、 回収数は233個 (人)、 回収率は49.2%で あった。

1 生 息状況

(1)ム ササビ Pα a″所s物 ル″cο軍りs

ア 生 息の有無

調査票(Dの質問に対 して、確認できた49人 (21.0%)、確認できない 132人 (56.7%)、

わからない52人 (22.3%)で あった。

イ 生 息状況

ムササビの生息分布を図 3に 示す。

図 3 ム ササビの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は第一回調査が 125メ ッシュあり、総メッシュ数の7.5%、 第二回調

査は117メッシュで総メッシュ数の7.1%で あったのに対し、今回66メ ッシュで総メッシュ

数の4.0%と 激減していた。その分布は第一回および第二回調査と同様に丹沢山塊および

箱根山塊を中心とした相模川以西に偏在傾向が認められた。

生息メッシュの平均個体数は第一回調査2.3頭、第二回調査2.5頭であったのに対 し、今

回1.8頭と減少傾向にあった。
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(2)ニ ホンリス Scj″/な 体

ア 生 息の有無

調査票ll)の質問に対 して、確認できた 70人 (30。1

わからない52人 (22.3%)で あった。

イ 生 息状況

ニホンリスの生息分布を図 4に 示す。

%)、確認できない 111人 (47.6%)、

図 4 ニ ホンリスの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は第一回調査が 170メ ッシュあり、総メッシュ数の10.2%、 第二回

調査は152メ ッシュで総メッシュ数の9.2%で あったのに対し、今回109メ ッシュで総メッ

シュ数の6.6%と 減少 していた。その分布は、第一回調査および第二回調査と同様に相模

川以西に偏在傾向が認められた。

生息メッシュの平均個体数は第一回調査2.3頭、第二回調査2.2頭であったのに対 し、今

回1,8頭と減少傾向にあつた。
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(3)タ イワンリス Carroscど″rtt cattα?s協 所И″a暦な

ア 生 息の有無

調査票位)の質問に対 して、確認できた 72人 (30。9%)、 確認できない 95人 (40。8%)、

わからない66人 (28.3%)で あった。

イ 生 息状況

タイワンリスの生息分布を図 5に 示す。

図 5 タ イワンリスの生息メッシュ分布

■ 生 息が認められた

生息メッシュの数は第一回および第二回調査共に36メ ッシュと総メッシュ数の2.2%で

あったのに対し、今回 45メ ッシュで2.7%と 増加していた。その分布は第一回調査およ

び第二回調査と同様に鎌倉市、逗子市、藤沢市を中心とする、偏在傾向が認められた。生息

メッシュの平均個体数は第一回調査1.9頭、第二回調査4.2頭であったのに対し、今回4.6頭

と増加傾向にあった。

2 市 町村 (区)別 の生息状況

調査したリス科 3種 について、市町村 (区)別 の生息状況を表 1お よび図 6に 示す。



50

表 1 市 町村 (区)別 リス科3種 生息一覧

地

区

名

市 町村(区)

ム
サ
サ
ビ

ニ
ホ
ン
リ

ス

タ

イ

ワ
ン
リ

ス

横

浜

地

区

横  浜  市 ○

(鶴 見  区 )

(神奈 川 区)

(西 区)

(中 区)

(南 区) ○

(港 南  区 )

(保土ヶ谷区) ○

(旭 区)

(磯 子  区 )

(金 沢 区)

(港 区)

(緑 区)

(戸 塚 区)

(瀬 谷 区)

(栄 区)

(泉 区)

ナ||

崎

地

区

崎 市

崎 区)

(幸 区)

(中 原 区)

(高 津  区 )

(宮 前  区 )

(多 摩  区 )

(麻 生  区 )

横

三須

浦賀

地

区

横 須 賀 市 ○

鎌  倉  市 ○ ○

ヤ運 子 市 ○ ○

浦 市

葉 山 町 ○

備 考

○ 生 息が確認された

地

区

名

市 町 村

ム
サ
サ
ビ

ニ
ホ
ン
リ

ス

タ

イ

ワ
ン
リ

ス

県

央

地

区

相 模 原 市

厚 木 市 ○ ○

大
〓
↑ 市

海 老 名 市

座  間  市 ○

綾  瀬  市

愛 町 ○ ①

清 村 ○ ○

湘

南

地

区

平  塚  市 ○

藤  沢  市 ○

茅 ヶ 崎 市 ○

秦 野 市 ○ ○

伊 勢 原 市 ○ ○

寒 町

大 磯 町

二  宮  町

足

柄

上

地

区

南 足 柄 市 ○ ○

中 井 町

大 井 町 ○

松 田 町 ○

山 町 ○ ○

開 成 町

西

湘

地

区

小 回 原 市 ○ ○ ○

箱 根 町 ○ ○

真 鶴 町 ○

湯 河 原 町 ○ ○

津

久

地井

区

城  山   町 ○ ○

津 久 井 町 ○ ○

相 模 湖 町 ○

藤 野 町 ○ ○ ①

市町村中の計

58市町村(区)中の計



タイワンリス

図 6 市 町村 (区)別 生息状況

物 生息が認められた
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位)ム ササビの生息分布は、第一回調査が 17市 町村あり第二回調査は21市 町村であっ

たのに対 し、今回は13市 町村と減少していた。第一回調査および第二回調査で確認さ

れた相模原市・中井町・松田町・相模湖町と第二回調査で新たに確認された鎌倉市・平塚

市 ・真鶴町 ・湯河原町の 8市 町は今回確認されなかった。

12)ニ ホンリスの生息分布は、第一回調査が 19市 町村あり第二回調査は21市 町村であっ

たのに対 し、今回は19市 町村と第一回調査の結果と同様であった。今回新たに茅ヶ崎

市で生息が確認され、第一回調査および第二回調査で確認された真鶴町と第二回調査で

新たに確認された相模原市 ・大井町の2市 町は今回確認されなかった。

131 タイワンリスの生息分布は、第一回調査が 10市 町あり第二回調査は9市 町であった

のに対し、今回は11市 町と増加していた。今回新たに横浜市保土ヶ谷区 ・横須賀市 ・

葉山町 ・真鶴町の 1区 4市 町に生息分布が拡大し、第一回調査および第二回調査で確認

された川崎市麻生区 ・横浜市西区と第二回調査で新たに確認された横浜市緑区 ・栄区 ・

箱根町 ・相模湖町の 2区 2町 は今回確認されなかった。

3 生 息地の状況

リス科 3種 が生息している自然環境をおおまかに知るために、調査票12)の質問で周囲の

環境を記入してもらった。その主な内容は次のとおりであった。

(1)ム ササビ

ア 寺 社境内および周辺

イ ス ギ ・ヒノキ林

ウ 雑 木林

工 周 囲が森になっている人家および周辺

オ ス ダジイ林

カ モミ林

キ キ ャンプ場周辺

ク ケ ヤキの大木林

12)ニ ホンリス

ア 雑 木林

イ ス ギ ・ヒノキ林

ウ マ ツ林

工 竹 林

オ ブ ナ林

力 森 林公園

キ ク ルミの木が数本ある

ク ス ダジイ林

ケ イ ロハモミジ・ケヤキ林

コ ヤ マボウシ・ヒメシャラ林

サ モミ林

シ 沢 ・川の周辺



モミ・スギ ・クルミ・落葉樹の混成林

スギ林と茶畑の間

竹林と茶畑の間

人家周辺

(3)タ イワンリス

ア 寺 社境内

イ 雑 木林

ウ 人 家および周辺

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

常緑および落葉広葉樹の混合林

学校周辺

保育園周辺

タブ・ヤブニッケイ ・アオキ林

スダジイ林

アカマツ林

森林公園

スギ ・ヒノキ林      _

照葉樹林

コ

サ

シ

ま と  め

ムササビの営巣場所として大木林は適しているが、樹洞、天丼裏あるいは野鳥用巣箱(塩

沢ほか 1985)な ど多様な場所にも営巣する完全な樹上性の動物である。このような

環境は滑空生活をし歩行能力に劣るムササビにとって安全面でも適しているといえる。

さて、今回行った調査の結果生息分布域は第一回調査 。第二回調査と同様に丹沢山塊 ・

箱根山塊を中心とした相模川以西であった。また、生息分布域全体を見た場合第一回調査・

第二回調査とさほど変わっていなかった。生息メッシュの密度や平均個体数は第一回調査・

第二回調査と比較して減少しているが、これは第一回調査から10年 の歳月を経過して生

息分布域にさはどの変化がないことや、ムササビの習性として同一の巣を累代的に使用し、
一定の場所にかなり定着的に生活する動物であることから、今後の調査をまたないと―概

に個体数が減少しているということは言えないと思う。

ニホンリスは、森林性で樹上生活者であることはよく知られているところである。

今回の調査でニホンリスの生息分布は、第一回調査 ・第二回調査と同様に相模川以西(鎌

倉市 ・逗子市 ・座間市 ・茅ヶ崎市の一部を除き)に 偏っていた。これは森林に委ねるとこ

ろの大きいニホンリスにとって、相模川東部地域 (一部を除き)の 森林が開発などによっ

て減少したためではないかと思われる。また、第一回調査 ・第二回調査と比較し、生息メッ

シュ数および生息メッシュの平均個体数の減少は、環境に対し適応力の強いタイワンリス

の影響によるものではないかと考えられるが、詳しいことは今後の調査をまたなければな

らない。

タイワンリスは名前のとおり、台湾原産の樹上性リスである。ニホンリスよりひとまわ

り大きく、日本には 1933年 に伊豆大島に移入され、その後 1945年 頃から増えはじめ、

ス

セ

ソ

タ
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現在では全島いたる所で見られるようになった。神奈川県のタイワンリスも、伊豆大島の

ものが江ノ島に再移入され繁殖し、藤沢市の一部と鎌倉市一帯に野生化したという説もある

が、詳しいことは不明である。

今回の調査からも鎌倉市 ・藤沢市江ノ島を中心に逗子市 ・葉山町などでも生息が認めら

れた。その他に、横浜市南区 ・保土ヶ谷区、横須賀市、平塚市、藤沢市、小田原市、真鶴町、

湯河原町、藤野町で生息が認められたが、この導入経路については不明である。鎌倉市に

見られるタイワンリスについては小林 (1987)、 山口 (1988)、 田村 (1990)な

どが報じているが、現在不明な部分はまだ多い。

第一回調査 ・第二回調査と比較して、生息メッシュ数および生息メッシュの平均個体数

は増加の傾向にあり、生息分布域は拡大しつつあると推察できるが、詳しいことは今後こ

の調査を継続的に実施して明らかにしていきたいと考えている。

謝   辞

このアンケート調査を行うにあたり、ご協力をいただいた皆様に厚くお礼を申し上げる。
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神奈川県立自然保護センター野外施設の鳥類生息調査報告

葉山嘉一
キ

Notes on the Birds in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Yoshikazu Hayama*

は じめ に

自然保護センターの生態園を中心とした野外施設は、1978年 10月 に開設されて以来、

順次拡張整備され現在は約 13 haの面積となっている。

この施設を中心とした鳥類に関する生息調査は過去 2回 実施され (坂本 1983、 坂本

ほか 1992)、 野外施設における自然保護思想の普及 ・啓発活動の重要な資料として

活用され、また周辺環境を評価する際の指標資料などとして利用されている。

野外施設拡充に伴う補足調査は、 1990年 4月 から1991年 3月 までの 1年 間坂本ら

により実施され、前述の資料として報告されている (1992)。 この調査では調査範囲

を生態国の全域としているが、 “けものの森地区
"お
よび
“
野鳥の森地区

"は
調査コース

よりやや離れた位置にあり、資料が十分収集されていなかった。本調査では、こうした調

査精度上の問題を解消することを目的とすると共に、継続的なデータの収集が必要と考え、

1993年 12月 から1994年 12月 までの 1年 間調査を行った。

また、保護センターと隣接して設置されている、県立 リハビリテーションセンターの調

整池において、水鳥および水辺性鳥類を対象とした調査を同時に行い、自然保護センター

の野外施設での水辺性鳥類の生息状況と比較検討を行った。

調査実施に当たっては、神奈川県立自然保護センターの関係者の皆様に、立入禁止区域

での調査の実施や、開園時間前の地区内への立ち入りなど様々な点で御配慮いただいてお

ります。本文に先立ち、深く感謝申し上げます。

調査地の概要

自然保護センターは丹沢山塊の主要峰である大山の東側山麓に位置し、面積は約 13

haで ある。野外施設は 「生態園」と称され、標高 80～ 110mの 起伏に富んだ地形条件

に立地している。谷戸が東西方向に発達し東向きに沢が流れ、西側は標高を上げて大山に

連続する尾根とつながっている。

*日 本大学農獣医学部 農 学科 造 園学研究室

Nthon University

Faculity of Agriculture and Veterinary Medicine

LAB.of Landscape Architecture
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谷戸の低部は水田跡地に池沼や湿性植物見本池等が整備され、観察路が設けられており、
一部にはハンノキを中心とした湿性林が認められる。西側の区域は野生生物の保護ゾーン

として立ち入りが規制されている。周囲の斜面は樹林で覆われており、コナラ・クヌギが

優占しイヌシデ・ミズキ・アラカシ等が混生する落葉広葉樹林が多くを占め、一部にスギ・

ヒノキの植林が分布している。これらの林床はアズマネザサや低木などの草本 ・木本類に

覆われており、ネザサの密度が極めて高い林分も認められる。

生態園の周辺は畑やクリ畑が隣接し、一部にススキ草原が存在する。また県の林業試験

場の苗圃や見本国にも接している。地区西部の樹林は大山山麓の樹林地と連続しており、

孤立化した自然環境ではない。

調査は、図 1に示す自然保護センター野外施設内の約 3血 の経路で行った。

調 査 方 法

自然保護センターの野外施設に対する調査は、ラインセンサス法を用いて実施した。

図 1に 示すセンサスルー トを約 1血 /hの 速度でゆっくりと歩き、両側約 50mの 範囲で

確認された鳥の種類 ・個体数を、また確認できるものについては性別 ・年齢を記録した。

さらに確認地点を縮尺 1/200の 地形図にプロットし、確認した際の行動や樹林 ・草地

内の位置を記録した。また補足としてその地点の植生の優占種も記録した。上空を通過す

る個体については、地区内を短距離移動していると考えられるものはセンサスコース内の

通過個体として、また遥か上空のものはセンサスコニス外の通過個体として記録した。

種の確認は目視を中心としたが、囀りや地鳴きなどの声によっても種の同定を行った。

確認の補助として、 10× 40倍 の双眼鏡を利用した。調査は精度の低下を考慮して単独

で実施した。

調査時間は日の出の時刻に合わせて開始し約 3時 間で終了させた。したがって開始時間

は季節により変化している。

調整池に対する調査は定点調査法を用い、池の全体が見通せる地点から確認できる鳥の

種類と個体数を記録した。実施時間はラインセンサス調査の終了後に行った。

調査期間は、 1993年 12月 から1994年 12月 までの 1年 間で、調査日は毎月 3回 を

原則とした。天候その他の事情で 2回 のみ実施 した月もあり、年間の調査実施日は合計

31日 であった。

結果および考察

ラインセンサス調査の結果は、調査日毎の記録を種類数と個体数に分けてまとめると共に、

個体数を用いて年間を通した鳥相内優占度を算出し検討した。

また記録種の出現状況から便宜的に繁殖期を 1994年 5月 14日 ～ 7月 26日 まで、

越冬期を1993年 12月 30日 ～ 1994年 3月 30日 および10月 25日 ～ 12月 17日 まで、

春の移動期を 1994年 4月 10日 ～ 5月 7日 まで、秋の移動期を 1994年 8月 15日 ～

10月 13日 までとし、それぞれの期間の個体数の合計から季節別の鳥相内優占度を算出

し検討した。鳥相内優占度は、地域の鳥相の中でそれぞれの種の優占状況を示す数値であり、

全ての種の個体数を合計した数を分母とし、それぞれの種の個体数の合計を分子として割

り百分率で示した数値である。
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さらに種類毎の年間出現状況から、留鳥 ・夏鳥 ・冬鳥 ・漂鳥および旅鳥を区分し、1区分

のそれぞれの個体数と種類数の変化を検討した。

年間を通した記録の結果を表 1と してまとめ、また季節による優占度の変化を表 2に ま

とめた。

調整池の定点調査の結果は、種類数と個体数に分けてまとめると共に、鳥相内優占度を

算出しそれぞれの種の利用状況を検討した。

ラインセンサス調査で年間を通 して記録された鳥類は、26科 76種 であった。坂本ら

(1983・ 1992)の 以前の調査と比較して、今回初めて記録された種はサギ科のダイサ

ギ・アオサギ、ワシタカ科のツミ、ハト科のアオバト、ホトトギス科のカッコウ・ツツドリ、

キツツキ科のアカゲラ、サンショウクイ科のサンショウクイ、ヒタキ科のクロツグミ・オ

オヨシキリ・オオルリ・エゾビタキ ・ガビチョウ (タイリクホイビー)、 シジュウカラ科

のコガラ、ホオジロ科のクロジ、ア トリ科のベニマシヨの 16種 であった。これらは一時

的に記録されたものから連続して記録されたものまで様々である。また今回は夜間調査は

実施せず、夜行性の鳥類も日中確認されたものである。さらに種が特定されなかったもの

が 6種 記録されており、これらの種が前記の種以外のものかは不明である。

出現状況に基づいた鳥類季節区分では、留鳥が 25種 、夏鳥が 9種 、冬鳥が 19種 、旅

鳥を含む漂鳥が 22種 であった。これらの区分については、出現状況が明確ではない種に

ついても、その傾向を判断して区分を行った。

種類数の変化は、最多が 37種 (2月 20日 )で 、最少が 19種 (10月 2日 )で あり、

夏季に減少し冬季に増加する傾向を示していた。この傾向はおおむね前回までの調査と類

似していた (図2)。 しかし詳細にみると、4月 と8月 下旬から9月 にかけて増加する時

期があった。これらは、鳥類の繁殖 ・越冬行動および移動行動と関連して認められる傾向

であり、春季および秋季には夏鳥と冬鳥の入れ替えと、漂鳥などの出現が重なるために種

類数が増加するものと考えられる。

個体数の変化は、最多が 360羽 (10月 13日 )で、最少が 164羽 (6月 12日 )であっ

た。季節的には春季と秋季の移動期に最も増化しており、繁殖期と越冬期を比較すると前

者で減少していた。しかし、種類数で認められるような安定した変化ではなく、特に繁殖

期で増減幅が大きかった。これは、繁殖行動による個体数の増化と若鳥の地域外への移動

行動が重なり、変化の幅が大きくなったものと考えられる。このことは留鳥の個体数変化

で顕著に認められる (図3)。

それぞれの種の鳥相内優占度は表1および表2で示したが、年間を通して優占度が最も高

かった種はヒヨドリで、以下メジロ・アオジ・ハシブトガラス・カワラヒワ・スズメ・キ

ジバ トが 5%(400羽 )以 上であり、ついでシジュウカラ・ホオジロ・ウグイス・カシ

ラダカ・コジュケイ・コゲラ・カルガモ・エナガ・ツグミ等であった。季節別の優占度では、

繁殖期に優占する種はスズメ・ヒヨドリ・メジロ等で、越冬期はヒヨドリ・アオジ・カワ

ラヒワ等が、春季移動期はヒヨドリが圧倒的に優占し以下キジバト・ハシブトガラス等が、

秋季移動期はヒヨドリ・メジロ・ハシプトガラス等が高い優占度を示していた。前回の調

査で多いとされたムクドリは大幅に少なく、逆にメジロやアオジなどの個体数が増化してい

た。
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繁殖期に幼鳥 ・若鳥が確認された種は、ゴイサギ ・コジュケイ・カッコウ・コゲラ・キ

セキレイ・ヒヨドリ・モズ ・クロツグミ・ウダイス・オオルリ・シジュウカラ・メジロ・

ホオジロ・ハシブトガラスであった。このうちゴイサギ ・カッコウ・クロツグミ・オオル

リは継続的に成鳥が記録されず、幼鳥や若鳥が単独で観察されたものであった。したがっ

てこれらの種を除いた10種 類が、調査区域内で繁殖 したものと考えられる。

ラインセンサス調査で記録された主な鳥類 (年間の記録個体数が 15羽 以上の種)の 出

現状況は以下の通りである。

カルガモ :園内の池を中心として周年生息し留鳥に区分された。記録される個体数にばら

つきがあり、2月 や 10月 から11月 にかけて記録されない時期があった。リハビリセン

ターの調整池と行き来している可能性がある。 (図 17)

オオタカ :上空を通過する少数の個体が年間記録された。 (図 8)

コジュケイ :留鳥である。繁殖期にやや個体数が多く越冬期に減少していた。日立たない

行動を取る習性から、鳴き声を出さない季節に記録されない場合が多い。林床の鼓を中

心に全域で記録された。 (図4)

キ ジ :夏鳥に区分された。繁殖期に少数が記録された。留鳥性の強い種とされており、

他の季節に目立たず行動し確認され無かった可能性がある。畑や草地で観察されること

が多かった。 (図 10)

キジバ ト:留鳥である。時期的な個体数の増減が認められるが、繁殖期と越冬期の顕著な

差は認められなかった。 (図 4)

アオバ ト:夏鳥に区分された。 8月 に極端に個体数が増加し、それ以外の時期は少数の確

認であった。 8月 の中旬から下旬にかけては同一方向 (南西方向へ)に 通過する群れが

多数観察され、相模湾方面で海水を飲むために移動する個体群の移動経路上に当調査地

区が位置していたと考えられる。 (図 9)

カワセミ :留鳥である。少数が年間を通して池や流れを中心とした地域で観察され、巣穴

の造営も確認されたが繁殖は成功しなかった。冬季に池が結氷すると記録されなくなった。

リハビリセンターの調整池の個体と関係がある可能性がある。 (図 7)

アオゲラ :留鳥に区分された。記録が途切れる期間もあるが、年間を通して記録された。

越冬期には2羽 で行動することもあったが、ほとんど1羽 で行動していた。落葉広棄樹

林で多く観察された。 (図 7)

アカゲラ :冬鳥に区分された。 3月 下旬から8月 上旬まで記録が途切れ、その他の期間に

少数が観察された。記録された個体の多くは雌であった。 12月 中旬にやや個体数が増

加する傾向が認められた。落葉広葉樹林で観察されることが多かった。 (図 12)

コゲラ :留鳥である。繁殖期の後半から秋季にかけて個体数が増加し、群れ状態で観察さ

れる場合があった。その他の季節では単独もしくは2羽 で行動する姿が観察された。落

葉広葉樹林で多く観察された。 (図 7)

ツパメ :夏鳥である。繁殖期に記録され、6月 12日 と7月 26日 に個体数が多く確認され

た。採食のための飛来と考えられる。 (図 9)

イワツパメ :夏鳥である。繁殖期に少数が上空を飛翔するのを記録した。採食行動と考え

られる。また、 10月 13日 に44羽 の群れが飛来するのを確認したが、季節移動の途中
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に上空で採食していたものと考えられる。 (図 9)

キセキレイ:留鳥に区分された。記録が途切れることが多かったが年間を通して記録され、

特に 10月 を中心として個体数の増加が認められた。樹林に隣接した畑で観察されるこ

とが多かった。 (図 8)

ハクセキレイ :冬鳥である。越冬期に少数記録された。樹林と隣接した畑地で観察される

ことが多かった。 (図 12)

セグロセキレイ :留鳥に区分された。キセキレイと同様記録が途切れるものの年間を通し

て記録され、 11月 に個体数が増加していた。哺りなども確認され周辺地域で繁殖して

いる可能性が高い。樹林に隣接した畑で観察されることが多かった。 (図 8)

ヒヨドリ :留鳥である。春季と秋季の 2回 個体数の顕著な増加が認められた。また、越冬

期にやや個体数が増加する傾向があった。春 ・秋季の移動期には、同一方向に移動する

多くの個体を確認 しており、季節移動の経路上に当調査地が位置している可能性が考え

られる。 (図 4)

モ ズ :留鳥に区分された。記録が途切れるものの年間を通して記録された。 10月 を中

心として個体数が増加する傾向があった。樹林地と草地の境界部で観察されることが多

かった。 (図 8)

ミソサザイ :冬鳥である。越冬期を通して少数の個体が記録された。スギ ・ヒノキ植林の

林床で観察される場合が多かった。 (図 12)

ルリピタキ :冬鳥である。 12月 に個体数が増加するが、越冬期を通して記録された。樹

林内部や日陰となる林縁部で観察されることが多かった。 (図 12)

ジョウビタキ :冬鳥である。少数の個体が越冬期を通して記録された。林縁部やススキ草

地など日差しが当たる明るい環境で観察されることが多かった。 (図 12)

クロツグミ :漂鳥に区分された。 9月 に集中的に記録された。繁殖期に囀りなどを記録し

ていないことおよび、記録された個体に若鳥も含まれていたことから調査地周辺で繁殖

した個体が越冬地へ移動する途中で観察されたものと考えられる。

アカハラ :冬鳥に区分された。繁殖期の後半を中心として、少数が記録された。樹林内や

林縁部で観察されることが多かった。 (図 13)

シロハラ :冬鳥である。越冬期を通して複数の個体が記録された。やや薄暗い樹林の林床

で観察されることが多いが、林縁部でも観察された。 (図 13)

ツグミ :冬鳥である。越冬期を通して記録されるが、特に後半に個体数の増加傾向が認め

られた。林内や樹冠部で観察されるが、特に越冬期の後半では畑や草地に出る個体が多

い。 (図 13)        モ

ウグイス:留鳥である。春季から夏季にかけておよび晩秋から冬季にかけて個体数が増加し、

秋季の移動期に減少していた。林床の鼓に多く観察された。 (図 5)

キビタキ :夏鳥である。繁殖期に少数の個体が継続して記録された。落葉樹林および落葉

樹林とスギ ・ヒノキ林の境界で観察されることが多かった。 (図 10)

エナガ :留鳥である。記録されない調査日もあるが周年観察された。繁殖期の後半と越冬

期に個体数が多くなる傾向が認められ、落葉広葉樹林やスギ ・ヒノキ植林地等で観察さ

れることが多かった。 (図 5)

ヤマガラ :留鳥である。樹林内で少数が観察されることが多かったが、秋季に個体数が多
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い傾向が認められた。 (図 5)

シジュウカラ :留鳥である。繁殖期の後半から個体数が増加する傾向を示し秋季に個体数

が増加していた。記録される個体数の増減がやや顕著だが、群れで移動することも多く、

調査時間帯にこれらの群れと遭遇する頻度が影響したものと考えられる。 (図5)

メジロ :留鳥である。繁殖期の後半から秋季にかけて個体数が増加し、越冬期から繁殖期

にかけては相対的に個体数は安定して推移していた。樹林地内で観察されることが多かっ

た。 (図 6)

ホオジロ :留鳥である。 2、 6～ 7、 11～ 12月 に個体数の増加がみられ、 8月 に減少

が顕著であった。谷戸底部の樹林地と草地の境界やススキ草原などで多く観察された。

(図6)

カシラダカ :冬鳥である。越冬期の後半に個体数が増加していた。草地や林縁部で観察さ

れることが多かった。 (図 13)

アオジ :冬鳥である。越冬期を通して多くの個体が全域にわたり記録された。林床の鼓や

ススキ・ヨシ草地あるいはスギ・ヒノキ植林地の中層などで観察されることが多かった。

(図 13)

クロジ:冬鳥である。越冬期に少数が記録された。鳴き声によるアオジとの識別は難しいが、

主に薄暗い樹林の林床でアオジと混群で観察された。 (図 13)

アトリ:冬鳥である。1月 下旬から3月 上旬に群れで記録された。やや薄暗い林で観察され

た。 1994年 1～ 3月 には秦野市にアトリの数万個体の時群が飛来しており、この群れ

の一部が観察された可能性が高い。 (図 12)

カワラヒワ :留鳥である。冬季に増加し、8～ 10月 にかけて記録されない時期があった。

調査地沿いの道路上の電線に群れで止まる姿を多く観察した。樹林地では樹冠部に止ま

りすぐ飛び立つような落ち着きの無い行動が多く観察された。 (図 7)

イカル :留鳥に区分された。 10月 および 12～ 2月 に個体数が増加 し繁殖期に減少する

傾向を示していた。保護センターの本館周辺の樹林地で多く観察された。 (図 8)

シ メ :冬鳥である。越冬期を通して少数の個体が記録された。落葉広葉樹林や林縁部で

観察されることが多かった。 (図 12)

スズメ:留鳥である。6～ 7月 に個体数の増加が顕著であり、1～ 2月 にもやや増加してい

た。 (図 6)

ムクドリ :留鳥に区分された。記録されない調査日が多く、緊殖期の出現頻度が高かった。

相対的に個体数は少なかった。 (図 8)

カケス:冬鳥である。個体数の増減はあるが越冬期を通して記録された。調査地西部のスギ・

ヒノキ植林や落葉広葉樹林で観察されることが多かった。 (図 11)

ハシボソガラス:留鳥に区分された。記録されない期間があるが、年間を通して記録された。

個体数の増減幅は少なく安定して推移していた。樹林地周辺の畑との境界などで観察さ

れることが多かった。 (図 8)

ハシブトガラス :留鳥である。個体数の増減頻度が高いが、秋季から越冬期にかけて増加

する傾向が認められた。全域で観察されるが、調査地周辺も含め頻繁に移動する行動が

多く確認された。 2羽 で行動する場合や20羽 前後で行動する場合など多様であった。

また、調査地とは無関係に遥か上空を同一方向に移動する個体も多く観察された。これ
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はl13と採食場所の間を移動する個体と考えられる。 (図8)

ガビチョウ (タイリクホイビー):7月 26日 に記録されて以降、途中で記録は途切れる

が 11月 8日 まで 1羽観察された。本来日本に分布しない種であるが、近年籠抜け鳥が

野生化し増加しているとの報告がある。調査地周辺では、藤野町での野生化の報告がある

が、今後の動向を注目する必要があろう。

県立 リハビリテーションセンター調整池の定点調査の結果は、表 3に示す通りである。

この定点調査では、カモ類を中心として生態的特性が水辺と関係の深い種だけを記録した。

年間を通して 3科 8種 の鳥類が記録された。種類数および個体数は冬季に増加し夏季に

減少 しており(図14・ 15)、出現特性から留鳥はカルガモでありそれ以外は冬鳥であっ

た。圧倒的にカルガモが優占しており、以下オナガガモ ・マガモ ・コガモの順であった。ま

た、調整池で繁殖する種は確認されなかった。

それぞれの出現状況は以下の通りである。

コサギ :少数が冬季に記録され、池周辺の岸や隣接するヒノキ植林地の樹上に止まること

が多かった。 (図 16)

マガモ :少数が冬季に記録され、水面や岸辺で休む姿が観察された。 (図16)

カルガモ :年間を通 して記録され、最も優占する種であった。11月 に最も個体数が多く、

冬季を通して個体数は多かった。一方 4月 から6月 までの繁殖期は最少個体数が 1羽 を

記録する等全体的に個体数が減少していた。 (図17)

コガモ :冬季に一時的に記録された。飛来個体数の変化幅が大きかった。 (図16)

トモエガモ :1994年 11月 23日 に雄と雌の4羽 が記録された。 (図16)

ホシハジロ :1994年 3月 30日 と4月 10日 に雄 1羽が記録された。 (図16)

カワセミ :定点調査では1994年 11月 8日 に 1羽が記録されたが、調査日以外でもしば

しば確認しており、周年生息するものと考えられる。また、自然保護センターの生態園

方向へ飛翔する姿も確認しており、両地域を生息域としていることも考えられる。

(図16)

その他の記録

以下では、調査対象地区に隣接した地域で記録されたその他の種、および調査期間外で

記録されたその他の種について概説する。

シジュウカラガン :1994年 4月 24日 8時 45分 頃に、自然保護センター野外施設の北

側に隣接した畑地の上空を通過する4羽 を記録した。東北東方向から西南西方向へ比較

的低空を飛翔していた。富士山麓の河口湖で野生化したシジュウカラガンが繁殖しており、

この個体群が移動の途中で観察された可能性がある。

チョウゲンポウ :1994年 10月 4日 10時 頃に、自然保護センター野外施設の北側に隣

接した畑地の上空を通過する1羽 を記録した。

ミヤマホオジロ :1995年 1月 14日 に調査対象地区内の
“
ホタルの里

"北
側に隣接する

落葉広葉樹の林縁で、雌タイプの 1羽 を記録した。
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図 15 水 鳥の個体数年変化

(県立リハビリテーションセンター調整池)
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図 17 個 体数変化
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表 1 自 然保護センター野外施設鳥類調査リスト (調査月日別観察記録)
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表 2 自 然保護センター野外施設鳥類調査リスト (季節別優占度 ・個体数)
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神奈川県立自然保護センター報告第 12号

神奈川県立自然保護センター内に生育する

特徴あるホウオウゴケ類について

吉田文雄
率.足立直義

キ

Notes on the characteristic Fiss'ガを,s species

‐ in the Kanagawa Prefectural Nature Conservatlon Center

FuHllo YosHIDAtt and Naoyoshi ADACHI中

は じめ に

神奈川県立自然保護センター (以下自然保護センター)は 、休耕日、池、草地、二次林

等の組み合わされた、県内でも数少ない「谷戸」の残されている地域である。谷戸の奥の方

は、けものの森と呼ばれ、ありのままの自然を保護するために立入禁止区域になっている。

「たたら沢」は、この一番奥を源流としていて水量は割合多く、常時水が流れている。そ

のために沢沿いにはスゲ類やツリフネソウ、クレソン、セリ等水辺環境に生育する植物が

多く繁殖している。また沢の上は落葉広葉樹が生い茂り捧苔類にとって適当な空中湿度が

保たれている。このため樹幹着生及び地上生の揮苔類が多く観察される。特に冬季は草丈

の大きい植物が枯れてしまい、「たたら沢」のあちこちで緑色をしたコケ植物がよく目立つ。

今回この沢沿いで、特徴ある5種 のホウオウゴケを観察したのでここに報告する。ホウオ

ゥゴヶ (nN筋 御s)属 は、日本で約 40,種 (服部ほか 1981)が 知られている。葉の基

部がアヤメの葉のようになっていることで他の属から容易に区別されるが、植物体の著し

く小きい種が多く同定するのが大変難しい。

今回の報告を作成するに当たり服部植物研究所、岩月善之助博士には、種類の同定や指

導助言をしていただいた。ここに記し深甚なる謝意を表するものである。

自然保産センター本億

79

・①

調査地の概要①～⑤の○付き数字はそれぞれのホウオウゴケの生育場所

ネみずきの会 Mizuki Nature Observation Club
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調 査 結 果

(1 )キ ュウシュウホウオウゴケ

Fiss,″c,s cr9srer↓ Austo subsP.

″暦 力″勧 角sな (Sak)IWatS・

(図 1・ 写真 1)

山地の林下の岩上や地上に生える、非常に小

さなコケで見つけるのが難しく、これまで神奈

川県下での発見記録は、岩月 (1980年  箱

根 750m)の 1例 (服部 1982)の みで、

今回の記録は2例 目である。北海道～琉球の広

い範囲に分布しているが、発見記録は少なく全

国で35か 所 (服部 1982)は ど記載がある

だけで、稀産種に属する。

自然保護センター内の①の地点のゆるい斜面

上の黒土の上に、他のホウオウゴケ類の幼植物

と混生して生えていた。

茎はほとんどなく、基部の葉は卵形から披針

形で2～ 3対つく。葉の大きさは0。3～ 1.O llll位。

中肋は明瞭で太いが葉頂まで達しない。競は直立

し、競柄は0.8～ 3,O llllll位。競歯は赤褐色で大

変美しい。競が着かないと見つけることは極め

て難しい種類である。

(2)サ ツマホウオウゴケ

FiNどた,sり αriz″s Hook.et Wilson

(図 2・ 写真 2)

日陰の湿った岩上や地上に生える。小形の柔

らかいコケで前種同様見つけるのが難しく、神

奈川県下では初めての記録である。関東～小笠

原の範囲に分布するが、発見記録は少なく全国

で36か 所tllR部 1982)は どの例しかなく、

これも稀産種に属する。

生育地は、自然保護センター内の②の地点の

ローム層で裸出した赤土の上に小さな群落を作っ

ていた。

茎は短く、長さ2～ 3 111El、3～ 5対 の葉をつけ

る。葉は白緑色でやや透明にちかい。橋円状披針

形、長さは1～ 2111111位。中肋が無いのが特徴。

競は直立し、長さは1～ 2 111al位の競柄の上につく。

競が無いと見つけることは極めて難しく、今回

図 1 小 さなキュウシュウホウオウゴケ

写真 1 胞 子が実しいキュウシュウ

ホウオウゴケ

図2・写真2

中助のないサツマホウオウゴケ



赤土の塊を日に透かして見て生えているのを確

認した。

キャラボクゴケ

FissiZc″s ttαル″四 HedW・

(図3・写真3)

山地の山道ぞいの岩上や地上に普通に生え

る。北海道、関東～小笠原の広い範囲に分布す

る。

自然保護センター内の③の地点の斜面の上に

他のコケ類と共に小さな群落を作っていた。当

センターでは、他の場所でもよく見かける。

茎は単一またはまばらに分枝し、多くの葉をつ

け、長さ3～ 5 all。葉は広い披針形、大きさは2.5

～ 3.5 all位。中肋は強く葉の先端まで連する。

競柄は茎の下部の葉の腋から生ずる。雌雄異株。

14)ナ ガサキホウオウゴケ

Fiss′ガ御sr解 材"θrパDoz.et Molk.

var.″αttM筋 “s(BeSCh・)IWa低.

(写真 4)

山地のいつも水のかかるような湿った岩上や

地上に生える。関東～琉球の広い範囲に分布す

る。

自然保護センター内の沢沿いの④の地点の急

斜面や垂直な斜面の湿ったローム層の赤土の部

分や常時水の滴る表面数か所に見られた。茎は

多数の葉をまばらにつけ、長さ2～ 8 all位。葉

は披針形、鮮緑色で大きさは2～ 3 11ul位。中肋

は強く葉の先端まで達する。

競柄は茎の途中の葉の腋より生ずる。雌雄異

株。

(51 トサカホウオウゴケ

Fなs,冴c″s crな惚rパ Wils.ex Mitt.

(写真 5)

山地や岩上や地上、樹木の株元や時々樹上にも生える。北海道、関東～小笠原の広い範

囲に分布する。

自然保護センター内の沢沿いの⑤の地点の急斜面の湿った地上にかなり広い範囲で生え

ていた。生長が良く大きな群落を作り、長さ6 all以上の個体も多く見られた。

図3・写真3

中肋が良く目立つキャラボクゴケ

写真4

水に濡れたナガサキホウオウゴケ
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豪考

茎は単=ま たはまばらに分技し多くの葉をつ

け、長さ3れ 5m。葉は広い披針形、大きさは2.5

～ 3.5側位。中肋は強く葉の先端まで達する。

葉の先端部の縁は、中央部に比べ透明で、多く

の葉をつける。競柄は茎の途中の腋より生ずる。

1～ 2側 位の長さで、競はやや傾いてつく。雌

雄鶏

これまで何回かの調査を行ってきたが1月 初

旬の調査は、他の植物が枯れている時期で多く

のコケ類が観察できた。中でもキュウシュウホ

ウオウゴケやサツマホウオウゴケは、熱帯アジ

アにまで分布をするコケである。これまで見つ

からなかっただけであると思われるが、 1月下

旬に見た時にはあの赤土はすでに霜柱と共に崩

れ落ちていたことなどを考えると、昨年来の暖

冬の影響で生育している赤土の表土が霜等に

よって崩されてしまう前であったこと。人為的

な土地の改変がなかったこと等が生育出来た理

由であると考えられる。

今後は、ホウオウゴケの生活史についてもき

らに詳しく研究調査を続けていきたい。また、

アプラゴケやアソシノプゴケ等豊富なコケ相に

ついて目録を作りたいと思う。さらにオオカナ

ゴケ等熱帯アジア要素のコケ類(山田 1983)

については、県内での分布を調査してみたいと

考えている。

写真6

近くで観察されたオオカサゴケ

引 用 文 献

服部新佐ほか 1981:原 色日本碑苔類図鑑 49-57 保 育社 大 阪

月展部新佐  1982 :THE JOけ RNAL oF THE HATORI BOTANICAL

RY 血 51:501-505 財 団法人服部植物研究所 宮 崎

山田耕作 1983:こ け類の採集と研究 53-54 ニ ューサイエンス社

LABORATO‐

東京

写真5 美 しい緑の トサカホウオウゴケ



神奈川県立自然保護センター報告第 12号

神奈川県立自然保護センター野外施設における

冬虫夏草菌の1種について

長岡 渉
や

Note on a species of vegetable wasPs and Piant WOms

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center.

Wataru NACATOや

県立自然保護センター野外施設において、クモに寄生した冬虫夏草菌と考えられる菌体

を採集した。今まで同野外施設におけるキノコについては神奈川キノコの会 (1989)

により報告されているが、冬虫夏草菌についてはrris姥′ゎ ずみ 1種 のみで、この菌はコメ

ツキムシ (?)幼 虫への寄生で菌体の形状の記述からも今回のものとは別種と考えられる

のでここに報告する。

平成 6年 5月 27日 に県立自然保護センター野外施設の観察路わきにおいてヨアカツの

葉の裏にスジブトハシリグモD所0確 たS″ "rarsなの屍体を発見した。屍体は腹部を黄色

の菌体に覆われた状態であった。同年 6月 4日 には菌体から同色 (黄色)の 突起物が出て

いるのを確認した (写真 1)。 同年 6月 22日 に同センタ上野外施設の別の場所で同じく

黄色の菌体に覆われたスジプトハシリグモの屍体をアズマネザサの葉の裏に発見し、こち

らはすでに突起物が長く針千本状に出ている状態であった (写真 2)。 同日最初に発見し

たものの状態は突起物は長 く、やはり針千本状となり、脚の体節からも伸びていたさまた、

突起物の表面は薄紫色になっていた (写真 3)。 同年 6月 30日 に上記のクモ2個 体を採

集し乾燥標本とした。同年 9月 14日 に同じ菌によるものと考えられる3例 日となるクモ

の屍体を確認したが、こちらは撮影も採集もできなかった。

この菌の同定をするため外観により文献 (清水 1979、 伊沢 1983、 小林 ・清水

1983、 青木  1989)と の照合を行った結果、ギベルラタケCど陸〃″あ α″α″夕ar″れでは

ないかと考えられた。しかし、文献の記述や図と実物が異なる点もあり、筆者の未熟な知

識では確実とはいえない。確定をするにはやはり専門家の判断を仰 ぐ必要があるだろう。

最後に写真の提供をいただいた自然保護センターの川村優子氏に対しここに記して感謝

の意を表す。

引 用 文 献

青木襲児 1989:昆 虫病原菌の検索 全 国農村教育協会 東 京

伊沢正名 1983:キ ノコ 文 化出版局 東 京

神奈川キノコの会 1989:神 奈川県立自然保護センターの野外施設に発生するキノコ

について 神 奈川県立自然保護センター報告 6:55-143

小林義雄 ・清水大典 1983:冬 虫夏草菌図譜 保 育社 大 阪

清水大典 1979:グ リーンブックス 51 冬 虫夏草 ニ ュT・ サイエンス社 東 京
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*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center



写真 1 甲 アカソの業の裏の

スジブトハシリグモの屍体。

腹部が黄色の菌糸で覆われて

もヽる。

(川村氏撮影 H6 . 6 . 4 )

写真 2 ア ズマネザサの葉の

裏のスジブトハシリグモの屍

体。腹都などの菌体より突起

物が出ている。

(〕|‖村氏撮影  H6 . 6 . 2 2 )

写真 3 腹 部などの菌体より

突起物が、針千本状となってい

る。脚の体節からも突起物が

出ている。    ‐

(〕fi村氏撮影  H6 . 6 . 2 2 )



神奈川県立自然保護センター報告第 12号

神奈川県立自然保護センター野外施設における

2種のカマキリに感染した昆虫寄生菌β夕α″ソcr,α bαssJαれαについて

長門 渉
キ

Note on the entomogenous fungus,ど でα″ッタ″どα bαss虎"党らinfecting two spectes

of Mantidae in the Kanaga、 va Prefectural Nature Conslrvation Center.

Wataru NACATO中

県立自然保護センター野外施設において、昆虫寄生菌Jをα″燿ガαうαss筋″αに感染し発死

したカマキリ2種 を確認したので報告する。

平成 6年 10月 13日 に自然保護センター野外施設で、体表の一部が白い菌糸で覆われ

たオオカマキリ確″θた,ααガ″ル″αの屍体が 1頭発見された (写真 1)。 屍体は観察路わ

きのササなどが生い茂った上にあり、菌糸はカマキリの体節にそって覆っていて体内から

でてきているようであった。

その後オオカマキリと同様の状態のコカマキリS物ガ"α″αc″ra物の屍体6頭 も発見し(写

真 2)、 このうちのいくつかは白く粉をお、いたものがあった。屍体の状態から判断してこ

の菌は腐生菌ではなく昆虫寄生菌であると考え、コカマキリの屍体を持ち込み専門家に菌

の同定を依頼 した。その結果、この菌は昆虫寄生菌β.bass筋″αであるとのご教示をいた

だいた (写真 3)。

この昆虫寄生菌β.bass筋″αについて文献(福原 1979、 桐谷 1990、 佐藤 1994)

をもとに若子の説明を加えると、この菌は昆虫寄生菌の中でも最も代表的なものの 1つ と

して挙げられている。菌類による昆虫の病気で屍体が硬直した状態になるものを総称して

硬化病 (muscardin)と呼んでいるが、特に'.bass筋角αによる昆虫の病気を自きょう病(whtte

muscardin)と呼んでいる。 「きょう」とは硬くなった死体を表し、この菌による屍体が

硬化して白く粉をふいた状態になるのでこう呼んでいる。宿主である昆虫への感染は経皮

的に起こり、感染後菌が体内で増殖して宿二を致死させる。宿主が斃死した後、条件が

よいと菌糸が屍体の外へ出て体表を覆い分生子を形成する。この分生子が屍体の白く粉を

ふいた状態をつくり、これが別の昆虫の体表へ付着して感染し病気が伝染していく。 β.

bαN,α″αが感染する昆虫の範囲は非常に広く、主要なものとしては鱗翅目、鞘翅日、半翅

目が挙げられる。この菌についてはさまざまな研究がなされており、農業の分野では、人

工培養が容易で病原力も強いので微生物農薬としての利用の研究もなされている。

今回は本格的な調査を行ったわけではないが確認できた範囲では、 2種 のカマキリ以外

の昆虫への感染は認められず、また、発見場所も一部に限られた。感染頭数については、

野外施設の観察路から確認できる範囲のみであるため実際はもう少し増えるものと考えられ

る。

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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一般に昆虫の病気の流行は個体群密度が大きく関係しているので確実なことはいえない

が、今回』.bαss,αttαの感染が確認されたことにより来年以降もこの菌の感染個体の発見

が期待できる。

自然保護センター野外施設での昆虫の病気についての記載は今まで冬虫夏草菌 1種 につ

いてのみである (神奈川キノコの会 1989)が 、自然界での昆虫個体群への緩衝作用

としては捕食者以外に病気によるものも働いていると考えられるので、今後も昆虫の病気

の発生について注意してみる必要があるだろう。

最後に菌の同定をしていただいた東京農工大学農学部応用遺伝生態学研究室の島田典彦

氏、写真の提供をいただいた自然保護センターの川村優子氏及び増手忠治氏に対しここに

記して感謝の意を表す。

引 用 文 献

福原敏彦 1979:昆 虫病理学 学 会出版センター 東 京

神奈川キノコの会 1989:神 奈川県立自然保護センターの野外施設に発生するキノコ

について 神 奈川県立自然保護センター報告 6ェ 55-143

桐谷圭治 1990:生 物的防除と害虫管理 天 敵の生態学 :151-166 東 海大学出版

会 東 京

佐藤大樹 1994:昆 虫寄生菌の話 く さびら (神奈川キノコの会会報)16:8-12
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写真 1 オ オカマキリの屍体。

体節に白い菌糸が見える。

(増子氏撮影 H6.10.14)

写真2 コ カマキリの屍体。

オオカマキリと同様に、体節

に白い菌糸が見える。

(サ11村氏掘itt H 6. 10. 25)

写真 3 3∽ ″燿″協 う容s,α″α,

房のように集まっているもの)

菌糸 (糸のようにのびているもの)

が確認できる。 (A:200倍 、B

と分生子 (ぶどうの

:4 0 0倍 )





神奈川県立自然保護センター報告第 12号

短報 自 然保護センターの野外施設で

ムットゲイセキグモの生息を確認

赤羽尚夫
米

Note on OrJgarル s sttspれ οs″s

in the Kanagawa Prcfectural Nature Conservation Center

Hisao AKAHANE章

1994年 8月 野外施設の巡視中に、ムツトゲイセキグモOr冴評/ど″s sαwれぃ″sの卵の

うと成体を確認した。これまでに報告されている自然保護センター (丹沢、七沢)敷 地内

のクモ (新海 ・熊田 1983)や 神奈川県立自然保護センター (厚木市七沢)の 野外施

設に産するクモ類について (新海ほか 1993)に は未記載であるので報告する。

1994年 8月 20日 、同センター野外施設の観察路 (Y llと Y13の 間)沿 いの桑の

木の葉裏に、卵のう2個 とその卵のうを守っている、これまでに見たこともない変った形

のクモを見つけた。この桑の木は谷戸に作られた小さな池の縁にあり、樹高は4mで 、卵

のうと成体が確認されたのは池に張り出した枝 (水面から2.2血地上1.6m)の 葉裏で、

外部からは見つかりにくい部位にある。その後 8月 26日 に卵のうが 3個 に増加している

のを確認し、写真撮影したが、種名は不明のままであった。更に、同年 9月 4日 になって

ミニ観察会指導の唐沢良子氏と共に観察確認し、ムットゲイセキグモらしいと推定したが、

確定できなかったため、同年 9月 8日 に池田博明氏 (日本蜘妹学会評議員)に よってムッ

トゲイセキグモと同定された。

この種は捕虫のため投げ縄行動をする (新海 1982、 千国 1989)こ とが知られ

ているため、同年 9月 8日 、 18時 50分 から20時 30分 まで同センター職員と共に観察

を続けたが、投げ縄行動を確認することはできなかった。観察の際、投げ縄行動を誘発す

るための「ガの羽音」に類似した音信などを与える等の行為はしていない。同年 9月 11日 、

3個 の卵のうを残 し、成体は姿を消し、1995年 1月 6日 の現在まで確認できていない。

外敵に食べられた、卵のうを守る役目を終えて他へ移動した、人間に捕らえられた、一時

他の場所へ移動したなどの理由が考えられるが、不明である。

神奈川県内でのムツトゲイセキグモの記載は1964年 相模原市 (竹中英雄氏)で 確認さ

れて以来 30年 ぶりの発見で超稀産種である。

当センター野外施設については 1983年 (新海 ・熊田)、 1993年 (新海ほか)に 調

査が実施されているがムットゲイセキグモは発見されておらず、生息は近年からと推定され

る。

199 5年 3月 6日現在、卵のう3個 は確実に桑の木の枝に葉でカモフラージュされて糸

で結ばれ吊り下っており、 199 5年 4月 の出のうを期待している。
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90

引 用 文 献

新海栄- 1982:ナ ゲナワグモが日本にもいた ア ニマ 1982年 3月 号 :6-11

平凡社

新海栄一 ・熊田憲- 1983:自 然保護センター (丹沢、七沢)敷 地内のクモ 神 奈川

県立自然保護センター業務報告書

新海栄一 ・高野伸二 1987:ク モ基本 50 森 林書房

新海栄一 ・高橋登 ・笹岡文雄 ・貞元己良 1993:神 奈川県立自然保護センター (厚木

市七沢)野 外施設に産するクモ類について 神 奈川県立自然保護センター報告

11号

千国安之輔 1989:写 真 。日本クモ類大図鑑 借 成社
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写真 1 ム ツトゲイセキグモの 3つ の卵のうとこれを守る成体 (♀)
' 94. 8。

 26母最影

写真 2

枯葉にカモフラージュされ、

ムツ トゲイセキグモの冬越 しの状況。

枝にしっかり固定されているムツトゲイセキグモの3つの卵のう。
すでに成体 (♀)は いない。' 9 5 .  1 .  6撮

影





神奈川県立自然保護センター報告第 12号

短報 自 然保護センターの野外施設で

スジプ トハシリグモの魚の捕食行動を撮影

赤羽尚夫
Ⅲ

Observati。8 0f a Spider,Dθ Jo7c万2s Parrira,sな,preying on a rlsh

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Hisao AKAHANEキ

1993年 5月 野外施設の巡視中に、スジブトハシリグモがコウホネの葉の上で幼魚を食

べているのを観察し撮影したので報告する。

1998年 5月 23日 同センター野外施設の観察路 (Y8-Y9)沿 いで、水面から約 20

clll上のコウホネの葉の上で、モツゴの幼魚 (33皿 )を 捕食しているスジブトハシリグモ

Dθわ″泌体 ″ rrttrsなの♀を目撃し、撮影することができた (写真 1)。

なお、種の同定及び♂♀の判定については新海栄一氏 (日本蜘妹学会評議員)に よる写

真判定である。また、モツゴの種及び体長の判定は、同センター報告第 10号 の 「生息す

る淡水魚類について」の写真及びスジブトハシリグモ (♀ 18～ 20 1Bll)の体長等から推

定した。

なお、これまでにスジブ トハシリグモの魚の捕食の報告記録はなく、同類のイオウ

イロハシリグモの金魚の捕食は、八木沼健夫氏によって 1969年 に報告されている (吉

倉 1987)。 また、外国ではイオウイロハシリグモが小さな魚を水面近くにおびきよ

せて捕るものも知られている (新海 ・高野 1987)。

また、スジブトハシリグモのモツゴの捕食を確認した付近 (5 0 allと離れない)で 、 1994

年 5月 15日 同種が水面から32 all上のコウホネの葉の上で、自分の体長の 2倍 程のオタマ

ジャクシを捕食している写真も撮影したので付記する (写真 2)。

引 用 文 献

吉倉 真  1987:ク モの生物学 学 会出版センター

新海栄一 ・高野伸二 1987:ク モ基本 50 森 林書房
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写真 1 モ ツゴ相食中のスジプトハシリグモ 1993.5,23膨

写真 2 オ タマジャクシ捕食中のスジブトハシリグモ 1994.5。 15膨



神奈川県立自然保護センター報告第 12号

池の水の赤色変についての観察

川村優子
Ⅲ・門脇厚子

Ⅲ

Observation of red surface of ponds

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center in Atsugi City

Yuko KAWAMURAⅢ  and Atsuko KADOWAK[Ⅲ

自然保護センター野外施設には、かつて谷戸田であった所に造られた池が 11あ る。こ

のうち上から7番 目の 「たたら1の 池」の土手の水際には以前から鉄バクテリアによる赤

い鉄錆がみられ、それが油膜状となって流れの少ない淀みに浮いていた。

1994年 夏、猛暑の続く中、これまで池の隅の淀みの部分だけであった油膜が徐々に赤

味を増し、いつしか膜のまわりに粉をまぶしたような少し厚みのある状態で池全体に広がり、

とうとう赤い池となった。その様子はこの池が造られてからこれまで15年間見たことがな

く、非常に異様であった (写真 1)。

はじめは、徐々に池が赤くなっていくこの現象を、鉄バクテリアの活動がこの暑さで活

発になり鉄錆の生産が急に増加したことによるものと、何の根拠もないまま勝手に納得し

ていた。しかし、風であちこちに吹き寄せられて赤い縞模様となったりはするものの、厚く

覆った赤い層が不気味な力で池を押さえ込んでいるような状態を見るにつけ、どうも鉄錆

の油膜とは異なる物質ではないかという疑間が大きくなった。

そこで浮いている物質の可視的な消長を継続観察すると共に、それが本当に鉄錆なのか

を確かめるため顕微鏡で調べてみた。その結果、それが ミドリムシEzgた″α Pr研↓純αとい

う原生動物であり、水の有機汚濁化で大量発生した水の華現象であることを確認したので、

その経過を報告する。

本文に先立ち、 ミドリムシ類の基本的見方等についていろいろご教示下さった企業庁水

道局谷ケ原浄水場の斉藤昭二氏に厚くお礼申し上げる。

1 赤 い池となった 「たたら1の池」の概要

1980-1981年 にかけて厚本市七沢のたたら沢と呼ばれる谷戸に自然保護センター

野外施設が整備された.(写真 2、 3)。

「たたら1の 池」は、東方へゆるやかに傾斜する谷戸のほぼ中央に、掘削して造られた

11の 池のうち、上方に連なる7つ の池の最下部に位置している。底質が砂泥の、ほぼ正

方形をした面積約 600 Efの池で、中央に約 20rの 島がある (図1)。

池の水は、谷戸を囲む斜面から湧き出た沢から取水され、最上部の 「たたら7の 池」か

ら下方の池に順次オーバーフローすることで水位調節されている。したがって水が、上方

から7番 めのこの池に流れ着く頃には、水温はかなり外気温に影響され、気温に近い値になっ

ている。
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なお、この池から下方への水の流れは、乱杭で造られた水路と池を交互に流れ、周辺に

湿地をつくりながらゆるやかに下って 4つ の池を通ったのち沢へ戻されている(図 1)。

通常は水深 2 5 ollで維持されているが、夏の渇水期には概ね 1 0 allになる。したがって

貯水量は、最大 150tか ら最小 60tで ある (古内 。国見 1988)。

池の周縁は、北側の畔道と南側の山腹斜面が、かつて水田があった頃の状態のまま維持さ

れ、東側 (下方)と 西側 (上方)の 畔の内側には、コンクリート止水壁が 1987-1989

年に建設されている (古内 ・国見 1988、 大野ほか 1991)。

池の維持管理としては、 1985年 までは毎年 1回、 秋から春にかけて浚渫が行なわれ

ていた。また、1990年 までは毎年 2、3回 、池周縁部の刈り取りが行なわれた。さらに、

1990年 末に「たたら2沼 」から移植されたアサザが繁茂し、池のほぼ全面が覆われたた

め、 1991年 と1992年 には、 70-80%の 抜根が行われた。

2 水 の赤色変の原因

池の表面をおおう赤褐色の浮遊物質が実体顕微鏡 (400倍 )で 調べられ、それが葉緑

体を持ち植物のように光合成ができる原生動物のミドリムシど昭ル″α Prtttttα(図2)で あ

る (水野 1964)こ とが確認された。また、その ミドリムシが大群となって池の表層

を赤色に変えたのは、水の高度の有機汚濁化で起こる水の華 (water―bloom)と いう現

象である (津田 1977、 手塚 1978、 河西 1981)こ とも理解された。

ミドリムシは非常に軽いため、ポリバケツやガラス瓶でどんなに静かにすくおうとしても、

わずかな衝撃で移動してしまう。したがって、プランクトン採取用のボー トやネット等が

ない場合、実際に目にした状態の密度を採取するのは無理である。いろいろ試した結果、

大型スポイトで静かに吸引することにより、比較的近い状態が得られた。

これを顕微鏡下で観察すると、恐ろしい数のミドリムシが泳ぎ廻っていた。したがって、

野外で日にした 「粉をまぶしたような状態」にはおびただしい数の ミドリムシがいたもの

と想像される。

紡錘形のものはミドリムシど″gル″αPり 筋αの遊走子(図2)で 、池の水の中を泳ぎ廻っ

ている通常の形態である。球形のものは休眠期 (被嚢期)の嚢子(cyst)で(図 2)、乾燥、

高温、寒冷などまわりの条件が悪くなるとこの形をして休眠する (斎藤 1981)と い

われている (写真 4)。

9月 19日 採取のミドリムシを顕微鏡で観察しているとヽホールスライ ドグラスの水分

が周辺から乾燥してくるに伴い、泳ぎ廻っていた遊走子のうち周辺部のものが動きを止め

てみる間に嚢子に変わった。また、池から採取して約 2時 間後、容器のへりにへばりつい

たまま乾燥したものがみられたので、ナイフで削り落として顕微鏡で調べてみると、沢山

の嚢子がブロックを積み重ねたように整然ときっちり並んでいた。

このことから、池の上手や周りに生えている草木などには、遊走子で水の中を浮遊.して

いる際、風などで吹き上げられて直ちに義子となったミドリムシが、肉眼では確認できない

が、沢山ついているものと推定される。そして再び水が来るまでじっと待つのであろう。水

野 (1964、 1974)に よると、ど″gたヵα αcぬ ど宅た″αッどriJisは、 5カ 月間水を干した
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池に再び注水したところ10-20日 程で遊走子が出現したと報告している。

池から9月 19日 、10月 8日 の両日採取し、容器ごと室内において 1日経過したものは、

日当たりの良い所に置いたもの、日陰に置いたもの共に、浮いていた遊走子が全て赤褐色

の沈激物となって底に沈んだ。その沈激物は容器の底に小丘状に堆積し、まわりが寒天質

様の層で覆われていた。これを顕微鏡で観察すると、空になった嚢と中から出た内容物が混

ざって集積した状態であった。それが死骸の集まりなのか、全体が有性生殖期の嚢子なの

かは不明である。
一方、池に発生したミドリムシの可視的変化は、 9月 中旬までは、厚く赤い層となって

継続して池全面を覆っていたが、 9月 13日 を過ぎる頃から、 2、 3日 全面を厚く覆った

かと思うと半分になったり見えなくなったり、というようなことが繰り返されていた(図3)。

したがって、このガラス瓶の中での経過と池の可視的変化を照らし合わせてみると、池

の表層を浮遊していたのは連日同一個体ではなく、大繁殖の後、過飽和のような状態で生

息条件が悪くなると次々池の底に沈み赤い沈澱物となっていたと推定される。しかし9月

中旬頃まで、連日間断なく粉をまぶしたような赤い表層を形成していたのは、これを上回

る繁殖量があったからで、 9月 下旬には繁殖量が減少し、可視的には見えたり見えなかっ

たりが繰り返されたものといえよう。その繁殖量が何によって左右されるかそのメカニズ

ムは不明であるが、水温の推移と照らし合わせると (図3)、 22℃ を境にしていること

が把握される。

植物性鞭毛虫類が水の華を形成している時、その個体数は1000-10000/mlと いわ

れている (須藤 1981)の で、この個体数が数日間で入れ替わっていたとなると驚異

的な繁殖力、繁殖量といえる。

顕微鏡で観察すると、遊走子も休眠期の嚢子も、緑色の葉緑体より赤褐色の色素ヘマトク

ロームが多く、全体が赤くみえる (図2)。 また、遊走子は非常に活発に回転しながら変

形運動をして泳ぎ廻っていた。

10月 8日 採取の水の中には、次のミドリムシ類 2種 の遊走子も確認された (図4)。

ミドリムシの体色が赤褐色であるのに対し、こちらの 2種 は全体に緑色をしており動きは

ミドリムシほど活発ではなく、個体数もはるかに少ない。これら2種 も含めてミドリムシ

類は有機汚濁の進行している水域に多いといわれている。

オオ ミドリムシ ど″gた″αθり″お

ミドリムシ類平.ど″grttα SP.

池の水の可視的変化をみると、10月 5日 から10日 にかけては、それまで赤
一色であっ

た表層に緑色がかなり混ざり、遠目には赤っぽい緑色にみえるまでになった(図3)。恐ら

く、この間の生息環境に何らかの変化がおこり、それまで単独で水の華を形成していたミ

ドリムシど″gre2″α βr筋筋αの大群の中に、10月 8日 に確認された緑色の 2種 のミドリムシ

類 (オオミドリムシど″gル″α釘沖/｀ど″gr.2′7αッ.)が 加わったものと推定される。水の

華を形成する優占種の交代メカニズムは不明であるが、水温の推移と照らし合わせると(図

3)、 20℃ 付近が境となっていることがわかる。このことから20℃ 付近では、緑色の
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2種 の ミドリムシ類 (オオ ミドリムシど″gル初 aり″日ぅど″Jβ″α SP.)の 繁殖量が、 ミド

リムシど性8iCttα Pめ 筋αの繁殖量を上回っていると推定される。

3 野 帳の記録から

池の水を赤変させた原因がミドリムシの大群であることが確認され、それが一般的には

水の高度の有機汚濁化によって起こるいわゆる水の華であることも理解された。

今回のこのような現象を、どのように受けとめどのように対処するかについて検討する際、

基本的には、有機汚濁化の原因となる有機物が、いつどこからどのように供給されたのか

が解明されていなければならない。

しかし、ミドリムシ大発生の間も含めて、自然保護センターでは定期的に水質調査が行

われていない。そのため、有機汚濁化の過程や有機汚濁の程度など無機的な環境の定量的

把握とその解析はできない。そこで、日ごろの自然観察記録や巡視記録等から生物の状態

や可視的な環境変化などを拾い、この間の経過把握が試みられた。

まとめられた資料は、自然保護センター野外施設観察記録 ()11村 1984-1994)、

自然保護センターフィール ドノー ト(1993-1994)、 自然保護センターミニ観察会日

誌 (1993-1994)な どである。この中から、有機汚濁化の原因、 ミドリムシ大発生

の前兆現象、他の池での大発生予測、他の生物への影響などについて、直接的、間接的に

関わると思われるような記録が取り上げられた。

◆有機汚濁化の原因の一つと考えられるもの

(D 1991年 9月 19日 の台風で、上方の 「5の 池」、 「6の 池」のヘ ドロ状沈澱物があ

ふれて流れ込んだ。

(2)1991年 9月 19日 の台風で、止水性の水生昆虫は殆ど流されて姿を消した (高桑ほ

か  1 9 9 3 )。

131 1994年 の夏は平年よりかなり気温(表 2)が 高かった。また、「1の 池」の水温 (表

3)も 、例年よりかなり高かった。

14)1994年 は、空梅雨だった (表2)の で、池の水量も少なかった。 したがって、池

の水の流れが少なかったと推定される。

◆有機汚濁化を表す現象と考えられるもの

151 1992年 、1998年 には 1年 中、黒褐色の浮遊物 (藍藻類と思われる)がみられた。

(6)「 1の 池」、「2の 沼」のCOD、T‐Pは 、1990年 値に比べて 1992年 値では高 くな

り、その後継続している。これは、この間に有機物量が増加 したことを意味する(表1)。

17)BODは 、 「1の 池」では1990年 値に比べて 1992年 値が下がり、 「2の 沼」では

逆に上がっている(表 1)。これは、この間に浮遊生物が「1の 池」で減少 し、より下方

の「2の 沼」で増加 したことを意味する。恐らく、台風により上方から有機物が「1の 池」

に流れつき、 「1の 池」にいた止水性の浮遊生物が下の 「2の 沼」へ流されたためと推

定される。

18)T―N値 は、 「2の 沼」で 1998年 値が高い (表1)。

(9)前 年まで繁茂していたアサザが 1992年 から減少し、1994年 には消滅している(写
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真 5、 6、 7、 8 )。

dO 以 前は池の全面に広がっていた水中のアオ ミドロも、 1992年 頃からかなり減少 し

て 1994年 には殆どみられなくなった。

池の中のほぼ全面を占めていたアオミドロや池の表面全域を被っていたアサザが、 1992

年から減少 し、 1994年 の春からは全くみられなくなったことから、 「1の 池」の有機

汚濁化をあらわす現象は、 ミドリムシ大発生の 2前 年、 1992年 に既に始まっていたと

いえよう。

◆この池のミドリムシ大発生の前兆となる現象

d9 1992-1993年 のプランクトン調査 (森谷 ・中田 1995)で 、 ミドリムシ類 3

種が確認されている。

0 大 発生の前年である1993年 8月 21日 には赤い縞模様を観察している。

l19 1994年 5月 22日 に、池の一角に赤い縞模様が発生、赤色化が著しくなっていた。

「1の 池」では、 ミドリムシ大発生の 1年前に既に可視的に確認できるほど大量に発生

していたが、この時点では鉄バクテリアが作る鉄錆と思われていた。

◆他の池での類似現象

141 1994年 8月 21日 に「1の 池」より下に位置する「2の 沼」に赤い縞模様がみられ、

10月 末まで続いていた (写真 9)。

ほぼ 1年 前にみられた 「1の池」の前兆現象と同様の赤い縞模様が、 「2の沼」で1994

年に観察されている。しかし、ミドリムシ大発生のメカニズムが解明されていないので、

来年 1995年 に 「2の 沼」でミドリムシが大発生するかどうかは不明である。

◆他の生物への影響

l151「1の 池」に生息する魚類はモツゴなど6種 類が記録されている(林ほか 1993)

が、今回の ミドリムシ大発生で、魚類が死亡して浮いたというようなことは観察されて

いない。

dO ア メンボ類は水に浮くことができず、大半が別の池に移動 したのが観察されている。

◆周辺での記録すべき現象

lr71 当自然保護センターに隣接するリハビリテーションセンターの遊水池にも、この 20

年間ではじめて、有機汚濁化の指標となる藍藻類アオコが発生している。

「1の池」の ミドリムシ大発生と共通する因子関与が考えられるが、それは恐らくこの

15-20年 間には体験したことのなかった気温の高さであろう。
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以上、 「1の池」の有機汚濁化の原因のひとつとして、 1991年 の台風による上方の池

からのヘ ドロ状沈殿物の流入、 1994年 の猛暑が考えられる。このほかにも、徐々に池

の有機汚濁化を進める要因として、同一集水域内の野外施設周辺エリアの開発や土地利用

の質的変化 (写真 2、 3)、 池周縁部畦のコンクリート止水壁、水位の低下と水の停滞な

どがあげられよう。

いずれにしてもミドリムシ大発生時の無機的環境の把握がなされていないので、そのメ

カニズムは解明されず推定の域を出ない。今後は、池や沢の定期的な環境把握はもちろん

のこと、周辺地域の環境推移についても定期的に把握しておくことが必要と思われる。

4さ い ご に

自然保護センターでは設立以来一貫して、自然と人との関わり方を探るために生物的自

然の把握に努めてきた。そのことによって自然が持つ本来の豊かさや人が関わることによ

る自然の変化の推移などを、探り確かめ記録することができるからであり、それが自然と

の関わり方を模索する基礎となるからである。自然保護センターとしての本来の意義は、

普及啓発の拠り所ともなるこうした機能を十分に発揮してこそ達成されよう。

今回の野外施設たたら1の池での小さな異変の体験を通して、そのことの重要性を改め

て認識すると共に、これまで自然保護センターではあまり意識されなかった、無機的環境

を把握する分野との連携の必要性を痛感している。

5引 用 文 献

古内昭五郎 ・国見忠尚 1988:水 鳥の池施設整備事業の実施について 神 奈川県立自

然保護センター報告 5:49-55 神 奈川県立自然保護センター

林 公 義 ・伊藤 孝 ・林 弘 章 ・萩原清司 ・木村喜芳 ・島村嘉- 1998:神 奈川県立

自然保護センターの野外施設に生息する淡水魚類について 神 奈川県立自然保護

センター報告 10:9-24 神 奈川県立自然保護センター

河西幸雄 1981:プ ランクトン 淡 水生物の生態と観察 54-85 築 地書館

神奈川県立自然保護センター 1993-1994:自 然保護センターフィール ドノート

未発表

神奈川県立自然保護センター 1993-1994:自 然保護センターミニ観察会日誌 未

川村優子

川村優子

水野壽彦

水野寿彦

森谷清子

発表

1984-1994:自 然保護センター野外施設観察記録 未 発表

・大野啓一朗 1991:自 然保護センター野外施設の水質について 神 奈川県

立自然保護センター報告 8:55-56 神 奈川県立自然保護センター

1964:日 本淡水プランクトン図鑑 9-11、 304-306 保 育社

1974:池 沼の生態学 70-74 築 地書館

・中国 勝  1995:自 然保護センター野外施設の水質と微小水生生物につい

て神奈川県立自然保護センター報告 12 神 奈川県立自然保護センター

大野啓一朗ほか 1991:湿 生植物園等整備事業の概要 神 奈川県立自然保護センター

報告 8:103-106 神 奈川県立自然保護センター

大野啓一朗ほか 1994:県 立自然保護センター野外施設の水温調査について 神 奈川
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県立自然保護センター報告 11:179-190 神 奈川県立自然保護センター

斎藤 実  1981:自 由生活性原生動物の形態 原 生動物図鑑 5-16 講 談社

須藤隆- 1981:水 域の原生動物の生態 原 生動物図鑑 91-104 講 談社

高桑正敏 ・高橋和弘 ・岸 一 弘 ・税 真 史 1993:神 奈川県立自然保護センターの水

棲昆虫について 神 奈川県立自然保護センター報告 10i37-55 神 奈川

県立自然保護センター

津田松苗 1977:陸 水生態学 42-46 共 立出版

手塚泰彦 1978:環 境汚染と生物 2水 質汚濁と生態系 生態学講座 34:20-25、

42-54 共 立出版

横浜地方気象台 1993-1994i神 奈川県気象月報 1993-1994 横 浜地方気象

台

表 1 「 たたら1の池」 ・「たたら2の 沼」の水質

*測定法 pH:ガ ラス電極法、COD:JIS K0102,17の方法、BOD:JIS【0102,21の方法、

T―N:紫 外線吸光光度法、TP:ベ ルオキソニ硫酸カリウム分解法

1990年値は、川村 ・大野(1991)より

1992、1993年値は、森谷・中田(1995)より

調 査 地 点 調査日
ｐ

縮
℃

舗
℃

COD    BOD     TN     TP

llg/フ mg/〃 ng/〃 81g/〃

たたら1の池

(池からの出水回)

1990.8.21

1992. 8.24

1993. 1.23

1993. 5。29

1993.11, 1

7 . 1   4 . 8

7 . 7   6 . 2

7 . 5   1 . 6

7 . 7   6 . 2

7 . 1   6 . 1

6 . 8  0 , 2 7  0 . 0 2 1

3.3    0。34    0.062

2.7    0.27   (0,005

1.7    0.12    0,062

3.7    0.36    0.024

31.0

たたら2の沼

(池からの出水回)

1990.8.21

1992.8,24

1993.1.23

1993.5.29

1993.11,1

7 . 6   5 . 0

7 , 4   7 , 3

7 . 6   1 . 8

7 . 4   6 . 1

7 . 0   5 . 3

3.7    0。44    0,035

5,8    0.46    0.098

1.9    0。41   く0.005

2.3    0.25    0.008

2.0    0.97    0.014
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表2 1994年 の月平均気温と月間降水量

*測定地は海老名、平年とは、1961～1990年の30年間値

横浜地方気象台(1994)より

表3 「 たたら1の池」の水温

* 毎 日午前9-10時 に水面下10allで測定した値を月平均したもの

大野ほか(1994)より

月平均気温 (℃)

1994年 十 平 年

月間降水量 (llIE)

1994年 十 平  年

5月

6月

7月

8月

9月

1 0月

1 1月

1 8 . 8

2 1 . 7

27.2

28.0

23,8

19.2

1 1 . 8

1 7 . 8

21.1

24.2

26.0

22.5

1 6 . 9

1 1 . 6

139.3

2 1 0 . 0

146.3

225.4

230.8

170.4

1 1 5 , 3

1991年 1992年 1993年 1994年

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

1 7 . 1 9

2 1 . 5 2

23.53

22.94

19。36

16.17

9.50

16.74

19,66

23.09

25.00

21.42

15.39

9.95

17.35

20,98

21,25

22,35

19.96

14.26

10。54

19.00

21,00

25.60

27.70

22.80

18。10

10。30
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6の 池
＼
5の

2 0～2 5μ

ミドリムシど″gた″2″ 銃筋αの遊走子

( 1 9 9 4 .  9 .  1 9 )

図 2

自然保護センター野外施設見取図

ド0■'′″αの雲子ミ ドリムシど″gた初

 1 19)( 1 9 9 4 .  9 .

ミドリムシの遊走子と襲子

一  瞭 路

●KI 地 書抗

一 ―― 沢

仁] 野R田素台

図  あ すまや

(喜)池
‐  えんてい

X 播

図

　

赤

35～ 37.5μ
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(℃)

32

30

28

26

24

査 22

20

18

16

14

12

凡例

一- 7月

― も8月

…・・ 9月

‐―・ 10月

● 赤 色全面

e 赤 色半分以下

■ 縞 色全面

□ 綱 色十分以下

▲ 浮 遊物

O 消 失

(日)

図 3

日付

「たたら1の池」の可視的変化

空桐は未測定のために配載されなかった.

E2gた″aの り″″rS

(1994. 10. 8)

ど″gr2za sP.

(1994. 10. 8)

確認されたミドリムシ類図 4
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写真 1

赤くなった 「1の池」

1994. 8。 9 a醐移

写真 2

10年 前の野外施設と

その周辺

198 4 ,  1 0。 1 8  母調彰

写真 3

最近の野外施設と

その周辺

199 2 ,  1 1 .  1 3
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写真3

ミドリムシEugrena proxilDaの

逆走子と裏子

200倍

駆 4

アサザで被われた

「1の池」

1991. 4. 24 執脳彰

塙日に5

アサザが減少してきた

「1の池」

1993. 7 .  6  撮影
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写真 7

ミドリムシで被われ、

赤くなった 「1の 池」

199 4 .  8 .  9  撮影

写真8

風で吹き寄せられた

「1の池」のミドリムシ

1994. 1 0。 25 萌議彰

写真 9

「2の 沼」でみられた赤い稿模様

(写真中央、池の奥)

19 9 4 .  9 .  3 0  新議彰
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自然保護センター野外施設の トンボ (成虫)の 推移
上方一久*

109

1994/12″

モートンイトトン

キイトトンボ 後幻 θ辺筋】卯ど“盟 Selys

観察した年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 ０
乙

1 9 9 4年

19 9 3年

19 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

1 9 8 9年

1 9 8 8年

アジアイトトンボるoあコIrr2ぁ協所o2Brauer

観察 した年 4月 月 6メ 月 8月 9月 10月 12

1 9 9 4年

19 9 3年

1 9 9 2年

19 9 1年

1 9 9 0年

19 8 9年

1 9 8 8年

ク ロ イ ト トン ボ  己 蛍 蕊 ∽ F2盟 冴 ど閉 ∽ ね "冴 切 Gis)

観察 した年 4メ 5月 6メ 7月
０
０ 9月 0月 12

1 9 9 4年

19 9 8年

1 9 9 2年

19 9 1年

1 9 9 0年

1989年

19 8 8年

牙刀イ トトンボ  己 ば品 n航 ヵ所置r(settS)

観察 した年 4月 5 6月 7月 8 9月 （
Ｖ 1 12

1 9 9 4年

99 3年

1 9 9 2年

1 9 9 0年

19 8 9

1 9 8 8

*平 塚市黒部丘 7-18
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ア牙イトトンボ あ 釘res sp切盟 口ansemann)

観察 した年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 1月 12

1 9 9 4年

19 9 8年

19 9 2年

1991年

1 9 9 0年

19 8 9年

1 9 8 8年

牙方アイイ トトン

ホソミ牙ツネントンボ あ 赴 stts

ハグロトンボ 後ゴ響ler/x所物物 SelJ7s

観察 した年 4 5 6月
０
０ 9 0 12

1 9 9 4年

19 9 3年

19 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

19 8 9年

19 8 8年

ミヤマカワトン



ヒガシカワトンボ舟角2お

ヤマサナエ

ダビドサiナユニ Darid肋 5,2,ど S(Se

コ牙ニヤンマ Sieわo■饉us 21bardaθ  Selys

観祭した年 4月 5月 6月 8月 9メ 10月 1 月 12

1 9 9 4年

19 9 3年

19 9 2年

19 9 1年

19 9 0年

19 8 9年 d

1 9 a 8年
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cF2確渉2s cabr地上us)

牙エヤンマ

コシボツヤンマ 万 ヴα捻期死捻沈ねコゴ(SelyS)
観察 した年 4月

Ｅ
Ｕ 6月 7月 ０

０ 9月 0月 1月 12

1 9 9 4年

1993年 一

1992年 ―
1991年 ―

1 9 9 0

19894

988」

ミルンヤンマ PF2コタ釘統,a niinが (Selys)
観察 した年 4月 5月 6月 8ブ 9月 0 1 12

1 9 9 4年 羽化殻

1 9 9 8年

19 9 2年

1991年

1990年

1 9 8 9年

19 8 8年

カトリヤンマ



ヤブヤンマ  PoF/c2,あ a抑 2期eF2コルler2(Se

マルタンヤンマ ス 碑crあθ露ヵコ2コ″″ねゴ

ルリボシヤンマ ス 釣肋2メど″σθ2● innaeus)

観察 した年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 0月 1月 12

1 9 9 4年

1 9 9 8年

1 9 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

1 9 8 9年

19 8 8年

牙イルリボシヤンマ ス鋼筋2コigrottaИ Martin

観察した年 4月 5月 ａ
Ｕ 7) 8 9ブ 0 1月 12

1 9 9 4年

19 9 8 4

1 9 9 2 4

1 9 9 1 1

1 9 9 0イ

1 9 8 9」

1 9 8 8年



114

コヤマトンボ 挽 じrottiaa

クロスジギンヤンマ

牙牙ヤマトンボ

ハ ラビロ トンボ  L/r2i19沈e遼 sP死 五y辞 oと盟 GelyS

観察 した年 4) 5ブ 6メ 7ブ 8 9メ 10 12

1 9 9 4年

1 9 9 8年

1 9 9 2年

19 9 1年

1 9 9 0年

1989年
1 9 8愚 年

シオカラトンボ θ r沈抗期盟2乃時r/r2閉spθc」i19sど盟 口hleめ



シ牙ヤトンボ a協姥″ど閉ヵ or2をど" 閉 Qアhleゅ

ヨツボシトンボ 方 あe■■u■a 2江ガあ潟θttla洩22S2カ】b2デ Schmidt

イ方シイカラトンボ aれ始正uぬ 沈,ぁコgu■are閉●F2コル (Selys)
観察 した年 4ブ 5月 父

Ｕ 8月 9月 0月 1月 12

1 9 9 4年

1 9 9 8年

19 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

1 9 8 9年

1 9 R 8年

コフキトンボ Deieha″物切 (SelyS)
観察 した年 4月 5月 6 7月 8) ｎ

υ 0メ 1月 12

1 9 9 4年

1 9 9 3年

19 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

19 8 9年

19 8 8年

ショウジョウトンボ ∽ 仰協切おびγ西どまa″″捻コ,2っKiauta

観察した年 4月 5月 6月 7月 8月 9月 0月 11月 12

1 9 9 4年

19 9 3年

19 9 2年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

19 8 9年

19 8 8年
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アキアカネ

ナツアカネ

マ ユ タ テ ア カ ネ  勧 町 ?抗 期 盟 e r O航 把 " e r o 航 財 ″

ヒメアカネ

ミヤマアカネ



ノシメトン 盟 抗F2 o物加盟 (S e l y S )

コノシメトンボ Sympθ クIrr2肋ccL夕閉所ど力把″ Ris

観察した年 4月 5月 6月 8月 9月 0
つ
乙

1 9 9 4年

1 9 9 3年

1992年

1 9 9 1年

1 9 9 0年

19 8 9年

1 9 8 8年

リスアカネ

キトンボ ″ cr o oθo■u m ( S e l J 7 s )

ネ キ ト ン ボ  働 秘 ? 抗 触 盟 留 釘 あ 餌 盟 s p α あ 覚 ″
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コシアキトンボ 島 θ″め沈θ盟おzθ,2物 erumeisteぅ
観祭した年 4月 5月 食

Ｕ 7月 ０
０ 9月 0月 1 月 12

1 9 9 4年

19 9 8 Z

1 9 9 2者

19 9 1 Z

1 9 9 0 Z

1 9 8 9年

19 8 8年

ウスバキトンボ ユ 如物ゑr72燿髭御s cabriCius)

観察した年 月 5月 6月 7月 ０
０ 9 0月 1月 12

1 9 9 4年

19 9 8 4

1 9 9 2 4

1 9 9 1年

19 9 0年

19 8 9年

1 9 8 8年

チョウトンボ 的 sttemisれ 班
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平成6年度

自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査131
-幼 虫の上陸および成虫発生状況調査

―

調査員 :野田光昭
Ⅲ

Note on Fireflies in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center(3)

Mituaki NocucHlⅢ

調 査 目 的

ホタルの生息状況を明らかにし、自然保護センター野外施設の特性である谷戸の環境全

体をとらえる一つの指標とするために、野口 (1993、 1994)に 引き続き本年度もホ

タル生息状況総合調査の一環としてゲンジボタルと″cどθtt cr,cどα惚 ・ヘイケボタルと″c,ο‐

ra脇 ″体 の幼虫および成虫発生状況調査を実施したのでここに報告する。

調 査 方 法

多々良沢沿いの園路をゆっくりした速度で歩きながら見える範囲を目視により記録していっ

た。また、多々良沢の上 。中 ・下流にポイントを設け(図1)気 温 ・水温 ・地温を測定 し、

その他自然環境についても記録 していった。

調査期間は 1994年 4月 22日 ～ 7月 8日 までの延べ 25日 間に渡り、概ね午後 8時 か

ら午後 9時 までの 1時 間で調査を行った。本調査はセンター職員および自然観察指導員等

で延べ 109人 で実施した。また、 3か 年に渡る本調査にご協力いただいた皆様は次の方

々であり、ここで厚くお礼申し上げる。

相本大吾、阿部健太郎、足立直義、船木嘩子、橋浦敬子、石井晃、井上学、伊藤治、市

川節子、岩村朋子、井上義光、神保健次、熊畑美弥子、唐沢良子、輿石玲子、北原健朗、

川上千春、金子康夫、川鳴庸子、三川一秋、松本カヨ子、牧野利作、難波栄一、西島淳

子、中田利夫、沖田英明、尾形誠寿、酒井勲、坂本堅五、新郷道人、佐々木生珠、坂本武夫、

塩沢徳夫、和国雅晴、吉田文雄、山室京子、柳下広司

調 査 結 果

調査 したデータは次のとおりである。調査をしていく過程でクロマ ドボタルル″‐

∽夕′jαル″οs2の幼虫も確認できたので、併せて記載しておく。

119

*神 奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center
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引 用 文 献

野口光昭 1993:平 成4年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料 神

奈川県立自然保護センター報告 10:137-153 神 奈川県立自然保護センター

野口光昭 1994ェ 平成 5年 度自然保護センター野外施設のホタル生息状況調査資料12)神

奈川県立自然保護センター報告 11:151-172 神 奈川県立自然保護センター

データ 1 4月 22日 (金)晴

○風、微風。月、かすんでいた。星、少し出ていた。

①ゴイサギ、カルガモがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴い

ていた。ノウサギがいた。

①幼虫の上陸無し。

①St.1 気 温15.5度、水温13.5度、地温14.5度

St. 2    ″ 14.0度 、  ″ 13.0度 、  〃 14.5度

St. 3    ″ 13.0度 、  ″  13.0度、  〃 13.5度

○調査時間 8:00～ 9:00

データ2 4月 25日 (月)曇

○風、無風。月、かすんでいた。星、少し出ていた。

○カルガモがいた。シュレーゲルアオガエル、タゴガエルが鳴いていた。

①幼虫の上陸無し。

①クロマ ドボタルの幼虫 1か 所で 2匹 確認。図 2

1 山 裾の水面から1.Om上 。 2匹

OSt.1 気 温17.5度、水温14.0度、地温16.0度

St. 2    〃 17.0度 、  〃 14,0度 、  〃 16.0度

St. 3    〃 16.0度 、  〃  14.0度、  〃 15`5度

○調査時間 8:00～ 9:30

データ3 4月 28日 (木)晴

○風、無風。月、かすんでいた。星、少し出ていた。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 3

1 沢 の水際で 1匹確認。♂ ・♀不明 ‐と 二

〇クロマ ドボタルの幼虫 6か所で 11匹 確認。図 4

1 水 際から3.Om上 の山裾。 4匹

2 沢 沿いの山裾。 1匹

3 沢 沿いの山裾。 2匹

4 園 路脇の草の中。 2匹

5 沢 沿いの山裾。 1匹

6 沢 から1.Om上の山裾。 1匹

OSt.1 気 温11.0度、水温13.0度、地温14.0度
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S t . 2  気 温11. 0度、水温12. 0度、地温13. 5度

St. 3    ″ 11.0度 、  〃 12.0度 、  〃 13.0度

○調査時間 8:00～ 9:30

データ4 5月 1日 (日)曇

○風、無風。月、無し。星、少し出ていた。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①幼虫の上陸無し。

①クロマ ドボタルの幼虫 4か 所で 5匹確認。図5

1 沢 より3.Om上の山裾。 2匹

2 池 脇の草の中。 1匹

3 沢 沿いのセキショウの葉の上。 1匹

4 沢 より0.7m上の山裾。 1匹

OSt。1 気 温17.0度、水温14.0度、地温14.0度

St. 2    ″  14.0度、  〃  13.0度、  ″ 14.0度

St. 3    〃 14.5度 、  〃 13.0度 、  〃  13.0度

○調査時間 8:00～ 9:20

データ5 5局 4日 (水)曇 後雨

○風、弱風。月、無し。星、無し。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの幼虫 5か 所で 6匹確認。図 6

1

2

3

4

5

①St.1

St.2

St.3

沢の中、草の根元に2匹 (♂ ・♀不明)nめ 汁

沢沿いの山裾に 1匹 (♂ ・♀不明)堆 え

潰'岩『磐督塁ふ堤造モをR奮繰|ど番桂'(♂.♀不明)孔室岸
山裾のぬれた赤土の所に1匹 (♂・♀不明)~t_か
気温19.0度、水温16.0度、地温17.0度

〃  19.0居壬、   〃  15.0居モ、   〃  17.0居室

〃  19.0昼壬、   〃  16.0居モ、   〃  17.0母:

○調査時間 8:0 0～ 9: 3 0

データ6 5月 7日 (土)晴

○風、強風。月、無し。星、無し。

○アオバズクが鳴いていた。シュレーゲルアオガエル ・ツチガエルが鳴いていた。ヤブ

キリが鳴いていた。

①幼虫の上陸なし。

○クロマ ドボタルの幼虫 2か所で4匹確認。図 7

1 沢 より1,O m、2. O m、5, O m上の山裾。 3匹

2 園 路脇の草の中。 1匹
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OSt.1 気 温21.0度、水温14.0度、地温16.5度

St.2   〃  20.0担砥、  ″ 14.OB鉦、  ″ 15`0度

St. 3    〃  17.0】壬、   〃  14.0居モ、  〃  14.5居モ

○調査時間8300～ 9:00

データ7 5月 10日 (火)曇

○風、無し。月、無し。星、無し。

○カルガモがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。

①幼虫の上陸なし。

OSt.1 気 温19.0度、水温16,0度、地温18.0度

St. 2    ″ 18.0居モ、  ″ 15,0度 、  〃 17.OS壬

St. 3    〃 17.0度 、  〃 15.0度 、  〃 15,0度

○調査時間 7:50～ 9:00

データ8 5月 13日 (金)曇

○風、微風。月、無し。星、無し。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○ゲンジボタルの幼虫 1か所で2匹 確認。図 8

1 山 裾の木の根元に2匹 (♂・♀不明)望亀 声

○クロマ ドボタルの幼虫 4か 所で6匹確認。図 9

1 沢 より1.Om上の山裾の草の中。 1匹

2 沢 より2.Om上 の山裾。 2匹

3 山 裾の茂みの中。 1匹

4 沢 より1.5mの赤土。 2匹

OSt.1 気 温17.0度、水温16.0度、地温17.0度

St. 2    〃 16.0度 、  ″ 15,0度 、  〃 16.0度

St. 3    〃 15.0度 、  〃 14.5度 、  ″ 16.0度

○調査時間 8:00～ 9:00

データ 9 5月 16日 (月)晴

○風、無し。月、三日月が出ていた。星、たくさん出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。サワガニが出ていた。

①ゲンジボタルの幼虫 4か 所で4匹 確認。図 10

1 沢 の水辺に 1匹 (♂・♀不明)喪 ゴ岸

2 沢 の水中に1匹 (♂・♀不明)毛 喜井

3 沢 の水中に 1匹 (♂・♀不明)☆ とか

4 沢の岸辺に1匹 (♂・♀不明)だ身ニ

○クロマ ドボタルの幼虫 17か 所で31匹 確認。図 11

1 沢 より2.Om上の山裾。 1匹

2 国 路沿いのニシキウツギの木の裏にいた (体長約 1 7 Ellll)1匹



123

3 沢 より3.0～4.Om上 の山裾。 8匹

4 沢 沿いの山裾。 2匹

5 沢 沿いの山裾。 1匹

6 園 路脇の草むら。 1匹

7 国 路脇の草むら。 1匹

8 沢 より3.Om上 の山裾。 1匹

9 園 路脇の木の裏。 3匹

10 沢 の水中。 2匹

11 園 路脇の草むら。 2匹

12 沢 沿いの山裾。 2匹

13 園 路脇の草むら。 2匹

14 沢 より3.Om上 の山裾。 1匹

15 園 路脇の車むら。 1匹

16 沢 沿いの山裾。 1匹

17 沢 より2.Om上 の出裾。 1匹

OSt.1 気 温19。2度、水温18.3度、地温19.0度

St。 2    〃 16.0居壬、  〃 15.1度 、  〃 18.OS壬             ・

St。 3    〃 18.2度 、  〃 15,0度 、  〃 18.0度

○調査時間 8:00～ 9:40

データ 10 5月 19日 (木)晴 後小雪

○風、弱風。月、半月が出ていた。星、少し出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

○幼虫の上陸なし。

①St.1 気 温17.0度、水温15.0度、地温16.0度

St. 2    ″ 12.0度 、  〃 14.0度 、  〃 15.0度

St. 3    〃 11.0度 、  〃 13,5度 、  〃 14.5度

○調査時間 8:00～ 9:30

データ 11 6月 10日 (金)晴

○風、無し。月、無し。星、無し。

①アオバズクが鳴いていた。シュレニゲルアオガエルが鳴いていた。

がいた。

○ゲンジボタルの成虫 1か所で 1匹確認。図 12

1 木 道脇のハンノキに♂ 1匹  ミヽ

○クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 13

1 沢 沿いの山裾。 1匹

OSt.1 気 温18.0度、水温18.0度、地温20.0度

St. 2    〃 18.0度 、  〃 16.5度 、  〃 19.0度

St。 3    〃 17.0度 、  〃 16.0度 、  〃 18.0度

アメリカザ リガニ
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○調査時間 8:00～ 9110

データ 12 6月 14日 (火)晴

○風、微風。月、三日月が出ていた。星、少し出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。アメリカザリガニ、 ドジョウがいた。

○ゲンジボタルの成虫 1か所で 3匹 確認。図 14

1 木道脇のハンノキに♂1匹、♀2匹 へ運登
○クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 15

1 園 路脇の草むら。 1匹

OSt.1 気 温21.0度、水温19.5度、地温21.0度

St. 2   〃 20.OB鍾、  ″ 16.0】鍾、  〃 20.0度

St. 3   〃 20,0担鍾、  ″ 16.OB廷、  〃 19`0度

○調査時間 8:00～ 9:00

データ 13 6月 15日 (水)晴

○風、微風。月、霞んで出ていた。星、少し出ていた。

①シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 6か 所で 12匹 確認。図 16

1 沢 沿いの木の上に♂ 2匹 、早3匹 喪埜み

2 木道脇のハンノキに♂1匹氣正L
3 山裾の本の葉に♀1匹 =シ

′

4 湿 地の山裾に1匹 (♂・♀不明)J芝 カ

5 園 路脇の山裾で♂ 1匹飛翔 ム拶淳      【

6 園 路脇の草むらに♂ 1匹、♀2匹 へ週増舛

○クロマ ドボタルの幼虫 2か 所で2匹確認。図 17

1 山 裾の木の根。 1匹

2 山 裾の木の根。 1匹

OSt.1 気 温20.0度、水温19.0度、地温20.5度

St. 2   〃 18.5[室、  〃 17.0】鍾、  〃 20.0度

St,3   ″ 20。5】鍾、  〃 17.0涯室、  〃 18.0担竜

○調査時間 7:55～ 9:00

データ 14 6月 17日 (金)晴

○風、無し。月、半月が出ていた。星、少し出ていた。

○シュレーゲルアオガエル、ツチガエルが鳴いていた。キリギリスの仲間が鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 16か 所で 19匹 確認。図 18

1 山 裾の木の上に♂ 1匹 士修

2 山裾の木の上に♂1匹喪と淳
3 山裾の木の上に♂1匹 とヽか
4 山裾の木の上に♂1匹 ―受ぅと
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5 湿 地の上を♂ 1匹 飛翔 名正

6 園 路脇の草むらに 1匹 (♂ ・♀不明)、■チ

7 沢 沿いの山裾に1匹 (♂ ・早不明)■ 与ュ

8 園 路脇の革むらに1匹 (♂ ・♀不明)名 こ

9 沢 沿いの山裾に1匹 (♂ ・♀不明)ミ げみ

10 沢沿いの山裾に1匹く♂・♀不明)よジカ

11 湿 地の上を 1匹 飛翔 (♂ ・♀不明)虫 こ

12 山裾の木の上に1匹 (♂・♀不明)二むみ

13 木 道脇の草むらに2匹 (♂・♀不明)二 や・・

14 木 道脇の湿地に2匹 (♂・♀不明)・ ィ律ブニ

15 園 路脇の草むらに2匹 (♂・♀不明)上 屯史

16 園 路脇の草むらに1匹 (♂・♀不明)父 L二

〇クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 19

1 園 路脇の山裾。 1匹

OSt.1 気 温20.0度、水温19,0度、地温20.0度

St. 2    〃  19.0度、  〃 17.0度 、  〃 19.0度

St. 3    ″ 17.0度 、  〃  16.0度、  〃 18.0度

○調査時間 7:55～ 9:00

データ 15 6月 22日 (水)晴

○風、無し。月、霞んで出ていた。星、無し。

①ヤブキリが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 21か 所で37匹 確認。図20

1 湿地の上を♂1匹飛翔
▼お北宜

2 沢の上を1匹飛翔 (♂・♀不明)典じ生

3 湿 地の上を♂ 1匹 飛翔 Aも 注

4 園路脇の草むらに1匹 (♂・♀不明)くジニ

5 山 裾の木の葉に1匹 (♂・♀不明)準

6 回路脇の草むらに3匹 (♂,♀不明)ボげ虫  ‐

7 山 裾の木の葉から3匹飛び出す、♂ 1匹、 2匹 (♂・

8 園 路脇のカツラの木に♂ 1匹  屯

早不明)《宅基

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

1 5

1 6

1 7

園路脇の木に4匹 ♂ 2匹 、 2匹 (♂ ・♀不明)投 じ上

池の上を2匹 飛翔 (♂・♀不明)虫 建

園路脇のヤナギの本に♀1匹 毛

沢の上を♂3匹飛翔虫ひ室と
園路の上を♂ 5匹 飛翔 ・篭岸星氏

沢ぞいの山裾を♂ 1匹飛翔 鞍

沢ぞいの山裾を♂ 1匹飛翔 奄●・と

沢ぞいの山裾を 1匹飛翔 (♂・♀不明)撃

湿地の上を 3匹 飛翔 (♂・♀不明)々ざ洋 !え
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18 木 道脇の湿地の上を1匹飛翔 (♂・♀不明)工 亜生

19 園 路奥の山裾を1匹飛翔 (♂・♀不明)虫レこ

20 沢ぞいの木の葉に♂1匹 く0■
21 湿地の草むらに1匹 (♂・♀不明)逆ユ

○クロマ ドボタルの幼虫 2か 所で 2匹確認。図 21

1 沢 より1.Om上の山裾。 1匹

2 沢 より1.Om上の山裾。 1匹

OSt.1 気 温19.0度、水温20.0度、地温19,0度

St. 2    ″ 18.0度 、  ″ 16.0度 、  ″ 19.0度

St. 3    〃 18.0度 、  〃 16.0度 、  ″ 18.0度

○調査時間 8:00～ 9:10

データ 16 6局 24日 (金)曇

○風、無し。月、無し。星、無し。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。キンヒバリが鳴いていた。

○ゲンジボタルの成虫 22か 所で54匹 確認。図 22

1 沢 沿いの山裾に2匹 、♂ 1匹、 1匹 (♂・♀不明)

2 園 路脇の湿地に3匹 (♂・♀不明)A諄

3 沢 沿いの山裾に2匹 (♂・♀不明)<Cと

4 園 路脇の草むらに 1匹 (♂・♀不明)モ 難

5 園 路脇の草むらに3匹 (♂・♀不明)報

6 国 路脇の湿地に1匹 (♂・♀不明)キ ョβ,

7 沢 沿いの山裾に 1匹 (♂・♀不明)と

8 沢 沿いの木の葉に5匹 (♂・♀不明) 亀`虫

9 園 路脇の茂みに 1匹 (♂・♀不明)堪

10 園路脇の草むらに2匹 (♂・♀不明)まメエ

11 沢 沿いの山裾に6匹 (♂・♀不明)と

12 園 路脇の茂みに3匹 (♂・♀不明)→ 邸登

13 沢の上を1匹飛翔 (♂・♀不明)ヨゼえ

:: 昌猛量古岳経是ぢ密軍♂番督採ぁ)」屯述ガ
16 沢沿いの山据に2匹 (♂・♀不明)べ篭A

17 沢 沿いの山裾に 1匹 (♂ ・♀不明)と

18 木 道脇の山裾に 2匹 (♂ ・♀不明)ぜ

19 木 道脇の湿地に 1匹 (♂ ・♀不明)鮮

20 木 道脇の湿地に6匹 (♂・♀不明)dLA

21 回 路脇の草むらに3匹 (♂・♀不明)地

22 園 路脇の湿地に3匹 (♂・♀不明)豊母A

Oク ロマドボタルの幼虫3か所で3匹確認。図23

1 沢 沿いの山裾。 1匹
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2 沢 沿いの山裾。 1匹

3 沢 沿いの山裾。 1匹

OSt.1 気 温20.0度、水温20.0度、地温20.0度

St.2   〃  20.0,吏、  ″ 17.OB宅、  〃 19,0度

St. 3    ″ 19.0度、  〃 16.3度、  ″ 18.0度

○調査時間8:00～ 9:00

データ17 6月 25日 (土)曇

○風、無し。月、無し。星、無し。

○ゴイサギが2羽 いた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。

ドジョウ、アメンポがいた。

○ゲンジボタルの成虫8区域で77匹確認。図24

① 沢 沿いを中心に3匹 (♂・♀不明)

② 沢 沿いを中心に6匹 く♂・♀不明)

③ 沢 沿いを中心に10匹 (♂・♀不明)

④ 沢 沿いを中心に4匹 (♂・♀不明)

⑤ 沢 沿いを中心に22匹 (♂・♀不明)

⑥ 沢 沿いを中心に10匹 (♂・♀不明)

④ 沢 沿いを中心に9匹 (♂・♀不明)

③ 山 裾を中心に♂9匹、早4匹

OSt.1 気 温20.5度、水温19.5度、地温20.0度

St.2   〃 20.5,吏、  ″ 17.4担室、  ″ 19.OB電

St. 3   〃 20.0月鍾、  ″ 16.9涯室、  〃 19.0度

○調査時間7:20～ 8:30

データ18 6月 26日 (日)曇

○風、無し。月、無し。星、少し出ていた。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。カマキリがいた。

○ゲンジボタルの成虫4区域で68匹確認。図25

① 沢 沿いを中心に♂10匹、♀3匹

② 沢 沿いを中心に♂9匹、♀4匹

③ 沢 沿いを中心に♂20匹 、♀12匹

④ 沢 沿いを中心に♂9匹、♀1匹

○ヘイケボタルの成虫 1区域で1匹確認。図26

① 湿 地の草の中に1匹 (♂・♀不明)

OSt.1 気 温21.0度、水温18.0度、地温20.0度

St.2   〃  21.0】鍾、  ″ 16.0返電、  〃 20.0燿電

St, 3    ″  19.5B壬、   ″  15.5お壬、   ″  18.OS:

○調査時間8100～ 8:55
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データ 19  6月 28日 (火)雨 後曇

○風、微風。月、無し。星、無し。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 30か 所で 90匹 確認。図27

1 湿 地の上を♂ 1匹飛翔 礼
2 沢 沿いの山裾に♂ 1匹  枚
3 湿 地の上を♂ 1匹飛翔 氏こ

4 山 裾の木の上に♂ 1匹  、 F

5 沢 沿いの山裾に♂ 4匹
や
色

6 沢沿いの山裾に♀2匹襲こ■
7 沢沿いの山裾に♂1匹本こと
8 沢沿いの山裾に♂1匹

さ
をA

9 園 路脇の草の中に♀1匹
｀
粋虫

10 園 路脇の草の中に♂ 4匹
~名
算

11 山 裾の茂みに♂ 5匹 が

12 沢沿いの山据に♂2匹事もみ
13 沢沿いの山裾に♂2匹 キンニ

14 池の中にある島の茂みに♂2匹 !先基ガ
15 沢沿いの山裾に♂3匹ャひ生
16 沢沿いの山裾に♂4匹 ｀穐LA
17 園路脇の車の中に♂6匹―雑J&
18 沢沿いの山裾に♂5匹ま歩ュ
19 沢沿いの山裾に♂3匹☆かと
20 沢沿いの山裾に♀2匹★多登
21 沢 沿いの出裾に♂ 6匹 秘
22 沢沿いの山裾に♂9匹ぢを上
23 沢 沿いの山裾に♂2匹 求算生
24 沢 沿いの山裾に♀3匹 翌屯ュ
25 沢 沿いの山裾に♂2匹 式し二

26 湿 地の草の中に♂ 3匹 ヽP・●

27 山裾の茂みに♂6匹 ネご々

28 湿 地の草の中に♂ 5匹 !n_

29 山裾の茂みに♂1匹 虫どオ

30 沢沿いの山裾に♂2匹~帝レ上
①ヘイケボタルの成虫 2か 所で 11匹 確認。図 28

1 山裾の茂みに6匹 (♂・♀不明)運5か
2 湿地の草の中に5匹 (♂・♀不明)へd生

①クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図29

1  沢 沿いの山裾。 1匹

①St. 1  気 温19. 5度、水温20. 0度、地温21. 5度
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St.2  気 温20.0度、 水温17.0度、 地温20.5度

St. 3    〃 19.5度 、  〃 16.0度 、  〃 18.5度

○調査時間 7:30～ 8:45

データ 20 6月 29日 (水)曇

○風、無し。月、無し。星、無し。

①カルガモがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。クビキリギスが鳴いていた。

アメリカザリガニ、 ドジョウがいた。

○ゲンジボタルの成虫 20か 所で51匹 確認。図 30

1 沢 沿いの山裾に♂ 3匹、♀1匹 事強b土

2 山 裾のクモの巣に♀1匹掛っていた喪じ生

: 景猪R方岳桂た歩官置桑母室
5 沢沿いの山裾に♂5匹 く砲レ■
6 沢沿いの山裾に♂1匹 本しニ

7 沢沿いの山裾に♀2匹 茉歩生

8 園 路脇の草の中に♂2匹 翌Ⅲ
整

9 沢 沿いの山裾に♂ 1匹 長工生

10 沢 沿いの山裾に♂ 1匹 警

11 園 路脇の草の中に♂ 3匹 r

12 園 路脇の草の中に♂ 2匹 、♀3匹 伴

13 山 裾のクモの巣に♂ 1匹掛っていた 頬屯盆

14 沢 沿いの山裾に♂ 6匹 、♀1匹 ☆争上

15 園路脇の草の中に♂5匹、♀1匹ベト生ユ

16 山 裾のクサグモの巣に♀1匹掛っていた くじ生

17 園 路脇の湿地に♂ 3匹 氏wq,ィ

18 木 道脇の湿地に♂ 1匹 r

19 山裾の茂みに♂3匹丈ず
°

20 沢 沿いの山裾に♂ 1匹、♀1匹 報後生

○ヘイケボタルの成虫 3か 所で 12匹 確認。図 31、

1 湿 地の車の中に1匹 (♂・♀不明)「

2 湿 地の草の中に10匹 (♂・♀不明)二迎免

3 木 道脇の車の中に♂ 1匹 価

○クロマ ドボタルの幼虫 1か所で 1匹確認。図 32

1 沢 沿いの山裾。 1匹

OSt.1 気 温20.0度、水温20.0度、地温20.0度

St. 2    〃  19.5居壬、   〃  17.0居壬、   〃  19.0居壬

St. 3   〃 19.0[望、  〃 16.5[室、  〃 20.0度

○調査時間 7:5 0～ 8: 4 5
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データ21 7月 1日 (金)曇

○風、強風。月、無し。星、無し。

①シュレーゲルアオガエル、ツチガエルが鳴いていた。ヒキガエルがいた。エンマコオ

ロギが鳴いていた。ドジョウ、オオンロガネグモ、アシナガグモ、コガネグモがいた。

○ゲンジボタルの成虫6区域で65匹確認。図33

① 沢 沿いに2匹 (♂・♀不明)

② 沢 沿いに2匹 (♂・♀不明)

③ 沢 沿いを中心に12匹 (♂・♀不明)

④ 沢 沿いを中心に23匹 (♂・♀不明)

⑤ 湿 地の山裾を中心に16匹 (♂・♀不明)

⑥ 湿 地の山裾を中心に10匹 (♂・♀不明)

○ヘイケボタルの成虫4区域で20匹確認。図34

① 沢 沿いの山裾に1匹 (♂・♀不明)

② 湿 地の中に2匹 (♂・♀不明)

③ 湿 地を中心に11匹 (♂・♀不明)

④ 湿 地を中心に6匹 (♂・♀不明)

OSt.1 気 温25,0度、水温19.5度、地温21.0度       、

St. 2    〃 24.0度、  〃 18.0度、  〃 21.0度

St, 3    〃 23.0度、  〃 17.5度、  〃 19.5度

○調査時間7:00～ 8:40

データ22 7月 2日 (土)曇

○風、無し。月、無し。星、無し。

○シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。ヤブキリが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 19か所で63匹確認。図35

1 沢沿いの山裾に♂2匹 事も昼
2 園 路脇の茂みに♂ 2匹 、♀2匹  準

3 園 路脇の茂みに♂ 2匹  サ
ニ

4 園 路脇の茂みに♂ 1匹 辞

5 沢 沿いの山裾に♂ 3匹 、♀1匹 よ導虫

6 沢 沿いの山裾に♂ 3匹  ｀ 毎豊

7 園 路脇の茂みに♂ 1匹、♀1匹 劫

8 園 路脇の茂みに♂ 2匹 ャ生鮮

9 沢沿いの山裾に♂9匹、♀2匹まュニ
10 沢 沿いの山裾に♂ 5匹 式也上

11 沢 沿いの山裾に♂ 4匹 、♀2匹 求夕生

12 沢 沿いの山裾に♂ 2匹 、♀2匹 挫
13 沢沿いの山裾に♂4匹 ミ整上

14 園路脇の茂みに♂1匹 劉範

15 山 裾の茂みに♂ 1匹 ♂
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16 木 道脇の湿地に♂ 2匹、♀1匹 毬げ
ム

17 湿地奥の茂みに♂2匹ムが建

18 園路脇の山裾に♂1匹へ」控

19 沢 沿いの山裾に♂ 3匹、♀2匹 攣

○ヘイケボタルの成虫 7か 所で 75匹 確認。図 86

1 園 路脇の茂みに1匹 (♂・♀不明)焔

2 湿 地の草の中に7匹 (♂・♀不明)五 L

3 湿 地の草の中に6匹 (♂・♀不明)五 L

4 木 道奥の山裾に22匹 (♂・♀不明)警

5 木道奥の山裾に29匹(♂・♀不明)生Ms探
6 木 道脇の草の中に5匹 (♂・♀不明)ぬ 亀翌

7 園 路脇の茂みに5匹 (♂・♀不明)屯

OSt.1 気 温25.5度、水温22.0度、地温23.5度

St.2 〃 25.0度、 ″ 19Ю度、 ″ 24.0度

St. 3    〃 23.5度 、  ″ 18.0度、  ″ 21.5度

○調査時間 7:50～ 9:00

データ 23 7月 3日 (日)晴

○風、微風。月、無し。星、少し出ていた。

○アオバズクが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 8か所と2区域で 41匹 確認。図 37

1 沢沿いの山裾に♂1匹まと生
2 園路脇の草の中に1匹 (♂・♀不明)やユ

3 沢 沿いの山裾、木の葉に1匹 (♂・♀不明)々 '上

4 山裾の木の枝に♂2匹~超豊
5 園 路脇の草の中に1匹 (♂・♀不明),)出

6 山裾のミズキの木に♂2匹く0生
7 池 の上を♂2匹飛翔ユ建婁

8 沢 沿いの山裾に♂1匹 くら豊

① 沢沿いを中心に9匹 (♂・♀不明)

② 沢沿いを中心に21匹 (♂・♀不明)

○ヘイケボタルの成虫 1区域で50匹 確認 図 38

① 湿 地の草の中と、湿地奥の山裾を中心に50匹 (♂・♀不明)

①St.1 気 温27.0度、水温23.0度、地温24.0度

St. 2    〃 26.5度 、  〃 20.0度 、  〃 24.0度

St. 3    〃 25.0度 、  〃 19,0度、  〃 24.0度

○調査時間 7:4 0～ 9: 0 0

データ24 7月 6日 (水)雨

○風、無し。月、無し。星、無し。
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○ゴイサギがいた。シュレーゲルアオガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 13か 所で 33匹 確認。図39

1 池 の脇の山裾に2匹 (♂・♀不明)、こ多
先

2 沢 沿いの山裾に1匹 (♂・♀不明)契しニ

3 沢 の上を 1匹飛翔 (♂・♀不明)報性多生

4 園 路脇の草の中に1匹 (♂・♀不明)亀廷

5 沢 沿いの山裾に 3匹 (♂ ・♀不明)強

' 潰総十1呂は握に:登|テ!:奈据1直暑と金
8 沢 沿いの山裾に3匹 (♂・♀不明)本 め二

9 沢 沿いの山裾に1匹 (♂・♀不明)ギ被生
10 木 道脇の湿地に1匹 (♂・♀不明)碗 ▲

11 木 道脇の湿地に1匹 (♂・♀不明)[ぅ〃ニ

12 園路奥の山裾に2匹 (♂・♀不明)へが
13 園 路脇の草の中に2匹 (♂・♀不明):攻h

Oヘ イケボタルの成虫 14か 所で 104匹 確認。図40

1 園 路脇の草の中に7匹 (♂・♀不明)単

2 園 路脇の湿地に3匹 (♂・♀不明)七

3 園 路脇の湿地に13匹 (♂・♀不明)礼

4 木 道脇の湿地に56匹 (♂・♀不明) こ`

5 木 道脇の湿地に2匹 (♂・♀不明)命n,か

6 木 道脇の湿地に2匹 (♂・♀不明)ユ ■

7 湿 地奥の山裾に8匹 (♂・♀不明)二む
際

3 交遷協縁岳盤|:ぢ色子〉考甘孫明)兵●●"
10 木 道脇の湿地に2匹 (♂・♀不明)a洛`み

11 園 路脇の茂みに3匹 (♂・♀不明)塩

12 園 路脇の湿地に1匹 (♂・♀不明)」助A

13 回 路脇の湿地に 1匹 (♂・♀不明)Ⅲ
れt'こ

14 園 路脇の茂みに2匹 (♂・♀不明)配 声
五

OSt.1 気 温24,0度、水温25.0度、地温24.0度

St. 2    〃 23.0度 、  〃 21.0度 、  〃 23.5度

St. 3   ″ 22.0】電、  〃 19.5涯宝、  〃 22.0月電

①調査時間 7:30～ 8:50

データ25 7月 8日 (金)雨

○風、微風。月、無し。星、無し。

○シュレーゲルアオガエル、ツチガエルが鳴いていた。

①ゲンジボタルの成虫 4区 域で 31匹 確認。図41

① 沢 沿いに2匹 (♂・♀不明)
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② 沢 沿いに7匹 (♂・早不明)

③ 湿 地の上を3匹飛翔 (♂・♀不明)

④ 湿 地を中心に19匹 (♂・♀不明)

○ヘイケボタルの成虫4区域で59匹確認。図42

① 沢 沿いに1匹 (♂・♀不明)

② 湿 地を中心に25匹 (♂・♀不明)

③ 湿 地を中心に26匹 (♂・♀不明)

④ 山 裾の湿地を中心に 7匹 (♂・♀不明)

OSt.1 気 温24.0度、水温24.0度、地温24.0度

St. 2    〃 24.0度、  〃 20.0度、  〃 23.0度

St. 3    〃 23.0度、  〃 19.0度、  ″ 23.0度

○調査時間7:40～ 8:30

図 1 気 温 ・水温 ・地温測定地点 図 2

図 3 ゲ ンジボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  4 .  2 8 )

クロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1994. 4. 25)

図 4 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  4 ,  2 8 )
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図 5 ク ロマ ドポタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  5 ,  1 )

図 7 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  5。 7 )

図 9 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  5 ,  1 3 )

図 11 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  5 .  1 6 )

図 6 ゲ ンジボタル幼虫の確認ボイント

(1 9 9 4 .  5 .  4 )

図8 ゲ ンジボタル幼虫の確認ポイント

(19 9 4 .  5。 1 3 )

図 10 ゲ ンジボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  5。 1 6 )

図 12 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  1 0 )
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図 13 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント
｀
  ( 1 9 9 4 .  6 .  1 0 )

|

図 15 ク ロマドボタル幼虫の確認ポイント

(19 9 4 .  6 .  1 4 )

図 17 ク ロマドボタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  1 5 )

1 /

図 19 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ポイント

(1994. 6. 17)

図 14 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1994. 6. 14)

図 16 ゲ ンジポタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 ,  6 .  1 5 )

図 18 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1994. 6. 17)

) ―
―――――

= ―
ヽ一―――

t .

図 20 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 2 )
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図 21 ク ロマ ドポタル幼虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 2 )

図 23 ク ロマ ドポタル幼虫の確認ボイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 4 )

図25 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 .  6 .  2 6 )

図 27 ボ タル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 8 )

― ・

図22 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 .  6 .  2 4 )

図 24 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 ,  6 .  2 5 )

図 26 ヘ イケポタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 6 )

図 28 ヘ イケポタル成虫の確盟ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 8 )
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図29 ク ロマドボタル幼虫の確認ポイント

(199 4 .  6 .  2 6 )

図 31 ヘ イケボタル成虫の確認ポイント

(1994. 6. 29)

― ・

図33 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 .  7 .  1 )

| ― ・

図 35 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1994. 7. 2)

図 30 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  6 .  2 9 )

図 32 ク ロマ ドボタル幼虫の確認ボイント

(1994. 6. 29)

― ・

図34 ヘ イケボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 .  7 .  1 )

卜
｀一―｀―

, 「
――――

■高 .

図 36 ヘ イケボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  7 .  2 )
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図 37 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  7 .  3 )

図 39 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(1994. 7. 6)

図41 ゲ ンジボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 ,  7 .  8 )

図 38 ヘ イケポタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4 .  7 .  3 )

図40 ヘ イケボタル成虫の確認ポイント

(19 9 4 ,  7 .  6 )

図42 ヘ イケポタル成虫の確認ポイント

(1 9 9 4口 7 .  3 )
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月/日

図49 St.3気 温 ・水温 ・地温
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( 1 9 9 3 ) 図50 個 体数調査 (1993)

ぉ

２７

２６

２５

２４

２３

２２

２‐

２０

ぃ

ぃ

１７

‐６

に

‐４

‐３

‐２

‐１

‐０

温

度

℃

確

図 52 St.2 気温 ・水温 ・地温 (1994)

ロ ゲンジボタル成虫

回 ヘイケボタル成虫
吻 ゲンジボタルの幼虫

17101316口 91n山●17222425252329%23

St.1気 温 ・水温 ・地温 (1994)

‐ ゲンジボタル蝕
CIlヘイケボタル成虫
四 ゲンジボタルの幼虫

7 o 8 6 い 毛 ` ● , 2 2 J 毒 西 と お / 2 3 6 1

St.3気 温 ・水温 ・地温 (1994) 図 54 個 体数調査 (1994)



神奈川県立自然保護センター報告第 12号

七沢周辺の巨樹 ・古木調査

大野啓一朗
キ・増子忠治

率・門脇厚子
キ

Notes on the gigant trees and old trees in Nanasa、 va,Atsugi‐ city

Keiichiro OHNO*,Tadaharu MASUKO* and Atsuko KADOWAKI*

は じめ に

巨樹 ・古木は、地域のシンボルとして人々に親しまれ、歴史的、文化的にも、その価値

は高く評価されている。近年、全国的に巨樹 ・古木が老齢化や環境の変化により、衰退、

枯死が目立ちはじめ、巨樹 ・古木の保全機運が高まっている。

当センターのある七沢周辺には、史跡が多く、神社や寺院の境内等には多くの巨樹 ・古

木が生育している。今後、これらの巨樹 ・古木を保全するうえでの基礎資料を得るために、

実態調査を行ったのでその概要を報告する。
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調 査 方 法

当センターを中心とし、半径 3血 以内の

神社と寺院の境内および民家の庭国内に

(図 1)に 生育している巨樹 ・古木を調査

対象樹木とした。巨樹とは、樹幹の地上高

1 3 0 cllの直径が lm以 上の樹木、および

樹齢 100年 以上の古い樹木、あるいは

これに準ずる樹木を指す。

1 概 況調査

各調査対象の巨樹 ・古木について樹高、胸

高直径等の形状と生育状況を調査した。

2 健 康診断と生育調査

概況調査を行った巨樹 ・古木の一部の樹木

について健康診断調査と生育調査を行った。

本調査は林野庁、働日本緑化センターが平成

3～ 6年度に行っている巨樹 ・古木林等戸籍

調査の調査方法に準じて調査を行った。

!:50,000

図 1 自 然保護センター周辺

半径 3 km日の調査木位置図

*神 奈川県立自然保護センター Kanaga、va Prefectural Nature Conservation Center
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調 査 結 果

1 概 況調査

概況調査の結果は表 1に 示すとおりであった。

厚木市七沢周辺の社寺境内等には、スダジイ、アラカシ、ケヤキなどの郷土樹木とイチョ

ウ、クスノキなどの代替樹種が多く生育していたと

2 健 康診断と成育調査

位)煤 ケ谷のしばの大木の調査結果 (写真 1、 2)

樹 種  タ ブノキ 〃 鉦所筋s統 "免berg″

かながわの名木 100選  昭 和 59年 12月 制定

所在地 清 川村煤ケ谷

調査日 平 成 6年 8月 23日

樹 形

樹  高  12.5m

胸高直径  900 cEl

枝 下 高  5 , O m

枝  幅  E 1 2 . 5 m、 W1 2 . 7 m、 S1 3 . 5 m、 Nl l . 2 m

根元幹周  950 all

根の状態  南 側 3mの ところで2～ 8 oll、根が露出している。

そ の 他

主幹が腐朽し、地上約5.7mの ところから四方に枝が分岐して広がっている。

樹 勢

葉の状態

葉形は少し歪みがあるが、葉の大きさ、葉の色は正常である。枝葉の密度は普通。

枝の状態

枯れ枝は少しあるがあまり目立たない。枝の伸長量は正常である。南側 8mの とこ

ろの校が下がり、支柱で支えている。

生育状況

幹に傷や腐朽が著しく目立つが、自然樹形を保ち、概ね良好 (図8)。

生育環境

周囲の状況

東南向きの緩やかな傾斜地で、茶畑のなかに位置しており生育環境は良好。樹冠下

にブランコ、鉄棒、すべり台などの遊具や、御堂に続く石段、鳥居などの工作物があ

る。北東の根元にはチヂミザサ、カラムシ、イノコズチ、アシボソ、カラスビシャク、

ヘビイチゴ、カタバ ミ、 ミズヒキ、イヌタデ、ジャノヒゲ、アキノタムラツウ、イ

ヌタデなどが生育 している。また、タブノキの芽生えが見られた (図2)。

土壌条件

表層上の土性は、黒味を帯びた壌土である。有効土層はlm以 上である。

病害虫

主幹は途中から腐朽し、北側部分にキノコが認められた。
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管理状況

かながわの名木 100選 の標柱がある。南側の下がった枝を 10本 程度の丸太支柱で

支えている。剪定はほとんど行われていない。枝条は太く、横に広がり笠形の樹冠

を呈している。

聞き取り調査

・関東大震災よりも以前に落雷を受けて主幹が損傷し、その後はそのまま特に治療は

行っていない。また管理も特に行っておらず、枝が茶畑にかかっても剪定はしない。

・枝にしてある支柱は、地元の人たちで取り付けたものであり、 1000年 位経つと枝

が地に着くといういわれがある。

その他

・タブノキの下に龍神様が祭っているお宮があり、ヘビ (ヤマカガシ)を 見た者は死

んでしまうといういわれがある。

・所有者の厚意と宝くじの補助金により木の下に遊具を設置し、夏などには近所の子

供達の遊び場となっている。

・戦時中は、木の近くの上手に防空壕を堀り、避難した。

・収穫した茶の葉を袋に詰めて置いておくと、日陰で涼しいために、赤くならずに助か

る。

・昔からこの周辺の人々の生活の中に関わりのある木として大切にされている。

Bttu出

ン 慨した串分

図3 南 制から見た幹の状況

―‐
―‐
Ｕ

‐―
‐Ｉ
Ｕ

‐‐――――
‐‐――‐‐
盟

為
″

図 2 タ ブノキの周辺状況
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(2)七 沢神社のケヤキの調査結果 (写真 3、

樹 種  ケ ヤキ 盈 わ a s2/rα勉

厚木市保護指定樹木

指定 昭 和 57年 7月 1日

所在地 厚 木市七沢

調査日 平 成 6年 9月 20日

樹 形

〃

く
卜
Ｔ
Ｉ
Ｉ樹  高

胸高直径

枝 下 高

枝  幅

根元幹周

根の状態

18.5m

130 cm

4.5m

E 1 0 , 7 m、 W 6 . 4 m、

S5.3m、  N8.9m

697 all

根張 りは普通。

根張周 1,155 clll

その他

幹の西側、根元から6.6mま でだいぶ程

? P ?背 ` "′

図4 七 沢神社のケヤキの周辺状況

から樹皮が巻き込んで 2本 の幹となり、足のようになって支えている。北側は根張

りもあり、太くしっかりしている。一方、南側の幹は一時樹皮が巻きはじめてから

後に枯死し、現在はその内側の部分に樹皮が巻き込んで幹のようになっている。一回、

二回と回を重ねて腐朽し、一部に回復して肥大した部分も見られ、樹幹全体として

は複雑な形状を呈し、自然樹形が完全に崩壊している (図5、 6)。

樹 勢

葉の状態

葉の大きさ、形状はやや小さく、歪みがある。樹冠先端部にやや黄緑色の葉がみられ、

枝葉の密度もやや少ない。

枝の状態

枝は短小となり、細い。枯れ枝は少しあるがあまり目立たない。

生育状況

幹の空洞化や、枝葉の状態からみるとやや悪い状態である。

生育環境

周囲の状況

南東向きに緩く傾斜 した小丘で階段状になったところに位置し、南側の lmの とこ

ろには神社の境内に続く石段や、東側の根元の法面下には幅 3mの コンクリー ト道

路などの構造物がある。その法面にはアズマネザサ、ヤマグワ、ヒガンバナ、カヤ、

ゴヨウアケビ、ヘクソカズラ、カラムシなどが生育している。周囲には民家や畑があ

る。現在の環境は良い (図4)。

病害虫

幹内部は腐朽し、空洞化した部分にキノコが認められた。また、枝には中央径 60

allのヤ ドリギが直径 2 5 clllの枝 6本 に寄生しており、被害の程度は樹勢に影響を与
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えるほどではない。北側地上高 14mの ところの枝 2本 (直径 8 all、1 5 all)に約

lmに わたって、淡褐色のこうやく状のキノコが認められた。

管理状況

指定樹木の標柱はあるが、柵や支柱はない。東南側に2.5mの 太い枝の古い切り口

がある。剪定はほとんど行われていない。

聞き取り調査

・昭和の初め頃の落雷により樹幹に損傷を受け、空洞化した。以後そのまま特に治療

等は行っていない。

・10年 位前にどんど焼きの火がケヤキに燃え移ったことがある。

・以前は、東側の道路は未舗装の 6尺 (約 1 8 0 cIE)の道であったのを、道幅の拡幅、

コンクリー ト舗装と排水管の埋設を行ったために、ケヤキの根が切断され、そこか

ら腐朽が進行していったものと考えられる。

そ の 他

。現在あるケヤキの西側に石段を挟んで対になるような形でもう1本ケヤキがあったが、

その場所に 「庚申御縁年記念碑」を建立するために、また枝が落ちて危険だという

こともあり、昭和 55年 に地元の業者によリケヤキを伐採した。その際、切り株を

掘り取った。堀り取った切り株は、現在上段の広場の片隅に置いてある。
。このケヤキは現在あるケヤキと同様にまっすぐ伸びており、枝にコブが 20～ 30

か所付いていたという話である。

ン物物 枯死した部分

帖死 した郎分

H朽 の出行している部分

図5 西 側からの側面図

図6 東 側からの側面図
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今後の対策

現状よりもさらに樹勢が衰えないようにするためには、

位)腐 朽部調査

樹勢回復させるための一策として、幹の腐朽上部と根部の腐朽状況について精

査する必要がある。

12)土壌調査

土壌および細根の生育状況について、詳細な調査を要する。

両調査を行った後に樹勢回復策を講ずることが望ましい。
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写真 1 煤 ヶ谷のしばの大木 (タプノキ)

茶畑を前に、笠形の樹冠が美しい。 (1994.8.23)

写真2 燦 ,容のしばの大木 (タプノキ)

幹と枝が年月をしめしている。 (1994.8.23)
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写真3 七 沢神社のケヤキ

自然樹形が失われて幹が2本の

足のようになっている。

(1995, 2. 14)

七沢神社のケヤキ

(19 9 5 .  2 .  1 4 )

写真 4
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平成6年度 自 然保護センター野外施設の水量調査

とりまとめ :長門 渉
辛

調査者 :松本カヨ子
米*、
坪井弘行

期
、山室京子

料
、鈴木知子

中*、

松本好郎
線
、渥美誠寛

Ⅲネ
、白鳥元己IⅢ、木村博治

料
、

酒井 勲
料
、中島滋俊

キ
、)il村優子

中
、細谷精二

*

Note on Quantity of water in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center.

Wataru NACATOキ

Kayoko MATUMOTO半
ネ
,Hiroyuki TUBOIⅢ ち Kyouko YAMAMURO卒

率
,TomOko SuzuKl率

率
,

Yoshio MATUMOTOⅢ
キ
,Nobuhiro ATuMIⅢ

キ
,Motomi SHIRATORIネ

十
,HirOil К lMURA率

卒
,

lSaO SAKAFネ ,Shigetoshi NAKAJIMA率 ,Yuko KAWAMURAや and Setti HOSOYA・

調 査 目 的

自然保護センターの野外施設の環境のなかで、重要な位置を占めると考えられる水の状

況を把握するため、野外施設に流入する水量を知ることを目的としている。

なお、この調査は平成 5年 8月 より実施し、継続しているものである。

測 定 場 所

野外施設に流れ込む沢の 2か所に設定した (野外施設の公開エリアの最上部に位置す

る) (図 1)。

測 定 方 法

測定場所の沢の流れをビニール袋で制限をし、 5秒 間に流れる水を全量このビニール袋

に採り入れ、計量カップ (2,OtXlcc)で計量をした。各測定毎に3回 以上の計量を行い、

1秒間当たりの水量の平均値を算出した。

測定は平成 6年 1月から12月 までほぼ月に1回の割合で合計 17回 の測定を行った。

測 定 結 果

測定結果は表 1～ 3に示したとおりである。

この結果より、ポイント1で は通常1,mttc/sec前後、ポイント2で は5tXlcc/sec

前後の水が流れていて、 2か 所の合計で1,6∞cc/secの水が野外施設へ流れ込んでいる

と考えられる。この水量は平成 5年 度資料 (柳下 1994)に 推定された数字2,60陸c/

secより1,側位c/secも 小さい量である。平成 6年度の天候は小雨傾向であったが今回の

結果もこの傾向を反映していると考えられる。

*神 奈川県立自然保護センター  Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

**七 沢かわせみの会  Nanasawa Kawasemi Nature Observation Club
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雨量のデータは林業試験場の雨量計が不調により使えず、神奈川県気象月報 (日本気象

協会 1994)で 自然保護センターに最も近いと考えられる海老名観測所の降水量を使

用した。したがって、降雨による増量の影響については、平成 5年度資料と同様の比較は

できないが、今回のデータでも3日後程度まで増量の影響がみられた。

今後も継続的に測定を行っていく予定であるが、さらに詳細に分析 ・検討を加えるため

にはいままでの月一回程度の頻度を週一回程度まで高める必要はあるだろう。

引 用 文 献

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

日本気象協会 1994

神奈川県気象月報平成 6年 1月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 2月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 3月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 4月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 5月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 6月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 7月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 8月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 9月 財 団法人日本気象協会

神奈川県気象月報平成 6年 10月 財 団法人日本気象協会

柳下良美 1994:平 成 5年 度自然保護センター野外施設の水量調査資料 神 奈川県立

自然保護センター報告 11:173-178
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表 1 ポ イント1に おける測定水量

調 査 日  気 温  水 温 測 定 回 数 各 回 水 量  秒 当 水 量  平 均 水 去

時 刻    ℃    ℃    回      C C     C C / S e c   c c / s e c
l . 5 0      -     5 . 0        4       8 5 0 0       1 5 0 0     1 2 4 0 . 0

10:30～ 7 0 0 0

5 5 0 0

8 0 0 0

1 4 0 0
1 0 6 0

1 2 0 0
Z . Z 7

1 0 : 5 0～

9.5 11.0 4       6 2 0 0

6 0 0 0

1 2 4 0     1 1 7 0 . 0

1 2 0 0

5300      1060
5900      1180

5 . 2 7

1 0 : 4 0～

10,0 8 0 0 0

6 7 0 0

8 0 0 0

1 5 0 0

1 5 4 0

1 6 0 0

1515.5

4.IU

l l : 5 0～

W.U ll.じ わU Oじ

5 5 0 0

6 8 0 0

l U Oロ

1 1 0 0

1 3 8 0

llbb.b

4 . Z 9     1 8 , 0   1 4 . 0

1 0 : 4 8～

50 0 0

5 5 0 0

5 5 0 0

1 0 0 0

1 1 0 0

1 1 0 0

1066,7

め,  b    Z l . U  1 4 . U

1 5 : 5 0～

1 7 Uりじ

1 6 2 5 0

1 7 2 0 0

b 4 υ 0     5 b 0 0 . も

5250
5440

5 ,  じ    1 8 . b   1 5 . 0

1 3 : 5 0～

12200

14200

12800

2440    2615,5

2840

2560

わ. Z Z     1 / . U   ユ 0 . U

l l : 0 0～

DO U U

5 8 0 0

5 1 0 0

l l Z 0

1 1 6 0

1 0 2 0

1199.じ

5 . Z U     Z O。 0  1 0 . U

l 1 3 1 6～

5900    4500.0

4100

4900

19500

20500

24500

じ.Zじ     ZZ.U  l′ ,U UじUu
9100
6500

1じじU

1 8 2 0

1 2 6 0

lじ4じ .′

7.51    27,0  20.0 7000

7500

8500

1 4 0 0     1 5 5 5 . 5

1 5 0 0

1 7 0 0

8 . 2 8     2 8 , 0   2 1 . 0

1 1 : 1 7～

4700

5300

5400

940

1060
1080

1026.7

u . Z 5     2 0 , 9   1 B . 0

1 0 : 4 0～

14200

16400

18700

2じ40    5155.5

5280

3540

10.25    18.0  15.0

10:45～

10500

10300

10000

2060    2040.0

2060

2000
10.じ 0 18,0  16.0 5Z00

4500

4700

1 0 4 0

9 0 0

9 4 0

950.0

l l . z r    ェ 1 . u   lり .め

1 1 : 0 0～

4 7 uロ

56 0 0

5 1 5 0

υ4u     l u b U . u

l 1 2 0

1 0 3 0

1 2 . 2 5     1 1 . 0

1 0 : 4 5～

22 0 0

2 5 0 0

2 8 0 0

4 4 0

4 6 0

5 6 0

口.0 485.7



表 2 ポ イント2に おける測定水量

調 査 日 気 温  水 温 測定回数 各 回水量  秒 当水量  平 均水量

10:45～ 2 5 0 0

2 7 0 0

4 6 0

5 4 0

2.27 7.0 12.0 5      2900 580 555.5

2700       540
2700       540

5 . Z 7

1 1 1 0 0～

8.0 12.0 2 1 0 0

5 2 0 0

2 8 0 0

2 8 0 0

4 2 0

6 4 0

5 6 0

5 8 0

54b.0

4.10 12,0  15,0 5 0 0 0

3 0 0 0

5 0 0 0

じ00

600

600

600.0

4 .イV     Z U . U   1 4 . U

l l : 0 0～

Z O U U

2 0 0 0

2 8 0 0

4 6じ

4 0 0

5 6 0

4′ じ.も

b .  5     Z O . 0   1 5 . 0

1 3 : 4 5～

40 0 0

5 0 0 0

4 9 0 0

9 Z 0

1 0 0 0

9 8 0

9じ 0.7

b .  0    1じ , b   l D . U

1 4 : 0 0～

ZけOU

2 8 0 0

3 0 0 0

めじU

5 6 0

6 0 0

bUU.U

5 . Z Z     I B . U   1 5 . 0

1 1 : 1 5～

24 0 0

3 1 0 0

3 1 0 0

4 8 0

6 2 0

6 2 0

575.5

わ. Z V     Z U . U

l l : 2 1～

10.U υUUU

1 0 2 0 0

9 5 0 0

lじU U

2 0 4 0

1 9 0 0

lUlじ .b

じ .Z0 ZZ.0  1じ .0 5 5 0 0

5 5 0 0

5 5 0 0

7 0 0

6 6 0

7 0 0

じUO.7

′.●ユ ZO.U  lr.U 0′U U

3 5 0 0

5 2 0 0

′4 U

6 6 0

6 4 0

じじじ.U

U . Z U     Z U . 0   1 8 . 0

1 1 : 2 6～

2U 0 9

2 7 0 0

2 5 0 0

5じ9

5 4 0

5 0 0

555.5

V . Z D     Z l , U   Iア . U

1 0 : 5 0～

じ5 u u

5 0 0 0

4 5 0 0

0 0υ

6 0 0

9 0 0

′Zυ .U

l U . Z b     1 7 . U   1 5 , 0

1 1 : 0 0～

b Z 0 0

3 9 0 0

5 4 0 0

6 4 0

7 8 0

6 8 0

700,0

10。 50 17.0  15.0 2 1 0 0

2 0 0 0

2 7 0 0

4 2 0

4 0 0

5 4 0

455.5

l l . Z′    l l . U   I Z . U

l l : 1 0～

Z U O U

2 3 0 0

2 4 0 0

4 U U

4 6 0

4 8 0

44じ .7

1 2 . Z 5     1 9 . 0   1 2 . 0

1 0 : 5 5～

1 2 0 0

1 6 0 0

1 9 0 0

2 4 0

5 2 0

3 8 0

515.5



156

表3 平 均水量と降雨量との関係

調査 日 平 均水量  cc/sec 直近 の雨量
*
降雨後 日数

ホ
・
イント1 ホ

・
イント2 降雨 日 an

1.30     1240.0

2.27     1170,0

3.27     1513.3

4,10     1153.3

4.29     1066.7

5。 5     3863.3

5. 6     2613.3

5。22     1100.0

5。29     4300.0

6.26     1646.7

7.31     1533,3

8.28     1026.7

9.25    3153.3

10。23     2040.0

10。30      980.0

11.27     1030,0

12.25      486.7

1.28～29

2.21

3.22～24

4.7～ 9

4.28

5, 4～ 5

5。 4～ 5

5,18

5.26-28

6.24

7.29

8.20-22

9.22-25

10.20-22

10。29

500.0

553.3

545,0

800.0

473.3

966.7

580.0

573.3

1913.3

686.7

680,0

533,3

720,0

700.0

453.3

446,7

313.3

1日

6日

3日

1日

1日

降 雨 中

1日

4日

1日

2日

2日

6日

降 雨 中

1日

1日

7

41

56

9

1

3 8

3 8

1

7 9

1

1 6

6 6

4 8

4 3

5

*神 奈川県気象月報 (日本気象協会 1994)の 海老名観測所の降水量を使用。



神奈川県立自然保護センター報告第12号                           157

平成6年度 自 然保護センター野外施設の水温調査資料

大野啓一朗
率.増子忠治

*・
門脇厚子
*・
小宮卓二
*・
森尻雅樹
料

Note on Water temperature in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Kelichiro OHNO来 ,Tadahan】 MASUKO辛 ,Atsuko KADOWAKIキ ,

T a k u i i  K o M I Y A * a n d  M a s a k i  M o R U I R I弟 十

調 査 目 的

自然保護センターの野外施設の特徴である谷戸地形の環境を支える水の現状を把握する

ための基礎調査として、沢や池沼の水温の測定が行われ、昨年に引き続き平成 6年 の結果

をとりまとめたので、ここに報告する。

調 査 方 法

調査は毎朝 1回、午前 9時 から10時 頃の間に、野外施設内の 6か所の調査ポイントを設

け、順次に周って行われた。各ポイントにおいて、水面下 5～ 1 0 allぐらいのところに電

子温度計を2～ 3分 間放置し測定された。また10月からは調査ポイントを1か所増やし

(st.7)、 7か所で測定が行われた。

調 査 場 所 (図1)

調査ポイントは、流水域か ら3か 所 (st.1、5、6)と 止水域から3か 所 (st.2、3、

4)を 選んだ。流水域の 3か 所のうち、st.1は谷戸の南側を流れる沢の最下流部、st.5

はその上流部で保護区 (一般者の入場不可)か ら出てきた最初のポイントである。st.6

は谷戸の北側を流れる沢の流れの途中に位置する。 3か 所の止水域のうち、st。2は 谷戸

の下部で、湿地の間を曲折しながら流れてきた水が、最終的に停滞する池の水際に位置する。

st.3は谷戸の湿地中央部、整備された池の水際に位置する。st.4は谷戸の湿地に流れ

出た水が最初に停滞する池の水際に位置する。st.7は、st.3のすぐ下の池の水際に位置す

る。

また、この池では、7月 頃から池の水の色が赤褐色になるという変化が観察されている。

調 査 結 果

以上の設定で調査した結果は表の 1-3の とおりである。気温は自然保護センターに隣

接する林業試験場に設置してある百葉箱の記録が参照された (林業試験場  1994)。

単位はすべて℃である。空欄は未測定のため記載されなかった。

*神 奈川県立自然保護センター  Kanagawa Prefecturd Nature Conservation Center

**現 神奈川県都市部都市公園課

Citypark Planning E)ivision of Kanagawa Prefecture Covernment
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自然保護けター野外捷設 水 温測定結果 '94.1
日 気 温  st.l st.2 st.3 st.4 st.5 st,6
1    3.54

2    2.50

3   3 . W

4    5 , 1 9   3 ` 4    2 . 7

5   3 . 3 3   3 . 0   2 . 4

6    3.82    4.5    3.0

7    2 . 7 1    4 . 0    2 . 5

8   1 . 1 4   4 . 5   3 . 0

9    3.24    2.1    1.9

10    6.44

11    4.99    5。5    4.3

12    6.03    5.6    3.2

13    5.03    5.8    4.4

14    3.32    4.8    4,3

15    1.48    3.3    2.9

16    2.63

17    7.77    3,3    2,9

1 8   7 . 8 3   7 . 8   7 . 9

19    1.42    4.8    4.5

20    0,78    3`4    2.7

21    1.62   4.1   2.9

22    0.10    2.6    2.1

23    1.76    1.4    2.4

24    1.18

25    2.17    1.3    2,4

26    6.17    1.2    2.3

27    5。68    3.3    1.6

28    0,98

29    0.60

30   -0.45

自然保護センター野外施設 水 温測定結果 '94,2
日  気 温  st.l st.2 st.3 st.4 st.5 st.6
1  1.01  1.9  1.7  3.3  2.6  6.3  9.1

2    2.56    2.3    2,0    3.3    3.0   6,1   10.0

3   -0.09

4   0.79

5   3 . 3 1    1 . 4   1 . 9

6   5.65    1.9   2.6

7    6 . 1 4    1 . 8    2 . 5

8    5.08    3.0    5.0

9   6.52   5.0   4,5

1 0   2 . 9 8   3 . 3   3 , 1

11    1.52   0。9   2.4

12   -0.20

13   -0。31

14   ～0.64    0.4   1.4

15   2,09   0。 9   2.0

16    4.18    2.4    3.0

17   2.67

18    3`44    1.0    2.0

19   5.52   2.1   2.6

20   6.42   2.2   2.8

21    7.34

22    5.35    2.7    2.3

23    2.82    2.0    2.1

24    1.98    1.3    3.1

25    4.12    2.0    2.3

26    4.18

27    4.49

2 8  4 . 1 7  4 . 0  4 . 3

4 . 1    3 4 0    7 . 1   1 0 . 3

4 . 1    2 . 6    6 . 8   1 0 . 0

4 . 1   3 . 6   7 . 5   1 0 . 5

3 . 2   2 . 4   6 . 8   1 0 . 1

4 . 1    3 . 6   7 . 5   1 0 . 0

3 . 7   2 . 9   5 , 9   9 , 6

3 . 7   5 . 1   3 . 1   1 0 . 6

3 , 6    5。0   7 . 6   1 0 . 7

5 . 8   4ム9   8 . 5   1 1 . 0

5 . 0   4 . 9   6 . 5   8 . 9

4 . 3   3 . 3   7 . 0   1 0 . 1

4 , 3   3 . 3   7 . 0   1 0 . 1

7 . 8   7 . 5   9 . 5   1 1 . 6

4 . 8   4 . 6   7 . 4   9 . 7

4 . 1   3 ` 9   6 . 3   9 . 6

4 . 1    3 . 9   7 . 1    9 . 9

4 . 1   3 . 6   6 . 1   9 . 3

3 . 3   3 . 3   5 . 4   9 . 1

1 . 3   1 . 9

1 . 2   2 . 0

4 . 3   3 . 1

3 . 7   3 . 4   5 , 9   9 . 7

4 . 0   3 . 6   6 . 8   1 0 . 5

3 . 6    3 . 4   6 . 5   1 0 . 1

6 . 0   6 . 0   8 . 0   1 0 . 5

5 , 9   5 . 5   8 . 1   1 1 . 2

5 . 3   4 . 5   7 , 3   1 0 . 7

4 . 3   4 . 0   5 . 4   9 . S

4 . 1    9 . 0

5 . 5   9 . 3

6 . 5   1 0 . 0

5 . 4    9 . 5

7 . 1   1 0 . 9

7 . 4   1 1 . 0

5 . 1    9 . 0

5 。1   臥 2

7 . 5   1 0 . 9

31    0.46    0.7    2.1    3,7    2.0    5。0    8.8

]ユ投身   3.14   3.65   3.11   4.03   3.65   6.59   9.06

自然保護ウター野外掩設 水 温測定結果
'94.3

日  気 温  st.l st.2 st.3 st。 4 st.5 st.6
1    6.45    5.0    4.8   6.8    5.9   8.6   11.7

2    5.46    5.3   5.8   7.6    6.5    8.1   10.6

3    4.56

4    5.67    5.3    5.5    8.2    6.5    8,5   10.?

5    4.04    4.5    5。6    7.6    6.1    7.6   10.8

6    4.05    3.3    3.4    6.6    4.5    7.1   10.1

7    4.48

8    6.07    5,9    6.4    7.5    6.9    8.6   10.7

9    9.75

10    4.38    7.5    7.9   8.6    8.1    8.5   10.2

1 1   3 . 9 4   6 . 5   7 . 5   7 , 1   7 , 1   8 . 7   1 0 . 9

1 2   4 , 3 3

13    4.15    6.8    7.6    7.0    6.5    8.5   10`8

14   3.49   5.6   5。5   7.3   7.5   8.6   10.7

1 5   2 . 9 7   5 . 1   4 . 9   6 。9   5 . 6   8 . 5   1 1 . 6

1 6   4 . 0 1    3 . 4   4 . 5   6 . 1   4 . 9   8 . 2   1 1 . 2

17   6.45

1 8   3 . 9 9   5 . 1   5 , 6   7 . 8   6 , 0   7 . 6   9 . 9

19    6.99    6.9    7.8   8.3    7.8    9.1   11.8

20    7.32    7.0    7.5    8.0    0.1    9,3   11.5

21    5,92    5.8    5.6    8ち6    6.6    8.9   11.3

22    3.34    5.3    5.5    8.5    6.6    8.1   10.7

23    4.69    5.9   6.3    7.5    6.5    7.8    9.8

24    9.19   10。2   11.5    8,9    8.7   10.7   11.8
25    6.97    6.8    7.3    9.8    6.5    9.8   11.8

26    5.25    6.8   10.2    9.8    8,1    9.7   12.0

27    5。39    5.0    7.0    9。2    5.1    9.6   12.5

28    8.80    5.6    6,6    8.9    5,5    9,2   12.0

29    9.40    7.3    8.7    9.8    8.1   10.8   13.0

30    6.37    7.0    8.7   10.5    7.1    9.6   11.9

31    8,79   6.9   9.0   11.6   8.1   11.0   12.9

引F上身   5.72   6.01   6.80   8.25   6。77   8.87  11.27

対「貴,   3.32   2.13   2.61   4.58   3.79   6.56  10。 10

自然保護センタヽ野外施設 水 温測定緒果
194.4

日 気 留ユ st.l st,2 st。 3 st.4 st.5 st.6
1   12.13   7.4   7。9    9.9   8.7   11.0   13.2

2   13.55   13.1   13,8   13.4   12.l   ll.7   12.8

3   12.19   10。3   14.l   13.3   10,0   12.1   13.9

4   10.61

5   14.06   10.5   12.S   15.0   12.3   13.0   14.5

6   14,92   1140   13.0   15.7   12.4   13.2   14.4

7   14.68   11.3   13.2   16。3   13.0   13.8   14.6
8   10.59   11.6  13.0  15.3   12.7   13.2   12.4

9    5,99   10.5   13.5   12.9   10.5   11.6   12.9

1 0   7 . 3 8   8 . 3   1 1 . 2   9 . 5   9 , 2   9 . 8   1 1 . 6

11   10,97    9.7   13.0   12.6   10,9   12.2   13.8

12   12.91   11.0   13,8   14、7   12.7   13.3   14.0

13   14.86   16.4   16.8   16.2   15。2   13.8   14.4
14   10.10   11.5   13.5   14.3   12.1   11.9   13.0

15   11.84    9.9   11.l   i4.0   12.0   11.5   12.5

16   13.20   11.0   13.5   15.5   11.9   13.6   14.9

17   14.98   12.5   14.8   16.9   13,1   14.0   14.2

18   11.29   11.3   14.0   16.7   13.0   13.2   14.0

19   12.84   14.3   16.6   15.6   13.4   14.0   15.0

20   11.37   12.8   15,4   16.3   13.0   13,3   13.8

21   16.72   12.5   14.6   15.6   13.5   13.8   14.6

22   14.19   12.1   13.6   19.5   13.3   15.5   16.0

23   14.15   13.5   16.3   18.0   1S.4   14.2   14.4

24   15.61   13.6   16.5   17.6   15,4   14.3   14.5

25   15.08   14.6   17.8   18.3   16,0   13.9   14.3

26   16.26   13.8   16.l   17.9   15,3   14.8   15。1
27   15,17   13.6   17.0   18.5   16,0   13.8   14.3

28   13.52   13.5   16.2   18.6   15,5

29   14.98   12.5   13.3   16.3   12.9   13.7   14.2

30   14.48   12.8   14.5   17.4   13.9   13.9   14.2

5 . 5   4 . 3   7 . 3   1 0 . 2

5 . 0   4 . 1   7 . 0  1 0 . 2

5 。3   4 . 3   5 . 9   9 , 7

4 . 6   3 . 7   6 . 6   1 0 . 7

6 . 1    5 . 5   7 . 9   1 0 . 1

表 1

対二党身  13.02  11.97  14.16  15.57  12.92  13.15  13.98



1 6 0

自然保護セカー野外施設 水 温測定結果
'94.5

日  気 材l st.l st.2 st.3 st.4 st.5 st.6
1   13.91   13.2   15.2   16.9   14.7   13.1   13.8

2   10.52   12.4   13.8   15.6   13.6   12.3   13.2

3   13.36   13.8   14.6   14.9   14`1   13.0   13.8

4   16.85   13.6   15.6   16.2   15.0   14.0   14.0

5   19.05   17.4   19.5   18.3   16.8   14,7   14.9

6   15.11   14.l   17.9   16.4   13.7   13.8   14.1

7   16.63   12,8   16.8   19.0   12.9   14.1   14.5

8   18.44   14.0   18.8   20.8   15。2   15.1   15.3
9   15。92   13.4   14.7   18.8   14.7   14.5   14.6

10   16.23   13.7   15.6   19.8   15.6   14.6   14.7

11   15.61   14.6   17.6   19.2   17.3   14.4   14.5

12   15,98   16.6   17,7   17.8   16.5   14.5   14,7

13   16.33   13,8   15.5   17.4   16.2   14.1   14.4

14   17.99   15.2   19.8   19。4   16.3   14.9   14.8

15   16.22   15.4   18.2   19.9   17.7   14.5   14.5

16   22.18   18 7   23.0   21.1   17.4   15.3   15.3

17   19.12   17.1   22.9   21.2   17.7   15.6   15。4
18   13.85   13.6   13.3   19.0   16.0   17.0   14.5

19   17.09   14.0   15,4   18.3   15.2   14.2   14,3

20   14.47   13.9   16.1   18.8   15,8   13.6   14.0

21   14.50   13.2   16.1   18.6   13.6   13.9   14.1

22   16.43   14.2   17.4   18.6   15,8   14.2   14.5

23   18.40   14.1   17.5   19,0   16.1   15.0   14.8

24   19.00   14.8   16.9   20.5   16.1   15.2   15.0

25   18.57   15。8   18,0   22.0   17.1   15.6   15.3

26   18,40   16.1   19.4   21.6   18.2   15.3   15,0

27   21.00   16.2   20.2   19.8   18.9   15.0   14.9

28   17.78   16.3   19.3   18.8   17.0   14.3   14.2

29   17.34   16.7   20.1   18.7   17.1   14.8   14.5

30   18.18   16.7   19.4   19.5   17.7   15.2   14.0

31   20.13   16.9   23,4   22.3   19,2   15.6   15,1

平均 16.92 14.91 17.73 18.研 16.10 14.56 14.54

自然保護センター野外施設 水 温測定結果
'94.7

日  気 温  st.l st.2 st.3 st.4 st,5 st.6
1   22.78   19.4   22,0   22.3   20.0   16.9   16.0

2   27.66   20.7   24.2   24.3   21.2   18.1   17,1

3   28.08   21.0   26.0   25,8   21.5   19.0   17.1

4   26.45   21.9   25.3   27.5   22.7   18.7   17.4

5   26.59   21.3   23.4   26,7   21.6   18.7   17.0

6   26.65   22.0   25.6   27.8   22.7   19.1   17.4

7   22.77   22.4   24。3   26.0   22.6   18.1   16.8

8   23.91   22.7   24.2   23.6   22.1   18.7   17.6

9   22.44   20.4   22.5   23.4   22.2   19.5   18.5

10   22.95   20。4   23.2   22.5   19.7   17.2   16.3

11   25.54   22.1   24.0   22.4   20.0   17.5   16.5

12   25.98   23.4   26.4   25.1   21.0   15.4   16.6

13   23.41   20。6   22.5   22.8   19.5   16.0   15.4

14   24.22   22.2   24.6   23.7   19.7   16.4   15.6

15   25.81   22.5   24.7   23.6   19,0   16.9   15.7

16   26.78   23.2   25.7   25.6   20.8   17.7   17.8

17   26.33   22.9   25,7   26.4   20.7   18.3   16.5

18   24.39   22.2   25.8   26.8   21.7   18.2   16.9

19   24.38   22.8   25.0   24.7   20.9   18.4   17.8

20   24,69   22.1   24.6   25.7   21.0   13.5   17.6

21   25.32   23.2   25.0   25.2   20.3   18.6   17.4

22   24.56   22.7   24.4   24.1   20.9   18.3   17.0

23   25.07   22.0   24.7   25.0   20.4   18.6   17.4

24   25.42   22.5   24.8   26.3   21.0   19。2   17.8
25   25.09   22.0   24.3   26.7   21.3   18.8   17.4

26   25.91   22.6   25.2   28.3   22.3   20.1   18.8

27   26.11   23.2   27.3   29.3   2218   20.1   19。3
28   27.60   23.3   27.1   29.2   22.3   20.2   19.3

29   24.78   23.0   25.6   27.1   23.4   20.3   19。3
30   26.01   25.2   28.3   28.3   23.9   21.7   19.5

31   27.63   23.8   27.3   28.7   22.9   20.9   18.6

平均 25。35 21.54 24.96 25。64 21.34 18.52 17.40

自然保護センター野外施設 水 温測定結果
'94.6

日 気 温  st,l st。 2 st,3 st.4

1   19.71   16.1   19.5   20.7   18.7

2   19,04   15.7   18.6   20.4   17.8

3   19.69   15.7   17.9   20.7   17.4

4   21.69   15.7   18.2   22.1   18.0

5   20.47   16.7   19.6   21.4   18.8

6   19.94   16.8  20.0   23.0   20.4

7   19.29   16.6   19.7   20.3   20.9

8   19.55   16.5   18.7   20.7   18.4

9   18.24   17.3   20.3   20.7   19.2

10   19.84   17.4   18.9   19.2   18.2

11   20.92   18.8   22.1   21.6   20.2

12   19.15   18.0   21.6   21.6   19.5

13   20.30   18.2   21.0   20.8   19.0

14   21.04   17.5   20.7   20.5   19.9

15   20.55   18.6   21.4   21.6   19.2

16   19,39   17.9   21.3   22,3   20.3

17   19.48   16.9  20.3   21.3   17.4

18   19。33   18.3  21.4   22.6   19.7
19   15.15   18.0   19,1   20。6   18.5
20   14.06   16.7   17.0   16.5   16.7

21   13,88   18.7   19.2   17.7   17.1

22           19.3   20.9   19.6   18.0

23          20.0   21,8   21.4   19.8

24           19.3   20.6   20.9   19.3

25           19.1   21.3   21.2   19.9

26           20.0   22.0   21.3   18.7

27           18.7   21.9   22.7   19.4

28           18.5   21r4   22.4   19.1

29           18.5   19.7 ・ 21.5   19.4

30   22.64   19.1   21.1   21.3   19。3

sし. 5  s t . 6
15.2   14.9

15.4   15.1

15.5   15.2

15.8   15.5

15,9   15.3

17.4   16.8

17.2   16.5

16.l   15.5

15.8   15.3

15。5   15.8

16。3   15.8

16.0   15.4

16.2   15.6

16.7   16.5

16.8   15.9
16.6   15.8

16.3   15.8

16.4   15.8

16.5   16.3

14.8   14.7

15,3   15.2

16.2   15.6

16.2   15.6

16.0   15.5

16。4   16.3

16.5   15,9

17.3   16.5

17.2   16.1

16.3   15,6

16.7   15.8

]F】身  19.24  17.32  20。 26  20.95  18.94  16.22  15.72

自然保護センター野外施設 水 温測定結果
'94.8

日  気 温  st.1 8t.2 st.3 st.4 st.5
1   28。27   21.4   25.9   27.4   21.8   19.6

2   28.77   22.1   26,3   28.0   21.4   17.7

3   23.72   22.1   26.1   28.6   22.0   20.1

4   23.63   22.4   26,3   29。1   22.1   20.1

s t . 6

1 7 . 2

1 9 . 8

1 8 . 5

1 8 . 0
5   27.84   22.2   27.1

6   26.68  24.0   29.0   29.5   24.5   22.0   19,2

7   27.65   24,0   29.1   29.1   24.2   22.0   19,0

8   27.19  23.7   28.7   29.5   24.2   22.0   19.2

9   26.62   23.5   29.0   29.5   23.0   20.0   18.0

10   26.48   23.0   28.5   29.1   24.6   21.0   20.6

11   26.63   24,0   26.7   29.2   24.5   21,0   1臥 0
12   26。22   24.0   27.5   29,0   24.1   21.0   1位 7

13   26.21   24.0   27.4   29.2   23.6   21.0   1α 0
14   26,68   23.5   27.0   28.5   23.5   21.5   19.0

15   26.52   22.7   29。1   28.0   22.8   20.6   19.3

16   25.75   23.0   29.3   28.2   22.5   20.0   19。2
17   25。98   23.0   29.6   27.2   22.4   20.5   1ユ 5
18   25.48   22.4   24.5   28.8   22.8   20.7   1q2

19   25,45   22.0   25.0   29.0   23.0   19.5   20.0
20   24.09   23.0   26.5   27.2   23.6   20.4   19,0

21   22.29   23.2   23.3   25.6   22.2   20.9   19.4

22   21.27   22.4   24.3   25.1   22.5   20.0   18.5

23   23.47   22.4   24.6   24,3   22.3   20,0   18。4
24   23.88  22,3   25。 4   25.5   22.3   20.5   19.0
25   24.39   23.3   25.6   26.5   23.2   19,7   18.4

26   24.99   24.0   27.5   26.5   23.4   20.5   19。4
27   25.18   24.8   29.2   27.1   22.9   21.5   20,1

28   25。96   25.1   29,0   25.6   23.0   21.5   19,7

29   26.10   25。1   27.6   27.1   23.9   21.0   1ユ 5
30   26。12   25.2   27.8   27。2   23.8   21.5   19.5

表 2



自然保護ウター野外施設 水 温測定結果
'94.9

日 気 江  st.l st.2 st,3 st.4
1   25.17   25.1   28.3   27.9   23.6

2   23.81   24.4   26.7   27.0   23.0

3   22.81   22.6   24.0   25.0   21.5

4   23.59   22.0   25.0   24.2   20。1

5  2 2 . 9 6  2 0 . 7  2 1 . 0  2 3 . 8  2 0 . 0

6   25.77   21.2   23.0   24.5   20.4

7   27.24   23.7   25.7   25.0   22.0

8   24.89   22.7   26.6   23.0   22.7

9   24.70   22.7   22.0   25.3   21.5

10   24.93   21.0   22.8   26.0   21.4

11   25,95   23.7   25.7   27.3   22.6

12   23.41   23.2   22.0   25.3   21.5

13   18,80   21.3   22.0   24.0   21.4

14   17.77   20.0   20.6   20,8   19,4

15

16

17

18

161

自然保護センター野外施設 水 温測定結果
.94.10

日  気 温  st.l st.2 st.3 st.4 st.5 st.6 st.7
1   22.55   21.6   22.0   21.8   20.7   18.6   17.3

2   20.15   20.3   20.6   21.3   20.0   17.6   16.4   21.4

3   19.65   19.7   20.1   20.7   19.2   17.6   16.8   21.1

4   17.70   19.3   19.6   20.5   19.1   17.4   16.8   20.7

5   18.57   18.4   18.7   19.4   18.0   16.8   15.8   19.5

6   19.26   18,3   19.0   19.5   18.1   17.1   16.0   19.0

7   19.98   18.4   18.8   19.4   18.0   17.4   16.6   20.1

8猟 話 最 ;地 :祐 :撒 :比 1最 :独 !
10   20.18   18.7   19.4   19。9   18.7   17.4   16.0   20。2
11   18.22   18.3   18.7   19.7   18.6   16.8   15.6   19.8

12   20.65   19.4   20.0   19.8   19。4   17.4   16.3   20.4
13   22.89   19,9   20.9   20.5   20.1   18.1   16.5   21.2

14   20。18   19.5   19,8   20.2   19.2   17.5   16.0   20.8

15   18.21   16.6   16.8   18.7   16.6   16.6   16.0   18.5

16   20.44   17.4   17.4   19.1   17.4   16.7   15.8   19.3

17   18.14   17,9   18.2   19.5   18.2   16.8   15.6   19.4

18   16.26   15.8   15.2   17.3   15.8   15.4   15.0   17.4

19   16.38   16。2   16.4   17.5   16.0   15.4   14.9   17.6
20   17.50   16,8   17.0   17.3   16.4   15,9   15。3   17.4
21   12.50  15.3  15,1   16.9   15.4   14.4   14.2   16.8

22   14.27   15.4   15.5   15.2   14.7   15,2   15.l   15,4

23   14,40   13.3   13.4   14.2   12.7   14.7   14.8   14.2

24   12.20   13.2   13.5   14.5   12,9   13.5   14.0   14.2

25   12.34   12.3   11.7   13.1   11.9   13.6   13.4   12.9

26   15,03   14.1   13.7   13.3   13.3   13.9   14.0   14.3

27   16.19   15.0   14.8   14.7   14.3   14.8   15.0   15.2

28   17.31   15.7   15,8   15.5   15。1   15.3   15.6   16.0
29   17.44   16.8   17.4   16.8   16.1   16.0   15,6   17.4
30   15。44   16.3   16.7   16.9   16.1   15。3   14.9   17.1

平再
~〒
万軍可干面
~豆
コ干百頭万百両奇戸預萌汀¬まま言稲高丁

自然保護センター野外施設 水 温測定結果
'94.12

日 気 温  st.l st.2 st。 3 st.4 st.5

1   8 . 5 1   4 . 6   3 . 7   5 。6   4 . 3   9 . 1

2   10.94    9.2    9.0    7.8    9,3   11,5

3    9,42    3.0    6。6    8.1    8.1   11,0

4   5 . 9 3   6 . 3   4 . 3   7 . 3   7 . 0   9 . 3

5    7.67    5.5    3.4    6.1    4.8    9.1

6   5.70   4.5   2.4   5.1   3.4   8.3

7   6.63   3.4   2.6   4.3   3.4   7.9

8    8.66    4.0    3.4    4.4    4.0    8.7

9   12.95    8.5    7.5    6.0    8.7   11.3

10    7.27    6.6    5.4    6,6    5.9    9.7

1 1   5 。1 4   5 . 9   4 . 8   6 . 0   4 . 9   9 . 1

12    9.12    8.1    7.8    6.9    7.9   10.9

13    9.19   7.9   7.0    7.5    8.0   10.9

1 4   5 . 8 8   6 . 4   5 , 9   6 。2   7 . 0   9 . 3

15    6.64    3.8    3.7    5.8    4.0    8.1

1 6    3 . 3 4    3 , 7    3 . 1    4 . 6    3 . 6    7 . 4

17    1.24    2.7    3.0    4.0    3。3    6.3

18    3.24    2.0    0.9    3.4    2.7    6.1

19    1.23    1.9    2.0    3.7    3.0    5.6

20    1.40    2.9    2.4    3.9    2.7    6.5

21    3.42    2.3    2.4    3.7    2.6    6.1

22    3.39    2.1    1.7    2,9    1.3    6.4

23    4.72    2.7    2.0    2.l    l.7    6.6

24    5.87    2.1    2.6    4,0    2.9    6.8

25    7.25    2.7    2.6    2,6    2.1    8.2

26    4.66    4.0    3.0    4.1    3.7    8.0

2 7   8 . 9 1   6 . 4   6 . 5   5 . 8   6 . 5   9 . 6

28    7.59   6.8   6。6    6.8    6.8    9.8

s t . 6   s t . 7

1 1 . 3   5 . 6

1 2 . 7   8 . 5

1 2 . 9   8。1

1 1 . 7   6 . 5

1 0 . 9   5 . 1

1 0。5   4 , 6

1 0。2   4 . 0

1 1 . 5   4 . 3

1 2 . 5   7 . 8

1 1 . 3   6 . 4

1 0 . 9   5 . 9

1 2 . 3   7 . 4

1 2 . 2    7 . 5

1 1 . 3   7 . 0

1 0 . 1   4 . 9

9 . 7   4 . 1

9 . 0   3 . 7

9 . 9   1 . 9

8 . 7   2 . 6

9 , 3   3 . 9

9 . 5   3 . 0

9 . 8   2 . 4

9 . 6   3。3

1 0 . 1    2 . 7

1 1 . 0   3 . 7

1 0。5   4 . 0

1 1 . 1   5 . 8

1 1 . 7   6 。9

19.4   19.6  20.7   19.5

20.3   21.0   21.0   19.9

22.1   22.8   22.0   21.4

21.4   22.0   22.7   21.0

19   19.91   21.2   22.0   22.9   21,0

20   21.27   19.4   19.1   21,0   18.6

21   22.02   19.6   20.7   21.7   19.2

22   19.83   19.6   20.3   21.2   19.7

23   19.27   19,7   20.6   20.0   18.8

24   18.91   19.1   19,4   20,1   18.8

25   20.51   20.1   20.7   19.8   19,4

26   20.61   18.5   19.6   19.5   18.3

27   18.86   18.7   19.3   20.1   18.9

28   19.00   18.9   19,4   19.7   18.8

29  21.27   19.4   19.5   19。 3   18.9

30   24.87   21.8   22.3   22.0   20,7

自然保護り,―野外施設 水 温測定結果
'94.11

日  気 温  st.l st,2 st。 3 st.4 st.5

1   11.58   12.2   12.4   14.4   12.6   13,0

2   11.71   10.2    9.1   12.5   10。1   12.5

3   11.15   11.9   11.7   12,7   11.1   13.1

4   1 0 . 9 4   9 . 5   8 . 2   1 1 . 3   9 . 7   1 1 . 8

5   10.77   10。1   10.0   11.0    9.5   12.2

6   13.26   12.3   12.2   11.9   11.6   13.1

7   14.90   13.5   13.5   13.0   13,1   14.2

8   10。26   10.8   11.0   12.1   11.7   11,9

9   10。10    7.6    6.8    9.9    7.5   11,7

10   11.79   8.2   7.4   10。0   8.6   11.9

11   13.47   11.0   11.2   10.8   10.1   13.0

12   13.81    9.7    8.7   10,9   10.3   13.2

13   14.22   10.1    9.8   11.5   10.7   13.2

14   10。19   11.7   11.5   12.1   11.3   12.6

15   7.82   8.5   6.9   9.9   9。 3  10.3
16   4.60   5.4   4.4   8.2   5,4   8.9

17   6.78   5.8   5.9   7.0   5.1    9.7

18   12.62   7.9   7.6   7.9   7.6   10,9

19   16.64   12.0   12.0   10.8   12.1   13.7

20   13.65   13.4   13.5   13.0   13.1   13.7

21   12.38   11.8   11.8   12.6   11.7   12.4

22    9.61   11.0   11.0   12.3   11.2   11.8

23    8.85    9.0    8.5   11.0    9。3   10.8

24    6.10    6.0    5.0    8.9    6.1    9.6

25    7.54    5.6    4.6    7.8    5,9    9.5

26    7.78    6.1    5。3    7.8    6.4   10,1

27    6.95    6.4    4.9    7.6    6.4    9,9

28    5.55    4.9    4.5    6.5    4.9    9.3

29    7.51    4.5    3.9    6.0    4.6    9,7

30    8.05    5.3    3.7    6。1    5.0    9.5

s t . 5  s t . 6

2 1 . 6   1 9 . 5

20.8   19.4

19.3   17.5

19.0   17.2

18.7   17.0

19.4   18.4

19.5   18.2

19.6   17.8

19,9  18.4

19.5   13.5

20.7  19.1

19.9   18.4

18.6   17.0

18.5   18.0

18,4   17.9

18.1   17.1

19.4   18.0

18,9   17.4

18.5   16.8

18.2   17.2

18.0   16.6

17.6   16.2

1 7 . 8  1 6 , p

17.4   16.0

18.0   16.8

17.3   16.5

17.1   16.0

17.5   16.6

17.7   16.8

19.1   18.0

平均 22.24 21.12 22.12 22.76 20.47 18.80 17.51

s t . 6

1 3 . 6

1 3 . 5

1 3 . 6

1 3 . 0

13.0

1 3 . 5

1 4 . 3

1 3 . 0

1 3。3

1 3 . 4

1 3 . 9

1 4 . 2

1 4 . 2

1 3 . 2

12.2

10.8

11.6

12.5

1 4 . 9

14.6

1 8 . 7

12.7

1 2 . 5

1 1 . 7

11.2

12.0

1 1 . 9

1 1 . 6

12.0

1 1 . 8

s t . 7

1 4 . 1

1 2 . 2

1 2 , 8

1 0 . 8

1 0 , 9

12.2

1 3 . 2

12.0

9 . 2

9 . 5

1 1 . 1

1 0 , 9

11.2

12.2

9.6
7.8

6.9

8.1

11.1

13.1

1 2 . 6

1 2 . 3

1 0 . 8

8 , 2

8 . 2

7 . 0

7 . 0

6 . 1

5 . 4

5 , 6
29    4.39

30   2.50   7.0   6.8   6。9   6.9  10.0   12.0   7.0

31   4.73

平均 6.05 4.90 4.24 5。 25 4.84 8.54 10.83 5.12丹子出身  10.35   9.08   8.57  10.25   9.07  11.57  13.08 1は 07

表 3





神奈川県立自然保護センター報告第 12号

平成6年度 自 然保護センター野外施設の気象データ

長門 渉
*

Data of weather in the Kanagawa Prefectural Narure cOnservation Center.

Wataru NACATO来

自然保護センターの野外施設の谷戸の環境を把握し、野外施設で発生したさまざまな自

然現象の基礎的データとして活用するため、気象観測(気温、湿度及び地温)を行い、そのデー

タをとりまとめたので報告する。

観測方法、データ処理方法は以下のとおりである。

1 観 測方法

ll)観 測機器

気温 ・湿度 i(株 )い す 製ゞ作所製 電 子式自記温湿度計

地   温 :(株 )い す 製ゞ作所製 電 子式自記隔測温度計

(2)設 置場所 :図 1参照

(3)設 置時期

温 湿 度 計 :平成 6年 10月 25日

地 温  計 :平成 6年 4月 26日

2 デ ータ処理方法

位)気   温

平   均 :3、 6、 9、 12、 15、 18、 21、 24時 の各正時値の8回平均値

最高 (低):任 意時刻の瞬間値中の最高 (低)

12)湿   度

平   均 :3、 6、 9、 12、 15、 18、 21、 24時 の各正時値の8回平均値

最   小 :任意時刻の瞬間値中の最小

13)地   温

最高 (低):任 意時刻の瞬間値中の最高 (低)

*神 奈川県立自然保護センター  Kanagawa Prefectur】 Nature Conservaばon Center
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年月 日

165

19 1  18 0   17 9  16 9

1 2  1   1 1  0   1 2  0  1 1  3

1 4 0  1 2 0  1 3 8  1 3 0

1 2 7  1 1 8  1 3 4  1 2 3

14 0  10 6    14 0  12 1

1 3  0   1 1  0   , 3  1   1 2 _ 7

平均モ最高モ最低モ 平均労最小% 最 高モ最低モ 最高モ最低モ

6. 5. l                                      13 0  12.1   13.0  12 5

1 2 . 8  1 1 2   1 2 . 5  1 1 5

12 1  11 0   12 0  11 8

14 9  12 0  14 0  12 0

15 4  14 2  15 0  13 9

14 5  13 0  14 0  13 0

14 0  12 0   13 4  12 0

14 9  12.3  14.1  12 7

14 8  13 2  14 0  13 1

15 0  13 0  14 4  13 0

14 5  13 8   14 2  13 9

14 4  13 4  14 3  13 7

14 8  13 0   14 0  13.2

16 6  13_6  14_9  13 8

15 2  14 5  14.9  14 3

17 1  15 0  16 S  14 8

16 8  15 1   15 0  15,1

15 8  14 0  15 2  13 9

15 0  13 8  14 1  13 8

14 2  18 0  14 0  13 0

13 7  12 0  13 1  12 1

14.3  13 0  14 1  13 0

15 3  13 2  15 0  13 5

16 0  14 9  15.8  14.1

lS l  14 8  16 0  15 0

18 0  15 2  16.8  15.3

19 1  18 0  17 0  16.8

18 7  17 2  16 9  16.1

1' 5  1S 5  17 0  16 5

17 7  15 4  17 5  16 5
S  5 31                                      17 9  16 2   17 9  16 9

平均                 1 6 . 5  1 3 9  1 4 9  1 3 . 9

6  5 10

6   5 11

6   5  1 2

6   5 13

8  5 14

6 5 15

6  5 1S

S  S 17

6 5 18

6  5 19

8  5 20

6  5 21

S  5 22

6  5 23

S  5 24

6. 5 25

6  5 26

6  5 27

6. 5 28

6  5 29

6  5.30

6  5 .

S  S

6  5

S  3

6  5

8  5

6  5
8  5 _

S  7

6  7

6  7

6  7

6  7

6  7

6  7

百

低

最

最

最高

最低

年月 日  気 温

B  S  2

6  6  3

6  6  4

6  6  5

6 . 6  S

6 . 5  '

6  6 . 8
6 . 6  9

6. S 10

0.  1 11

6   6  1 2
・
6  6  1 3

8  6 14

6  6 15

6. 6 1S

6  6 17

6. 6 18

6. 6 19

6. 6 20

6. 6 21

6  6 22

6  5 23

8  6 24

6  6.25

6  6 2S

6: S 27

6. 6.28

6  6 29

6_ 6 30

年 月 日  気

8  717 0  16 2

1 7  2   1 6  2

1,.5  16 1

1 7  3  1 6  7

1 7  1   1 6  9

1 7  0   1 6  7

】'  2   1 5  7

1 7  2  1 6  3

1 7  2   1 6  3

1 8  0   1 7  2

1 7  S  1 7  4

1 8  0   1 7  6

1 8  7   1 7 _ 8

1 8  3  1 7  7

1 8  0   1 6 . 3

1 8  0  1 6  8

1 7 . 9   1 7  2

1 7  2  1 5 , 9

1 5 . 3  1 5 , 3

1 6  8   1 5  9

1 7  2  1 6 _ 4

1 8  0   1 7  0

1 8 _ 0   1 7  5

1 8  2   1 7  7

18.2  17 7

2 0 0  1 8 1

2 0  0   1 8  8

1 9  1   1 8  8

1 9  8   1 8 _ 3

2 1  9  2 0 2

22 7  21 5

22 0  21 2

22 4  21 2

22 5  22 0

22 0  21 4

22 0  21 4

2 1 8  2 1 0

2 1  1  2 1 0

22 3  21 1

22 9  2, 7

2 2 0  2 1 7

22 5  21 7

23 0  22 0

23 5  23 0

23.6  23 0

23 0  22 2

23 0  22 0

22 8  22 0

23.0  22 0

23 0  22 0

22,9  22 0

23 0  22.0

23.0  22.2

23 8  22.5

23.7  23 0

24 0  23 1

23 3  23 1

24 3  23 8

24.5  24 0

1 7 0

17 2

17_3

17.4

17 2

17 0

17 1

17 0

17 3

18 0

17 5

17 7

13 3

18 2

18 0

1 7 7

17 3

17 0

15 2

16 1

17 0

17.4

17 1

17 8

17 8

19 2

19 0

18 0

19 0

15 7

15 4

15 0

16 4

16 5

16 0

16 5

16 0

17 0

17 0

17 0

17 4

17 4

16 7

18 0

16 3

15 4

15 1

15 2

18 7

16 4

16 8

1, 0

17 0

17 2

1 8 0

17 8

17 7

S  7 10

S  '. ll

S  , 12

8  7 13

6  7_14

8  7.15

S, 7 1S

6  7.17

8 7 18

6  '.19

5  7 20

6  7 21

S  7 22

6  7 23

6  7 24

6_ , 25

8, 7 26

6. 7 27

6  7 28

6  7 29

6  7.30

8  7 31

1 9 . 2  1 8 0   2 0 9  1 8 9

1 5  2   1 5  1    1 5  9   1 5  9

百

ほ

最

最

珂
再

低

十
最

最

22.8  21 9

24.5  24 0

20 1  19 7
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年月 日

モ最低モ 平均 % 最 小

6  8

6  3

6  8

6  8

6  8

6  8

6  8

6  8

2 2 . 2

2 1 8

2 1  0

2 0 6

20 8

2 1  8

22 0

2 1 , 7

2 1 3

22 1

21.7

19 7

1945

19 6

19,7

2 0 2

20.8

19 7

19,1

19.0

19.0

18 9

18 9

18 9

18 8

18 3

18 7

19 0

2 0 ,

6  8 10

6  8 11

8  8 12

6  8 13

8  8 14

6  3 15

6  8 16

6  8 17

6_ 3 18

6  8 19

8  8 20

8  8 21

6_ 8 22

6  8 23

8  3 24

6  3 25

6. 8 26

6  8 27

6  8 28

6  8 29

6  8 30

2 4  2   2 3  1    2 4  9   2 4  4

2 4  2   2 3  1    2 4  8   2 4 , 1

2 4  1   2 3  2    2 4  7   2 4  1

2 4  0   2 3  0    2 4  3   2 4  0

2 4  4   2 3  1    2 4  9   2 4  】

2 4  2   2 3  0    2 4  9   2 4  0

2 4  0   2 3  1    2 4  9   2 4  1

2 3  8   2 2  7    2 4  2   2 3  8

2 3  8   2 3  0    2 4  4   2 3  9

2 3  6   2 2  9    2 4  2   2 3  9

2 3  3   2 2  9    2 4  0   2 3  8

2 4  0   2 2  8    2 4  1   2 3 . 4

2 3  8   2 2  2    2 4  0   2 3  0

2 3  4   2 2  1    2 3  S   2 2  9

2 3  0   2 1  9    2 3  2   2 2  4

2 3  9   2 1  9    2 3  0   2 2  2

2 3  9   2 1  7    2 3  0   2 2  2

2 2 0  2 1 3   2 2 . 6

21 6  20 9   22 3

21 3  20 1   21 6

2 1 0  1 3 8   2 1 . 2

21 8  20 0   21.3

22 6  21 2   22.7

22 2  21 4   22.8

22 2  20 9   22 1

22 2  20 6   22.1

23 0  21 8   22 9

22 0  21 9   22 3

2 1 0  1 8 5  2 1 7

1 9  0   1 7  3   1 9  8

1 9  0   1 8  7   1 9 ` 7

1 9  9   1 8  8    2 0 . 2

2 0 . 3   1 9  9    2 1  0

2 0  9   2 0  2    2 1  0

2 0  1   1 9  0    2 0  7

1 9 _ 9   1 8  8    1 9 , 7

1 9  5   1 8  8    1 9  6

19 9  18 2   19.4

18 9  18 1   19.2

18 2  18 0   19.0

19 0  18 3   19.7

18 9  18 0   18 3

18 4  】8 1   18 7

〕8 7  】8 3   19 0

20 2  18 7   20 7

2 1 5  2 0 2   2 1 , 5

22 1  21 3  22 6 22 1

21 7  21 0   22 1  21 2

21 0 204  212 209

21 1 202  21.2 203

220 238 22.9 210

2 2 0  2 1 4   2 2 1  2 2 0

22 3  21 5   22 8  22 0

23 0  21 4   22 9  22 9

23 0  21 5   23 0  22 0

23 4  22 2   23.2  22 7

23 5  22 2   23 6  23 0
8  8 3 1                         2 3 7  2 2 7   2 3 3  2 3 0

平均                2 3 3  2 2 2  2 3 6  2 2 9

最高

最低

2 4 4  2 3 2   2 5 1  2 4 4

21 0  20 2   21 2  20 8

最高

最低

2 3 0  2 2 1   2 3 . 1  2 2 . 6

1 8  2   1 7  3   1 8  7   1 8 . 3

4

年月 日 年 月 日

6 10

6 10

6 10

6 13

S 10

6 10

S 10

6  1 1

6 . 1 1

6  1 1

6 11

6 1 1

S  l l

11 2

10.2

9 8

3 3

12 6

13 8

9  1

9  1

1 0 , S

l ■3

12 3

13.2

9 8

6 . 9

8 6

5 7

12.7

1 5 ` 8

12 7

1 1 . 8

9 . 1

8 . 2

5 ` 6

6 . 7

1 8

5 7

4 4
7 . 0

8 . 0

19.5

12.5

1 9 8

15 3

13 8

lS 7

15 5

19 0

19,9

16 4

2 0 4

2 1  1

12 1

14 4

12.4

19 9

17.4

21.7

18,0

17 8

1 1 . 8

14.6

14.0

15,7

13 S

iS '

10 5

17 9

15 7

5  9
7  0

4 6

4  0

9 S

10 4

4 S

2 0

4 5

8 8

6 8

7 8

6 9

1  0
‐9 8

0 0

5  0

13 2

19 1

8 2

7  4

2 8

1  1

1 4

1  8
‐O S
‐0 8

0 7

0 _ 7

ェ2 1

ェ2 2

11 9

1 1 0

1 1 9

,3 0

】1 8

10 1

19 7

11 3

1 1 8

12 1

11 2

10 6

8 0

7 4

8 8

12 3

13 0

12 5

1 1 5

10 8
9 6

8 8

8 8

8 S
' 7

' 4

8  1

12.7

12.0

12.0

1 1 3

12 3

13 2

13 0

10 3

10.0

10.9

11 0

11 0

11 0

1040

8 6

7  】

10 0

1 1 8

1 1 3

1 1  6

1 1  1

10 5

3 0

7 . 5

7 8

7  ,

S , 7

6 . 8

6 8

l 1 8

11 8

10 8

19 1

1 1 . 0

1 1 3

10 3
9 5

9 4

10 0

10 2

10 5

10 0

3 S

S 7

S  l

7  1

10 0

11,S

ll.0

10 5

9  0

7 . 5

7 9

7 . 0

S . 7

6 0

S  l

S 3

6 10 11

5 10 12

6 10 13

6 10 14

6 10 15

6 10 16

S 10 17

8 10 18

6 10 19

6 10 29

8  1 9 2 1

S 10 22

6 18 23

6 19 24

6 10 25

6 10

6 10 10

6 1 1  8

6 1 1  9

6 11 10

8.11 11

6 11 12
・
6 11 13

8 11 14

6 11 15

6 11 16

S il l'

S ll 18

6 11 19

S i1 2,

S l1 21

6 11 22

6 11 23

6 11.24

6 11 25

6.11 26

6.11 27

6 11 28

6 11 2S

S l1 30

19 8  19 0    19 3  18 9

1 9  5   1 8  2    1 8  9   1 8 . 0

1 3  3   1 7  9   1 8  3  1 8  0

1 8  8   1 '  8   1 8  3   1 7  9

1 9  0   1 7  9    1 8  0   1 7  9

1 8  7   1 8  0    1 8  0   1 7  9

1 8  9   1 8  1    1 8  2   1 8  0

1 8  9   1 3  2   1 8  3   1 8  0

1 8  7   1 8  0   1 8  9  1 8  0

1 9  0   1 8  0   1 9 . l   1 8  0

1 9 9  1 9 0  1 9 5  1 8 7

1 9  4   1 8  2    1 8  7   1 7  じ

1 3  2   1 7  2    1 7  3   1 7  0

1 8  5   1 7  4    1 7  8   1 7  1

1 8  3   1 7  0   1 7  7   1 S  2

, 7  0   1 S  3    1 6  2   1 5  8

1 6  4   1 S  0    1 6  0   1 5  9

1 7  9   1 6  3    1 6  S   1 5  5

1 6  7   1 3  7   1 5  5   1 4  4

1 4  8   1 3  S    1 5  0   1 3  8

1 5  1   1 3  8    1 4  0   1 3  3

1 4  8   1 3  6    1 3  3   1 2  2

1 3  9   1 3  0    1 3 . 0   1 2  2

8 2 1  ` 8 6   1 3 9

90 8  90 5   13 0

76 3  34 7   13 4

84 8  68 1   12 1

88 0  88 0   ,3 9

87 0  70.0   14 0

73 0  46 8   19 8

79 5  45 7   12 4

80 0  51,0   12 3

86 2  74 0   12 7

81 6  53 2   13 8

77 3  S2 0   14 0

83 1  69 6   13 3

76 5  45 4   11 3

?6 S  42 7   10 0

85 2  59 2    3 8

84 2  70 0   11 9

85 8  63 0   14 8

85 8  85 9   14 3

83 1  82 1   13.2

86 5  79,1   13 9

68 9  47.7   12_2

78.7  45 8   11 1

81 6  53 5   10 S

81 8  57 2    9 9

75 1  35 2   10 9

80 2  49 9    8 8

77 S  42 1   】0 0
78 8  45 9   10 3

6 10 26   15 1  18 5  12 5   84 8  66 0   14 2  18 7   14 7  13 0

6 10 27   15 7  19 9  13 0   88 3  67 5   15 0  14 2   14 8  14 7

6 10 28   17 5  21 5  1S 5   82 7  65 9   16 0  15 0   15 5  14 8

6 10 29   17 4  29 5  1S 0   88 2  76.3   15 4  15 9   16 0  15 5

S 10 30   15 1  15 9  13 0  91 2  91 0  16 3  15 S  16 0  15 4

6 10 31   15 8  20 S  12 8   78 7  S0 0   16 0  15 0   15 0  14 0

平均                 1 7 6  1 6 S  1 7 1  1 5 3

最高

最低

2 1  1   2 0  4    2 1  1   2 0  0

1 3  8   1 3  9    1 3  0   1 2  2

最高 1 5 8  2 1 7

最低 3 S  1 0 S

14 9

3 4  7    8 . 8

13 4  12 7

6 7   6 0

2 1  1  2 9 4   2 1  1  2 0 0

20 8  19 7   20 0  19 3
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年月 日  気 温

S  1 2  1    8 0  1 5 9   0 2   8 4 2  5 2 3    3 4   7  8    7 0   5 9

8 12  2    9 9  16 9   5 2   83 8  SS 0   11 1   9 4    8 3   7 0

612 3  79 145  35  810 478  108  98  81  77

S12_4  43 139 ‐ 03 813 480 100 84  79 61

S12 5  S8 ,39 ‐ 87 133 400  99 74  6】 55

6.12 5  4S 150 ‐ 14 750 344  92 71  58 48

S12 7  55 170 -20 754 347  90 62  59 40

S12 8  81 164 ‐ 12 780 4S9  98 87  51 41

S.12.9 116 198 35 733 460 110 30  80 51

S 1 2 1 9   5 1  1 5 0  - 1 1  , 2 0  3 2 8  1 0 0  7 6   7 6  5 5

0 12.1l    S 0   7 7   0 0   3S 9  72 2    7 7   6 9    6 0   5 0

5 12 12    8 8  10 5   S 8   87 8  85 0    9 0   7 7    7 1   6 0

S 12 13    7 3  14 3   4 8   86 5  67 0    9 7   8 7    7 5   7 1

6 12 14    4 5  13 S  -1 3   85 5  60.7   10 4   7 9    7 3   5 8

6 12 15    7 1  14 7  ‐1.3   5S '  34 3    9 9   7 0    5 8   5 0

8 12 16    1 S   9 5  ,2 5   59,4  42 7    8 5   S 1    5 0   3 3

S 12 17    0 1   8 3  ‐4 2   76 3  36 1    7 1   5 0    3 3   2 4

1 12 18    2 3  12 5  -4 5   7, 7  37 6    7 8   4 2    2 4   2 0

S 1 2 ゃ1 9   1 2  : 0 7  ‐ 4 ,  6 8  0  3 1  0   7 9  4 8   2 1  l S

S . 1 2 . 2 0   0 8  8 0  ' 4 , 1  7 3 0  4 0 0   S 1  4 4   1 7  1 3

S.12 21    2 6   8 8  -4 1   77 0  49 0    5 1   3 7    2 0   1 2

6.12 22    1 8  12 7  -3 4   76_8  87 0    7 5   4 0    2 0   1 7

8 12 23    2 6  13 9  -2 4   82 3  48 2    7 5   4 5    2 0   1 4

8 12 24    4 0  14 5  ‐2 4   81 6  43 0    7 8   4 8    2 2   1 S

S i2 25    S 8  11 2  い0.3   73 3  44 7    8 0   5 】    9 2   2 0
S 12 26    5 5   7 3   0 3   82 6  58 3    6 2   543    3 8   2 9

8 12 27    9 0  1s 2   5 8   85 6  64 0    9 4   8 0    5 5   3 8

6 12 28    5 0  10 2   0 5   88 5  85 5    8 5   7 9    6 1   5 S

6 12 29    3 0  12 6  ‐2 3   15 8  46 0    9 0   6 1    8 0   4 8

6 12 30    3 S   8 3  ‐2 3   73 5  39 3    8 7   5 S    4 8   3 8

5 12 31    4 5  11 0  ‐1 0   15.2  43 0    6 5   3 0    4.1   3 8

平均 5 1  1 2 9  ‐ 0 5  7 7  2      3 S  S 4   5 1  4 1

最高 1 l  S  1 9  8  6 8

最 に  3 1  7 3  ‐ 4 5

1 1 1  9 5   3 8  7 7
3 1  0   5 1   3 7    1  7   1 2



自然保護センター報告投稿規定

1 内 容

に)神 奈川県内の自然や自然保護思想の普及啓発に役立つ報告

(2)自 然保護センター野外施設及び県央 。丹沢地域の自然に関する報告

2 発 行は、年一回とし、 12月 15日 を原稿締切りとする。

(なお、投稿を希望するものは、原稿整理カードを11月 20日 までに提出する。)

3 投 稿された原稿の採否、修正、掲載の順序については、編集委員会の決定による。

4 原 稿の用紙と書き方

ll)原 稿はなるべくワープロを用いて作成し、B5用 紙に40字 ×40行 で印字する。手書きの

場合は、 20字 ×20字 の横書き用原稿用紙4枚 で 1頁 とする。また、フロッピーディスクで

提出する場合は、MS‐ DOSの テキストファイルとし、フロッピーディスクのサイズは35イ

ンチとする。原稿は、2部作成し、 1部 は投稿用とし、もう1部 (コピー)は 著者の手元に保

存しておく。

12)表 題の下には、欧文タイトルを入れる。表題及び欧文タイトルは原稿用紙 1枚 (20字 X20

字)と 数え、本文は、2枚 目から書き始める。

(3)著 者名の右肩に*をつけ1枚 目の末尾に所属機関 (無い場合には、自宅などの連絡先)を 括

弧書きで入れる。

(4)原 稿の量は、刷り上がりで10頁 以内を原則とする。

(5)動 植物の和名は、カタカナ書きとする。

(6)本 文中での文献の引用は、著者名(年号)、あるいは(著者名 年 号)とする。引用文献は、

本文中に使用されたものに限り、そのすべてを記載する。文献の書き方は、著者名、発行年(西

暦年)、 表題、掲載雑誌名、巻、号、頁の順とする。単行本の時は、出版社名とその所在地を

記入する。

(7)文 献の並べ方は著者名の五十音順とし、同一著者については、年次llFに並べ、同一年について

は、a, b, cを つけて区別する。

(8)図、表及び写真は、そのまま製版できるようにし、図、表及び写真の番号、天地を書く。

(9)図、表及び写真の説明は、別の原稿用紙に書き、本文の余白に挿入箇所を示す。

は0 字 体は、学名は、イタリック体、人名は、スモールキャピタル体とし、字体の指定方法は次

のようにする。

イタリック字体 ;字の下にアンダーラインを引く

スモールキャピタル字体 ;字の下に2本線を引く

ゴシック字体 ;字の下に波線を引く

t' 著 者は、1報 文につき、30部 の別刷りを受け取ることができる。

原稿の送り先

〒243-01 厚 木市七沢657

神奈川県立自然保護センター

自然保護センター報告編集委員会

Tcl. 0462-48-0323

Fax. 0462--48--2560
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この本は、再生紙を使用しています。

神奈川県立自然保護センター

〒243-01 厚 木市七沢657
Tel. 0462-48-0323
Fax. 0462--48--2560

剣陀神奈川県


